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序     文 

 
日本国政府はヨルダン国政府の要請に基づき、無収水対策能力向上プロジェクトの実施を決定し、

独立行政法人国際協力機構がこれを実施致しました。 
当機構はプロジェクトの終了時評価を行うことを目的として、平成 20 年 1 月 12 日から 2 月 1 日ま

での期間、当機構地球環境部課題アドバイザーである須藤和男を団長とした調査団を派遣し、ヨルダ

ン側と合同で評価を行ないました。 
調査団は、ヨルダン政府関係者とのプロジェクト進捗確認と今後の方向性に関する協議、及びプロ

ジェクトサイトの現地踏査を実施致しました。 
本報告書は同調査団の評価結果を取り纏めたものであり、今後のプロジェクトの展開、更には類似

のプロジェクトにも活用されることを期待致します。 
末筆ながら本調査に対し御協力と御支援を賜りました両国関係者の皆様に心から感謝の意を表し

ますと共に、引き続き一層の御支援をお願いする次第です。 
 
 
平成 20 年 7 月 
 

独立行政法人国際協力機構 
理事 松本 有幸 
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ヨルダン国無収水対策能力向上プロジェクト 終了時評価調査 要約表 

 
1. 案件の概要 

国名：ヨルダン・ハシミテ王国 案件名：無収水対策能力向上 

分野：上水道 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：地球環境部第三グループ 
水資源第二チーム 

協力金額（評価時点における終了時までの見
込み額を含む）：4.8 億円 

先方関係機関： 
プロジェクト監督機関 水・灌漑省(MoWI) 
プロジェクト実施機関 水道庁（WAJ) 

協力期間 R/D：2005 年 6 月 15 日 
2005 年 8 月 1 日 
 ～2008 年 7 月 31 日 

日本側協力機関：厚生労働省 

他の関連協力： 
個別案件（長期専門家）「水資源アドバイザー」 

1-1. 協力の背景と概要 
ヨルダン・ハシミテ王国（以下、ヨルダン国）は、国土の 80%以上が年間降雨量 100mm

以下であり、人口も年々増加の一途を辿っている（2004 年～2005 年で 50 万人以上増加）。
上水道は水不足と水需要増加から時間給水となっている。このような状況にも関わらず、
2002 年現在でヨルダン水道庁（WAJ）の無収水は 50%超に及び、累積赤字は 7 億 2398 万
JD（2003 年現在）と、実に GDP の 10％に達する程であった。WAJ も無収水問題の重要性
は認識し必要な対策を行っていたものの、無収水対策に関わる人材の数・技術水準の低
さから十分な対策が行えない状況にあった。 

JICA はこれまで主に長期派遣専門家の技術移転により無収水対策を支援してきたが、
問題の緊急性とそれに伴う人材育成の重要性が一層高まっている状況を鑑み、ヨルダン
政府は包括的な技術協力プロジェクトを要請した。これを受けて本件が 2005 年 8 月に開
始し、2007 年 1 月の中間評価を経て現在に至る。今般、本件終了 6 ヶ月前となった事か
ら終了時評価調査を実施した。 

 
1-2. 協力内容 
(1) 上位目標 

WAJ の無収水が減少する 
(2) プロジェクト目標 

WAJ の無収水対策能力が向上する 
(3) 成果（アウトプット） 
1.プロジェクトの実施体制が整う 
2.WAJ エンジニアおよびテクニシャンスタッフが無収水対策に必要な基本技術・概念を

修得する 
3.WAJ 上級職員とエンジニアが無収水削減対策に係る組織内研修実施能力を獲得する 
4.WAJ エンジニアおよびテクニシャンスタッフがパイロット区画の実践により、無収水

対策の実務を習得する。 
5.WAJ が、無収水対策に関する住民意識向上活動を強化する。 
 

(4)投入 
 日本側： 

短期専門家派遣 8 人、74.19 人月 機材供与 54,338 千円
研修員受入(本邦) 24 人 ローカルコスト負担 35,887 千円

 
 相手国側： 

カウンターパート配置：19 人 
土地・施設の提供 
ローカルコスト負担： 160,223 ヨルダン・ディナール（26,710 千円相当） 
   

2. 評価調査団の概要 

調査者 （担当分野：氏名、所属先） 
団長・総括： 須藤 和男 JICA 地球環境部課題アドバイザー 
無収水対策： 山﨑 章三 ㈱クボタ鉄管事業部顧問/国内支援委員 
協力企画： 松崎 晃昌 JICA 地球環境部第三グループ第二チーム職員 
評価分析： 山本 佳恵 グローバルリンクマネジメント株式会社研究員 



 ii

調査期間  2008 年 1 月 12 日 - 2 月 1 日 評価種類：終了時評価 

3. 評価結果の概要 

3-1. 実績の確認 
(1) プロジェクト目標 総合評価：A 

2009 年に無収水対策専用予算が 5 県に配分されることを皮切りに、無収水対策予算は
増加の傾向にあることが確認された。また、2008 年 1 月末までには、事業運営指標の参
考値が決定される予定である。 

更に、ア）各県において課題分析を行い、実行計画・予算を作成することができるよ
うになった、イ）各県無収水部の役割が拡大し、必要な人材が配備された、ウ）無収水
にかかる基礎技術を体得したエンジニア・テクニシャンが育成された、エ）無収水対策
にかかる訓練教材が作成され、講師の育成も行なわれた結果、内部組織研修能力が向上
した等、組織能力の向上が認められた。 

 
(2) 成果（アウトプット） 
成果１ 総合評価：A 

これは PO 等の整備であり、他のアウトプットに先立って行なわれた。 
成果２ 総合評価：B 

基本技術を習得したエンジニア、テクニシャンの数は 11 名、27 名と計画値の 10 名、
25 名を超えた。また、研修を受講したエンジニアの 90%が研修講師となり、目標値の
50%以上を大きく上回った。一方で、試験要綱・試験内容も準備されているが、テク
ニシャンの最終理解度テストの実施は遅れている。また、運営管理体制(案)は未だ明
確な定義がなされていないが、始まったばかりの活動でありプロジェクト終了までに
は達成される見込みである。 

成果３ 総合評価：A 
計画値通り６名の研修講師が認定された。また、教材作成についてもほぼ終了してい
る。カリキュラムについては、初級レベルは既に完成・実施されている。 

成果４ 総合評価：A 
一部の地域で予算措置や施設工事の遅延があったものの、既に７ヶ所で、無収水率の
半減が達成された。また、パイロット区画以外の配水管理区図については、エンジニ
ア不在のマアン県を除く 5 県 9 ヵ所で設定された。 

成果５ 総合評価：A 
専門家投入量は少ないが、現地 NGO Jordan Aqua Conservation Association (JACA)
の活用により現地に受け入れられやすい啓蒙活動を実施した事で大きな成果を上げ
た。 
 

3-2. 評価結果の要約 
(1) 妥当性 
総合評価：A 
・ 水資源の不足に鑑み、無収水の削減が緊急の課題であることは疑いなく、国家政策

（National Agenda 2006-2015）においても現在の 46%から、2012 年までに 30%に、
2017 年までには 20%に削減することが謳われている。 

・ ターゲット・グループは WAJ 職員であり、無収水対策の改善・普及を担う WAJ エン
ジニア･テクニシャンの技能向上ニーズに合致していた。 

・ JICA の対ヨルダン国支援の重点分野の①自立的･持続的経済成長のための基盤整備
のうちの開発課題「限られた水資源の有効活用と環境管理能力の向上」に合致して
いる。 

(2) 有効性 
総合評価：A 
・ プロジェクト目標はほぼ達成されていると言える。 
・ 5 つのアウトプットは全て、目標達成に貢献している他、相乗効果も確認された。
・ 促進要因としては、上記相乗効果及び、研修と実地訓練の連動による学習効果の向

上が挙げられる。 
・ 阻害要因は、特段認められなかった。 

(3) 効率性 
総合評価：B 
・ ヨ国側の努力は認めるものの、投入にかなりの遅延があったと言える。カウンター

パートの配置は予定された通りであったが、マアン県エンジニアの転職後、空席が
続いており、テクニシャンが代行しているものの、停滞感は否めない。 
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・ 日本側の投入については概ね適切であったが、専門家派遣のタイミングについて課
題があると指摘された。水不足の顕著な夏と比べ、毎年 2 月から 5 月は水の量も安
定し、無収水活動を展開するには適しているが、日本側の年度の契約切り替えの時
期に当たるため、専門家が不在となり現地業務費の支払いもできなくなっている。

 
(4) インパクト 
総合評価：B 
・ 想定されていなかった以下のプラスのインパクトが確認された。 
・ 第三国研修や技術交換を積極的に受入れ、本プロジェクトで作成された研修教材も

活用・改善されている。 
・ GTZ の支援で導入された GIS が本プロジェクトで精緻化され、それがまた他の援助

機関による水道システム改善支援に用いられるなど、援助の相乗効果が確認され
た。 

・ 県支所エンジニア間で連帯感が生まれ、情報共有が自発的に行われている。また、
県支所間での競争意識が芽生え、活動を更に積極的なものとしている。 

・ 住民の意識向上を通じ、WAJ の意欲向上や、教育省・町議会等との連携構築が見ら
れた。 

(5) 自立発展性 
総合評価：B 
（政策面） 

方向性も合致し、コミットメントレベルも高いことから政策的支援が継続されること
は間違いない。 

（財政面）  
累積赤字減少のために水道料金を適正レベルまで引き上げる必要があるが、政治判断
が伴うことから 1998 年以降見直しはされてきていない。結果、国外からの融資と技
術支援に依存している状態が続いている。また、WAJ の通常予算は大幅削減が示唆さ
れているが、無収水対策にかかる水灌漑省・WAJ の問題意識は高いため、プロジェク
トの効果を維持・拡大するための活動予算を確保できる可能性は高いと想定される。

（組織面） 
WAJ の中に EC の支援を受けて設立された Programme Management Unit (PMU) があり、
無収水部長とエンジニアは EC との契約職員である。EC の支援は 2009 年末に終了する
見込みであり、無収水部の組織改変や給与水準の低下により両者が離職しないよう留
意が必要である。一方、パイロット地域のある 6 つの県支所においては、無収水対策
にかかる計画策定・実施能力が醸成されつつあり、自力で活動を続けることは可能で
ある。 

（技術面） 
初級･中級レベルでの無収水対策研修を実施する体制は整ったが、上級コース実施に
ついては、JICA 及びその他の外部人材による技術支援が必要と考えられる。県レベル
での技術については、当初のパイロット区画以外の場所でも無収水対策事業が展開さ
れ始めていることから、継続性が高い一方、啓蒙活動については、重要性とその方法
論について一定の理解は進んだものの、独自に展開するだけのノウハウはまだ十分に
は育っておらず、水灌漑省と WAJ 本庁無収水部が主導して行う必要がある。 

 
3-2. 効果発現に貢献した要因 

アウトプット間の連動が相乗効果を生み出した。また、座学の後で実地訓練が行われ
ることも、学習効果の観点から好ましい。 
 
3-3. 問題点及び問題を惹起した要因 

特に無し 
 
3-4. 結論 

以上のように本プロジェクトの 5 項目評価及びプロジェクト目標・アウトプットの達
成度は高いと評価できるため、計画通り 2008 年 8 月に終了することを提言する。 
しかし、無収水率を可能な限り削減するため、今後①漏水を増大させる原因となってい
る高水圧を解消するための配水システムの改善、②配管・給水装置工事技術の向上、に
取り組むことが必要である。また、無収水対策の研修、予算システム主流化を進める必
要がある。 
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3-5. 提言 
(1) 本件終了までの期間 

① 現場で作業をする部署だけでなく、GIS 部門、O&M 部門、顧客情報管理部門等の関
係部署が各県内で協力体制を構築する事が必要である。 

② マアン県では担当エンジニアの転職後、空席が続いており早急に後任者を配置す
る事が求められる。 

(2) 本件終了後の期間 
① 各県が設定しつつあるパイロットエリア同様のエリアでの無収水対策活動を成功

に導くために、適切な額の無収水対策専用予算が各県に配分されることが必要で
ある。 

② 活動が県全体に広がった場合を考慮すると、現在の県の組織体制では対応できな
いと思われる。パイロットエリアから得られたデータを基に費用便益分析を行い、
県全体の無収水対策計画を策定し、人員・機材・予算をこれに沿って配置してい
くことが必要である。 

③ 2000 ㎥又は 5 年経過により顧客メータを取替えるようにすることでメータの精度
を向上させ、誤差を少なくすることが出来る。 

④ 更なる無収水削減のために、水圧の適正化やゾーニング等のツールが不可欠であ
る。 

⑤ テクニシャン以下の職員は学歴により昇進が限られているため士気が低い傾向に
あり、技術的にもバラつきがある。認証制度を設立し、確かな技術を持つ者には
待遇に反映させることで士気の向上が見込める。 

⑥ 更なる無収水削減のため、小区画（300 戸未満）を設定しての MNF 測定を日常的に
行う事が望ましい。 
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第1章 終了時評価調査の概要 

1-1 調査団派遣の経緯と目的 
ヨルダン国では、国土の 80%以上が年間降雨量 100mm 以下の半乾燥高地に属しており、降水はヨ

ルダン渓谷沿いに集中している。人口密集地もこの地域であり、年々増加の一途を辿っている（2004
年～2005 年で 50 万人以上増加）。上水道は水不足と水需要増加から給水制限が設けられており、給

水時間がアンマンでは週に数日間、渓谷地域では 24～30 時間、小規模村落に至っては 10 時間以下の

場合もある。水資源の有効利用が喫緊の課題であるこのような状況にも関わらず、2002 年現在で 50%
超に上る無収水の問題があった。無収水問題は漏水による物理的損失のみならず、水道料金をユーザ

ーから適切に徴収できていない面も併せ持ち、水道行政に深刻な影響を与えていた。ヨルダン水道庁

（WAJ）の累積赤字は 7 億 2398 万 JD（2003 年現在）に上り、GDP の 10%ともなっていた。ヨルダ

ン水・灌漑省も無収水問題の重要性は認識しており、水道管のリハビリや老朽化した施設の交換、維

持費の調査などを実施しているが、無収水対策に関わる人材の数・技術水準の低さから十分な対策が

行えない状況にあった。 

JICA はこれまで主に長期派遣専門家の技術移転により無収水対策を支援してきたが、問題の緊急

性とそれに伴う人材育成の重要性が一層高まっている状況を鑑み、ヨルダン政府は専門家・本邦研

修・国内研修及び機材供与を組み合わせた包括的な技術協力プロジェクトを要請した。これを受けて

本件が 2005 年 8 月に開始し、2007 年 1 月の中間評価を経て現在に至る。今般、本件終了 6 ヶ月前と

なった事から終了時評価調査を実施し、プロジェクトの投入実績、活動実績、計画達成度を調査した。

また、評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）の観点からも検証を行い、

終了時までの対応方針等について提言を行うとともに、類似の技術協力案件への教訓を抽出した。 

1-2 調査団の構成と調査期間 

1-2-1 団員構成 

（1）総括 須藤 和男 JICA 地球環境部 課題アドバイザー 

（2）無収水対策 山崎 章三 ㈱クボタ 鉄管事業部 顧問 

（3）協力企画 松崎 晃昌 JICA 地球環境部第三グループ 水資源第二チーム 

（4）評価分析 山本 佳恵 グローバルリンクマネジメント㈱社会開発研究員 

1-2-2 調査期間 
2008 年 1 月 12 日（土）から 2 月 1 日（金）まで（詳細日程は以下日程表の通り）。 
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須藤・山崎・松崎 山本

1 1月12日 土
JL185(HND1955-KIX2115）
JL5099(KIX2315-)

機中

2 1月13日 日

JL5099(-DXB0555)
EK901(DXB0820-AMM0950)
JICA事務所打合せ
日本人専門家打合せ
WAJ聞取り調査

3 1月14日 月

WAJ聞取り調査
日本人専門家聞取り調査
MoWI次官補
マルカ訓練センター

4 1月15日 火
タフィーラ県
カラク県
マアーン県合同聞取り調査

5 1月16日 水
バルカ県
WAJ聞取り調査
日本人専門家聞取り調査

6 1月17日 木

MoWI
USAID
GTZ
MIYAHUNA

7 1月18日 金 資料作成

8 1月19日 土
JL185(HND1955-KIX2115）
JL5099(KIX2315-)

資料作成 アンマン/機中

JL5099(-DXB0555)
EK901(DXB0820-AMM0950)
合流

合流

10 1月21日 月

11 1月22日 火

12 1月23日 水

13 1月24日 木
14 1月25日 金
15 1月26日 土
16 1月27日 日
17 1月28日 月
18 1月29日 火

19 1月30日 水

20 1月31日 木 ドバイ

21 2月1日 金 東京

ザルカ県調査
WAJ

備考# 月日 曜 宿泊

アンマン

マダバ県調査
バルカ県調査

WAJPMU県支援部長
M/M作成

アンマン

専門家聞取り
WAJ

WAJPMU　M/M協議
WAJPMU　M/M協議
M/M作成

JL5090 (DXB0250-KIX1640)
JL188 (KIX1835-HND1945)

EK904(AMM1630-DXB2115）

大使館報告
事務所報告

JCC、M/Mサイン

9 1月20日 日 JICA事務所打合せ・進捗確認
MOPIC表敬
WAJ総裁表敬
WAJ・専門家聞取り

項目

 

1-3 プロジェクトの概要 
本件は５つのアウトプットから構成されている。アウトプット 1 はプロジェクトの実施体制の整備

であり、事前調査の際に作成されなかった PO の作成と研修計画の策定から成る。アウトプット 2 は

WAJ のエンジニア・テクニシャンに対する基礎技術訓練であり、座学・実地研修により無収水対策

の概要と流れを教授するものである。アウトプット 3 は WAJ の組織内研修体制の整備であり、技能・

知識を身につけたWAJエンジニアがWAJ内にて講師として継続的に成果の波及を行っていくもので
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ある。アウトプット 4 は中南部 6 県に設置されたパイロットエリアでの OJT、アウトプット 5 は住民

啓発活動の強化である。これらをもってプロジェクト目標である WAJ の無収水対策能力向上を目指

す。 

1-4 団長所感 
１． 本プロジェクトはパイロット地区における無収水率の半減、WAJ 職員の無収水対策技術の向

上、無収水対策技術に関する研修体制の構築等目に見える具体的な成果を挙げた。その成果が

既に活かされ、WAJ が無収水率削減のため主体的に他の地域にパイロット地区を拡大すると

ともに、従来は無かった無収水対策を対象とした予算措置を講じつつある。 
そのような成果の主な要因は、水資源の乏しいヨルダンにおいて無収水対策が喫緊の課題であ

り、その問題の改善に対する WAJ 及び水灌漑省の関係者の熱意と意欲が高く、また、我が国

のその分野における知識、経験、技術が JICA 専門家による技術移転、本邦研修等により WAJ
の多くのカウンターパートに理解・修得されたことにある。また、1990 年代後半以降のヨル

ダンにおける我が国の無収水対策に対する技術協力及び無償資金協力の成果に起因する我が

国の本分野の技術に対するヨルダン関係者の信頼も大きな要因である。 

２．ヨルダンにおいて漏水、盗水以外の問題も含む無収水の概念を一般市民に対し啓発活動を行い、

また、パイロット地区において実際の事業としてその対策を実施し、無収水率の削減実績を測

定したのは本プロジェクトが初めてである。WAJ 総裁やカウンターパートのみならず、水灌

漑省大臣もその成果を高く評価している。 

３． 水灌漑省・WAJ から無収水対策に係るプロジェクト・フェーズⅡの要請がなされており、今

回の終了時評価調査の機会を利用し、その内容に関する WAJ の意向を聴取した。その結果、

ヨルダンにおける無収水対策はまだ多くの課題を抱えているが、無収水率の更なる削減のため

に現プロジェクトの協力対象事項ではなかった、特に① 漏水を増大させる原因となっている

高水圧を解消するための配水システムの改善、② 配管・給水装置工事技術の向上、が重要課

題であり、WAJ はそれらの課題の解決に資する技術移転を主目的とした協力を期待している

ことを確認した。 
「② 配管・給水装置工事技術の向上」については、我が国の指定工事業者認定制度に類似し

たものの導入を検討しており、もし、本課題に関し協力を実施する場合には、協力の前提とし

て WAJ のその認定制度の設立に関する政策の方向性を確認する必要がある。 
「① 漏水を増大させる原因となっている高水圧を解消するための配水システムの改善」につ

いては GTZ が、また、「② 配管・給水装置工事技術の向上」については、USAID が関連の協

力を実施していると聞いているので、本分野の協力を実施する場合には、GTZ 及び USAID の

協力内容を調査の上、適切なインプットを行うべきである。 

1-5 技術団員所見 
本プロジェクトは日本側からもヨルダン側からも高い評価を受けている案件であるため、主として

技術的側面から活動内容を詳細に調査してその真偽を確認した。その結果、PDM に沿って殆どの項

目で目標を達成しており、全体としては何ら問題のないプロジェクトであったといえる。しかし、一

部に日本の技術協力としては更なる努力が必要な部分もあったため、これらを含めて以下に所見を述

べる。 
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NRW のおよそ半分を占める漏水の防止技術は日本の水道界が得意とする分野の一つであり、その

作業手法の大部分はヨルダンにも当てはまることから、本プロジェクトにおいても技術移転効果を発

揮することができた。また、日本の水道界では経験の少ない残りの半分近くを占める盗水、メータ不

良の発見・是正技術も海外における経験を有する専門家を派遣することにより技術移転をすることが

できた。これらの技術移転効果を高めるとともにその技術を C/P に定着させることができた要因は、

パイロット区画を設けてそこにおける OJT を実施したことである。また、この種の技術移転には例

のない住民意識の向上を図るための各種施策をヨルダン側に紹介し、それらを実践したことで一層こ

のプロジェクトの評価を高めたといえる。 

なお、本プロジェクトは NRW 削減技術という本来は水道事業体が有する技術の移転を民間の技術

者だけで実施したため、一部でその成果に疑問も持たれていたが、計画、日本研修等の場で日本の水

道事業体側の協力が得られたことにより、不安要因を十分カバーすることができたといえる。PDM
上に現れた範囲の内容は本件で概ね達成を見たため、今後は、日本の水道事業体が経験してきた将来

的に無収水量を一定水準以下に抑えるための技術手法を一部なりとも（例えば小区画に分割して夜間

最小流量を測定する方法の効果検証や再利用メータの廃止など）ヨルダン側に十分理解させて実施に

結び付けさせる事が考えられる。 

本プロジェクトの成功要因は、ヨルダン側の問題認識にかなったプロジェクト計画に基づいた適正

技術を誠実にヨルダン側に移転するとともに、それに十分応えることができたヨルダン側の積極的か

つ誠実な協力体制の相乗効果によるといっても過言ではない。しかしながら、NRW 削減技術は広範

なため、優先度の都合上当初より本件の枠外に置かれた事項の中にも重要なものはある。例えば、漏

水とメータ不良に多大な影響を及ぼす、高水圧や間欠給水を解消するための配水システム整備計画や

給水末端における配管・給水装置工事技術の向上を図るための技術者養成・認定制度の制定などであ

る。これらについても日本の水道界の知見が十分発揮できる分野である。今回得られた日本の技術移

転に対する評価を一層高めるとともに、ヨルダン水道界の一層の発展のためには、NRW 削減に関し

て現在ヨルダン側に最も必要とされるこれらの分野における技術協力を引き続いて進めることが強

く望まれる。なお、技術協力に際しては、時としてヨルダン側が日本の水道技術を見本として事業運

営方針を変えるように誘導することも必要である。
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第2章 終了時評価の方法 

2-1 評価の手法 
本評価調査は、『JICA 事業評価ガイドライン（2004 年 1 月：改訂版）』に基づき、ログフレームを

用いた評価手法に則って実施した。『JICA 事業評価ガイドライン』による評価は、以下のとおり、4
つの手順で構成され、今般の調査では以下②と③の項目については、さらに 4 段階評価を加えて行っ

た。 

① プロジェクトの計画を論理的に配置したログフレームあるいはプロジェクト・デザイン・マ

トリックス（Project Design Matrix：以下、PDM と呼ぶ）を事業計画として捉え、評価デザイ

ンを確定する。 

② いくつかのデータ収集方法を通じ入手した情報をもとに、プロジェクトの現状を実績・実施

プロセス・因果関係の観点から把握・検証する。活動実績については、A：大変良い（Excellent）、
B：良い（Good）、C：一部良いが、課題がある（Satisfactory）、D：悪い（Unsatisfactory）、の

4 段階評価を行う1。 

③ 「妥当性」「有効性」「効率性」「インパクト」「自立発展性」の 5 つの観点（評価 5 項目）か

ら、プロジェクトの成果（アウトカム）を評価する。さらに、それぞれの項目につき、A:：
大変良い（Excellent）、B：良い（Good）、 C：一部良いが、課題がある（Satisfactory）、D：

悪い（Unsatisfactory）、の 4 段階評価を行う。 

④ また上記①から③を通じ、プロジェクトの成否に影響を及ぼした様々な要因の特定を試み、

プロジェクトの残りの実施期間の活動に対しての提言と、ヨ国側及び日本側双方のその他案

件に対する教訓を抽出する。 

なお、本評価手法において活用される PDM の構成要素の内容は表 1 に示す。 

表 1 PDM の構成要素 

上位目標 プロジェクトを実施することによって期待される長期的な効果。プロジェクト終

了後 3 年～5 年程度で対象社会において発現する効果。 
プロジェクト目標 プロジェクト実施によって達成が期待される、ターゲット・グループや対象社会

に対する直接的な効果。 
アウトプット プロジェクト目標達成のためにプロジェクトが生み出す財やサービス。 
活動 アウトプットを産出するために、投入を用いて行う一連の具体的な行為。 
指標 プロジェクトのアウトプット、目標および上位目標の達成度を測るもので、客観

的に検証できる基準。 
指標データ入手手段 指標を検証するための情報源。 
外部条件 プロジェクトでコントロールできないが、プロジェクトの成否に影響を与える外

部要因。 
前提条件 プロジェクトを開始するために必要な条件。 
投入 
 

プロジェクトのアウトプットを産出するために必要な資源（人員･資機材･運営経

費・施設など）。 
出所：プロジェクト評価の手引き（JICA事業評価ガイドライン）、2004年2月。 
 

                                                        
1 4 段階評価をするに当り、ヨ国の学校教育の成績評価で用いられる A（Excellent）、B（Good）、C（Satisfactory）、D
（Unsatisfactory）というランク付けを利用することをヨ国側合同評価委員から提案された。ヨ国側関係者にとって非

常に理解し易いということから、日本側が合意し、当 4 段階評価を用いることにした。 
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更に、本プロジェクトの評価に適用される評価 5 項目の各項目の定義は以下の表 2 のとおりであ

る。 

表 2 評価５項目の定義 
評価５項目 JICA事業評価ガイドラインによる定義 

妥当性 プロジェクトの目指している効果（プロジェクト目標や上位目標）が、受益者のニー

ズに合致しているか、相手国の政策との整合性はあるか、日本の援助政策に沿ったも

のか等「援助プロジェクトの正当性・必要性」を問う視点。 

有効性 プロジェクトの実施により、本当に受益者もしくは社会への便益がもたらされている

のか（あるいはもたらされるのか）を問う視点。 

効率性 主にプロジェクトのコストおよび効果の関係に着目し、投入資源が有効に活用されて

いるか（あるいはされるか）を問う視点。 

インパクト プロジェクトが実施によりもたらされる、より長期的、間接的効果や波及効果を見る

視点。この際、予期しなかった正・負の効果・影響も含む。 

自立発展性 援助が終了しても、プロジェクトで発現した効果が持続しているか（あるいは持続の

見込みはあるか）を問う視点。 

出所：プロジェクト評価の手引き（JICA事業評価ガイドライン）、2004年2月。 
 

2005 年 2 月の事前調査の際、ヨルダン側の主体性を尊重するという意図のもと、また指標の設定

が合意に至らなかったことから、数値指標を含まないゆるやかな PDM 0 が設定された。プロジェク

トは 2005 年 8 月に日本側専門家の派遣により開始された。2006 年 7 月に上位目標を「無収水の減少

により水資源の効率利用がなされる」から「無収水率が毎年 2%改善する」へと変更し、数値指標を

盛り込んだ PDM 1 が策定された。更に、プロジェクト目標を WAJ 職員の個々人の能力強化から、よ

り組織としての能力強化を目指すべきとする中間評価調査団の提言を受け、関係者の議論を経て、

PDM 2 が 2007 年 2 月に策定された。それが現在使用されている最新の PDM（＝PDM 2）である。こ

の現行の PDM 2 と PDM 1 との比較を以下の表 3 にて示す。 

表 3 PDM の変遷 
現行 PDM（PDM2） 当初 PDM（PDM1） 

上位目標 上位目標 
WAJ の無収水が減少する ヨルダン全土における無収水が減少して水資源が有

効に利用できる 
指標 指標 

WAJ の無収水率が毎年 2%減少する ヨルダン全土における NRW 率が毎年 2％削減される

（プロ目から上位目標への）外部条件 （プロ目から上位目標への）外部条件 
給水システムが深刻な自然災害により被害を受けない 
他ドナーによる進行中の計画が頓挫しない 

WAJ によって無収水削減に関する予算措置を含む必

要な対策が講じられる 
給水システムが深刻な自然災害により被害を受けない 

プロジェクト目標 プロジェクト目標 
WAJ の無収水対策能力が向上する 対象 10 県の WAJ 職員の無収水対策に関する計画策

定・実施能力が向上する 
指標 指標 

1. 無収水対策専用の予算が各県に配分される。 
2. WAJ が無収水削減に関する評価指標（Performance 

Indicators）を確立する 
3. 無収水対策に係る組織能力の向上（専門家チーム

が行う組織能力アセスメントによる） 

・10 県の WAJ 職員により無収水対策に関する計画が

策定され、実施される 
・パイロット地区の無収水量が 2008 年までに m3削

減される 
・パイロット地区における無収水率が 2008 年まで

に ％削減される 
・WAJ が無収水削減に関する活動指標（Performance 

Indicators）を確立する 
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（アウトプットからプロ目への）外部条件 （アウトプットからプロ目への）外部条件 
プロジェクトの期間中は、技術を修得した職員の移

動が行われない 
プロジェクトの期間中は、技術を修得した職員の移動

が行われない 
成果 成果 

1. プロジェクトの実施体制が整う 
2. WAJ エンジニアおよびテクニシャンスタッフが無

収水対策に必要な基本技術・概念を修得する 
3. WAJ 上級職員とエンジニアが無収水削減対策に係

る組織内研修実施能力を獲得する 
4. WAJ エンジニアおよびテクニシャンスタッフがパ

イロット区画の実践により、無収水対策の実務を

習得する 
5. WAJ が、無収水対策に関する住民意識向上活動を

強化する 

1-1. PDM1 に基づいた PO1 が策定される 
1-2. 初期研修計画が策定される 
2-1. WAJ 上級職員が管理能力を修得し、無収水削減に

必要な対策を行う 
2-2. WAJ エンジニアおよびテクニシャンスタッフが

無収水対策に必要な基本技術を修得する 
3. パイロット区画において無収水対策の計画が策

定され、その対策が実施される 
4. WAJ 職員が見かけ上の損失水量の削減および住

民意識向上に関する基本技術を修得する 
5. 無収水対策に必要な機材・器具が整備される 

指標 指標 
1-1. PDM1 に基づいてプロジェクト全体の活動計画

（PO1）が策定される 
1-2. 基礎技術移転のための訓練計画及び教材が作成

される 
2-1. エンジニア 10 名以上、テクニシャン 25 名以上

が基本技術移転訓練に３回以上参加し、無収水

対策に必要な技術を習得する 
2-2. テクニシャンの 9 割以上が上記訓練の最終試験

に合格（70%以上得点） 
2-3. 研修を受講したエンジニアの 5 割以上が研修講

師候補となる 
2-4. 無収水対策運営管理体制（案） 
3-1. 基礎技術訓練を終えたエンジニアのうち 6 名以

上が研修講師に認定される 
3-2. 基礎技術訓練の為に作成された教材 
3-3. マルカ訓練センターにおいて無収水対策訓練の

カリキュラムが整備される 
4-1. パイロット区画 6 区画以上における無収水率の

単純平均が初回測定時より半減される 
4-2. 各県においてパイロット区画以外の配水管理区

画（DMAs）の設定が着手される 
5-1. 作製されたキャンペーン材料 
5-2. WAJ による節水／盗水対策キャンペーンがマス

コミに取り上げられる 
5-3. キャンペーンのための関連機関（学校、自治体、

モスク等）との合意文 

1-1. PDM1 に基づいてプロジェクト全体の活動計画

（PO1）が策定される 
1-2. 対象 10 県における基礎技術移転のための訓練計

画及び教材が作成される 
2-1-1. 無収水削減に関する総合的な管理手法を修得

した WAJ 管理職の数 
2-1-2. 2008 年までに漏水調査が正しく記録される 
2-1-3. 2008 年までに漏水管修理が正しく記録される 
2-1-4. 2008 年までにメータ状況が正しく記録される 
2-1-5. 純損失水率・量が xx%（xxm3）減少する 
2-1-6. 見かけ上の損失水率が xx%減少する 2-2-1. 基

本技術の移転を受けたエンジニアの数が少な

くとも 2 人/GWA になる 
2-2-2. 基本技術の移転を受けたテクニシャンの数が

少なくとも 10 人/GWA になる 
2-2-3. プロジェクトで導入された研修コースが

100%WAJ 職員によって実施される 
3-1. パイロット区画における無収水量が把握される 
3-2. 無収水削減アクションプランが策定される 
4-1. 住民意識向上に関する基本技術を修得した職員

が少なくとも 10 人/GWA になる 
5-1. 上機材、器具の取扱説明書が整備される 

（活動からアウトプットへの）外部条件 （活動からアウトプットへの）外部条件 
基本技術の移転に必要な支所レベルでの予算措置が

行われる 
基本技術の移転に必要な支所レベルでの予算措置が

行われる 
活動 活動 

1. 計画準備 
1-1. 対象 10 県における現況調査・分析 
1-2. 対象 6 県におけるパイロット区画に関する協

議・選定 
1-3. 訓練教材の作成 
1-4. プロジェクト目標の数値目標設定 
2. 基本技術の移転 
2-1. エンジニアに対し地下漏水調査について指導す

る 
2-2. エンジニアに対し管路補修および水道メータ改

1. 計画準備 
1-1. 対象 10 県における現況調査・分析 
1-2. 対象 6 県におけるパイロット区画に関する協議・

選定 
1-3. 訓練教材の作成 
1-4. プロジェクト目標の目標数値設定 
2. 10 県における基本技術の移転 
2-1. 上級管理職およびエンジニアに対する地下漏水

調査に関する短期集中研修の実施 
2-2. エンジニアおよびテクニシャンに対する地下漏
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善について指導する 
2-3. エンジニアに対して無収水対策運営管理（組

織・制度含む）を指導する 
2-4. エンジニアおよびテクニシャンに対し配水シス

テム改善に関する現場研修を行う 
3. WAJ 職員に対する研修実施技能の移転 
4. パイロット区画における計画策定および事業実

施 
4-1. 水路図及び水道メータ状況、料金請求等を含む

顧客情報の準備と確認を行う 
4-2. 配水管理区画（DMA）における流量管理に関す

る OJT を実施する 
4-3. 漏水調査・分析に関する OJT を実施する 
4-4. 無収水対策計画の策定に関する OJT を実施する

4-5. 無収水対策上必要な施設設計に関する OJT を実

施する 
4-6. 無収水対策案実施に関する OJT を実施する 
4-7. 無収水対策案の評価に関する OJT を実施する 
5. 無収水対策に係る住民意識向上 
5-1. 住民意識向上に係るガイダンス 
5-2. 住民意識のベースライン調査と分析 
5-3. パイロット区画における住民意識向上キャンペ

ーンの実施 
5-4. 住民意識向上活動の全国展開 

水調査に関する OJT 
2-3. 上級管理職およびエンジニアに対する管路補修

および水道メータ改善に関する短期集中研修の

実施 
2-4. エンジニアおよびテクニシャンに対する管路補

修および水道メータ改善に関する OJT 
2-5. 上級管理職およびエンジニアに対する配水シス

テム改善に関する短期集中研修の実施 
2-6. エンジニアおよびテクニシャンに対する配水シ

ステム改善に関する OJT 
2-7. WAJ 職員に対する研修実施技能の移転 
3. パイロット区画における計画策定および事業実

施手法の移転 
3-1. パイロット区画におけるバルク水管理・配水ブロ

ックへの給水（管路図作成、ブロック化、資材調

達、施工監理、運用）に関する OJT 
3-2. 漏水調査・分析に関する OJT 
3-3. 無収水対策計画の策定に関する OJT 

・ 中長期計画の策定 
・ 投資計画の策定 
・ 設計思想および指標の決定 
・ 事業費積算 

3-4. 施設設計に関する OJT 
・ 建設方法の決定 
・ 図面の作成 

3-5. 事業実施に関する OJT 
3-6. 計画評価に関する OJT 
4. 10 県における見かけ上の損失水量（Apparent 

Loss）および住民意識向上に関する研修 
4-1. 上級管理職およびエンジニアに対する見かけ上

の損失水量および住民意識向上に関する短期集

中研修の実施 
4-2. エンジニアおよびテクニシャンに対する見かけ

上の損失水量および住民意識向上に関する OJT 
5. 機材・器具の調達 
5-1. 機材・器具の調達 
5-2. 機材・器具の据付け 

 
「JICA 事業評価ガイドライン（改訂版）」に従って行なわれた本終了時評価では、評価のための

PDMe を新たに作成せず、最新（現行）の PDM に基づいて評価を実施する方針とした。また、PDM
に基づく評価のみでは本プロジェクトを十分適切に評価できない部分、すなわち、指標のみでは表し

きれない達成度を裏付ける状況や事実およびそのプロセス、については、評価グリッド上で補った。 

PDM2 に基づくプロジェクト系図は添付資料 1 の通りである。また PDM 2 は添付資料 2 の「合同

評価報告書」Annex 3 を参照されたい。 

2-2 主な調査項目とデータ収集方法 

2-2-1 主な調査項目 
本評価調査においては、以下の評価設問を中心に調査を実施した。 



 2-5

1）投入、活動、アウトプット、プロジェクト目標、上位目標に関する達成度合いあるいは達成

予測 
2）プロジェクトのモニタリングや軌道修正は適切に行われているか。カウンターパートのオー

ナーシップは醸成されているか。カウンターパートと専門家とのコミュニケーションはとれ

ているか。その他ドナー機関や国内機関とはどのような関係が構築されているか。 
3）本プロジェクトで選択された上位目標・プロジェクトの目標は現時点でのヨルダンの水セク

ター政策、我が国の援助方針等に合致しているか。また、水セクターのターゲット・グルー

プのニーズにプロジェクト目標・上位目標は評価時においても合致しているか。 
4）プロジェクト目標の達成はプロジェクト終了時までにどの程度見込めるか。達成された、ま

た達成されなかった課題は何か。各アウトプットはどの程度プロジェクト目標達成に貢献し

ているか。また、その成否の阻害・促進要因は何か。本プロジェクトのヨ国の水セクターに

おける位置づけは何か。他のドナーの動向はどうなのか。 
5）プロジェクトの生産性、費用対効果を向上させた、または低下させた要因はなんであったか。

アウトプットの産出に貢献しなかった投入はなかったか。アウトプットの産出を阻害した理

由は何か。 
6）プロジェクトの介入による上位目標達成の見込み、予期しなかったプラス・マイナスの影響

はあるか。またそれをもたらした要因は何か。 
 
なお、より詳細な評価設問は、必要なデータ、収集方法、情報源とともに添付資料 3 の評価グリッ

ドに示した。 

2-2-2 情報・データ収集、分析 
本調査に当たっては、現地調査前にプロジェクト専門家及び C/P に対する質問票によるアンケート

調査を行い、現地調査の際に、この質問票の回答をもとに、プロジェクト専門家及び C/P、その他の

関係者からの聞き取り調査を行った。そして、これら収集した情報、データを分析し、日本とヨ国側

関係者が合同で評価を行った。 

本評価調査では、評価分析のために定性的・定量的データを以下の情報源から収集した。 

1）事前評価報告書、ミニッツ、R/D 
2）業務実施契約特記書、業務実施契約各種報告書（インセプションレポート、プログレスレポ

ート）、実施計画書（PO） 
3）中間評価調査現地調査報告書 
4）日本人専門家およびカウンターパートに対する聞き取り調査・質問票調査 
5）ヨルダン側および日本側の投入に関する記録 
6）プロジェクトサイトおよび機材活用状況の直接観察 

 
なお、インタビューの主要面談者の詳細情報は添付資料 2 の「合同評価報告書」Annex 1 の通りで

ある。 

上記方法で収集されたデータやその分析結果が日本側評価調査団によってまとめられた後、日本側

とヨ国側双方の評価チーム内で活動の達成度や 5 項目評価について 2 日間に渡って協議を行い、その
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結果を踏まえた最終報告書案を合同調整委員会（Joint Coordinating Committee）に提出した。合同調

整委員会にて、日ヨ双方の最終合意を得た「合同評価報告書」はミニッツに添付され、2008 年 1 月

29 日に日ヨ双方によって署名がなされた。 

2-3 評価調査の制約・限界 
本評価調査を実施する際の制約・限界として、プロジェクトの計画 PO 及び年次計画が詳細ではな

かったため、各活動のモニタリングの根拠となる定量データを何に求めるかが不明であったことが挙

げられる。その結果、本評価調査では評価結果の根拠として、全ての活動を実績ベースで捉え、現地

調査で行った定性データ（関係者のインタビュー、質問票等で得たデータ）を重点的に活用すること

にした。 
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第3章 プロジェクトの実績 

3-1 投入実績 

3-1-1 日本側投入 
専門家派遣、研修員受け入れ、現地業務費、機材供与に関しては、概ね計画通りに実施された。 

ア） 専門家派遣 
業務実施型契約に基づくシャトル型の専門家派遣が行われた。専門分野は、チーフアドバイザー、

見かけ上の損失水量対策/住民啓蒙、無収水対策１/見かけ上の損失水量対策/住民啓蒙、無収水対策 I、
漏水調査、施設設計・施工管理、配水管理、無収水対策 2、組織･制度、業務調整、の 10 分野であっ

た。2 名の専門家がそれぞれ２つの専門分野を担当したため、派遣された専門家数は 8 名（延べ人数

が 10）であった。2008 年 12 月 31 日現在での実績は 74.19 人月である。なお、専門家派遣の詳細は

添付資料 2 の「合同評価報告書」Annex 6 を参照されたい。 

イ） 研修員受け入れ 
本プロジェクト期間中に、カウンターパート研修に 20 名、集団研修に 4 名、計 24 のカウンターパ

ートが本邦研修に参加した。研修参加者リストは、添付資料 2 の「合同評価報告書」Annex 7 を参照

されたい。 

研修コース名 派遣された人数 

無収水対策 （2006 年 11 月 3 日‐11 月 23 日） 13 

無収水対策 （2007 年 5 月 20 日‐6 月 30 日） 1 

指定給水装置工事事業者制度 （2007 年 11 月 10 日‐21 日） 6 

集団研修：上水道維持管理コース （（2006 年度、2007 年度）） 2 

集団研修：上水道無収水量管理対策 III コース （2006 年度、2007 年度） 2 
 

ウ） 機材供与 
超音波･機械式流量計、漏水探知機、GPS などパイロット地域での無収水対策に必要な機材を柱と

した供与機材の合計金額は 39,141 千円であった。加えて、携行機材として、オフィス機材（コンピ

ューター、プリンター、PC 周辺機器等）や研修用資機材（GIS ソフトウエア、データロガー、機械

式流量計）の総計 15,197 千円が供与された。詳細機材リストは添付資料 2 の「合同評価報告書」Annex 
8 を参照されたい。何れの機材も、パイロット地域で配備され、有効に活用されていることが確認さ

れた。 

エ） 現地業務費 
2007 年 12 月末時点で、日本側の現地業務費として合計 35,887 千円が、プロジェクト運営のために

活用された。現地業務費の主な支出目的は、GIS 配水図の作成や啓蒙活動にかかる現地委託費や普及

活動に用いる資料印刷費、などが挙げられる。現地業務費に関する詳細は添付資料 2 の「合同評価報

告書」Annex 9 を参照されたい。 
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3-1-2 ヨルダン側投入 
ア） カウンターパートの配置 
プロジェクト開始の際に配置された C/P の数は 20 名。うち 1 名が辞任、3 名が異動となったため、

その後、後任の C/P が配備された。離職のため総数が 1 名減少し、2007 年 12 月末現在のカウンター

パート数は 19 名。その他に、カウンターパートとしての位置づけは正式にはされていないものの、

PMU の無収水部に所属する 4 名のテクニシャンが県レベルでの OJT 実施に際し、日本人専門家をサ

ポートしている。カウンターパート配置リストは添付資料 2 の「合同評価報告書」Annex 10 を参照

されたい。 

イ） 土地・施設の提供 
ヨ国側より水灌漑省内にプロジェクトの専門家用の執務スペースが 2 部屋確保され、十分な広さで

あった。 

ウ） ローカルコストの費用負担 
ヨ国側は、プロジェクト実施に必要な経費として、マルカ研修センターの漏水調査用フィールド工

事費や、パイロット区画整備費を負担している。これら項目の総額は、2005 年度は、10,592JD（日

本円換算額は 1,766 千円；1JD＝166.7 円）、2006 年度は 113,828JD（日本円換算額は 18,975 千円）、

2007 年度は 35,813JD（日本円換算額は 5,970 千円）であり、これまでの累積総計は 160,223（日本円

換算額は 26,710 千円）である。ただし、2006 年の経費の 71%に当たる 81,262JD（日本円換算額は 13,546
千円）は、EU の資金を利用したパイロット地域への漏水調査用車両とその機材購入に用いられた。

ヨルダン側の費用分担金の詳細は添付資料 2 の「合同評価報告書」Annex 11 を参照されたい。 

3-2 アウトプットの達成状況 
本調査において、各アウトプットに設定された指標をもとにそれぞれの達成状況について下記の通

り確認した。 

3-2-1 アウトプット 1 の達成状況 
 

アウトプット 1： PDM1 に基づいてプロジェクト全体の活動計画（PO1）が策定される。 
指標 実績 

① PDM1に基づいてプロジェクト全体の

活動計画（PO1）が策定される 
PDM1 と PO1 が策定され、2006 年 7 月 17 日に JCC において合意

された。2007 年 1 月の中間評価調査の際に、PDM 2 が策定され、

2007 年 2 月 13 日の JCC において合意された。 

② 教材を含む初期段階のための訓練計

画が作成される 
無収水対策概論、給水管理、漏水調査、送配水管理、施設設計、

見かけ損失水量削減及び住民啓発（盗水、節水対策）、GIS（顧客

情報管理、管ネットワーク管理等）に関する基礎研修計画及び教

材 8 種類が作成された。 

 
アウトプット 1「PDM 1 に基づいてプロジェクト全体の活動計画（PO1）が策定される」の達成に

向けた活動は、実施を完了している。合同評価団は、他のアウトプットに先立って行なわれるべき位

置づけであったアウトプット 1 の達成度を 4 段階レベルのうち最も高いレベルの大変よい（A）と評

価した。 
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3-2-2 アウトプット 2 の達成状況 
 

アウトプット 2： WAJ エンジニアおよびテクニシャンが無収水削減のための基本技術・概念を修得する

指標 実績 
① エンジニア10名以上、テクニシャン25

名以上が3回以上研修に参加し、無収水

削減にかかる基本技術を習得する 

基礎技術移転訓練は、一回の研修につきエンジニアが 10 名以上、

テクニシャン 25 名以上が参加、3 度に渡って実施されることが計

画された。 

 エンジニア テクニシャン 特記事項 

2006 年 2 月 14 40 

北部州からエン

ジア 5 名とテク

ニシャン 16 名が

参加 

2006 年 6 月‐

8 月 13 27 

夏の水量不足か

ら、O&M 対応に

職員が多忙とな

り、訓練に参加

できにくい状況

であった 
2006 年 12 月

‐2007 年 2 月
11 50  

延べ参加者数 38 117  
3 回参加数 11 27  

 

3 回以上研修に参加したのはエンジニアが 11 名、テクニシャンが

27 名、と計画値をそれぞれ若干上回った。研修計画通り全ての基

礎技術訓練が終了した。 

② 研修に参加したテクニシャンの9割以

上がテストで70%以上得点する 
区間流量管理の手法、水収支の算定方法、流量･水圧の測定技術、

夜間最小流量の測定技術、地下漏水技術など無収水対策の基礎技

術移転が行われ、エンジニア、テクニシャンが習得した。これま

でのプロジェクトの基礎技術移転訓練およびOJT訓練に参加した

テクニシャンを対象とした筆記と実技による試験を、2008 年 2 月

を初めとして、以降順次実施している。実技はマルカ訓練センタ

ーの漏水探知ヤードを活用して各県毎に行っている。現在のとこ

ろ、評価は専門家と WAJ 側合同で行われている。試験で 70%以上

の得点をしたテクニシャンには WAJ の正式な認定証を与え、その

認定証は WAJ 内でのテクニシャンの等級の昇給に関連するもの

であるようにする方向で、研修部との協議を進めている。 

③ 「研修を受講したエンジニアの5割以

上が研修講師候補となる。」の状況： 
基礎技術移転訓練に 3 度研修に参加した 11 名のうち、マアン県の

離職したエンジニアを除く 10 名が研修講師候補となった。加え

て、本邦研修に参加し、無収水対策についての技能を持っている

と判断された 4 名、これまでの活動の成果を評価され、マダバ県

の女性エンジアが 1 名、計 15 名のエンジニアが研修講師候補に選

定された。研修講師候補の選定基準は、無収水にかかる知識･技能

レベル、プレゼンテーション能力、指導力であった。 

1. Eng. Said Aqel, バルカ県 
2. Eng. Yousef Kisswani, バルカ県 
3. Eng. Ghazi Adwa, バルカ県、 
4. Eng. Sameer Khoari, バルカ県、 
5. Eng. Mohammad Mansour, マタバ県 
6. Eng.Ramia Shakhatreh, マタバ県、 
7. Eng. Issam Hamarsheh, ザルカ県 
8. Eng. Yahya Marzauk Al-Khawaldeh, ザルカ県 
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9. Eng. Amjad Al-Share, ザルカ県 
10. Eng. Nayef Dhmour, カラク県 
11. Eng. Mohammad Al-Bustanji, カラク県 
12. Eng. Mustafa Zananim, タフィーラ県 
13. Eng. Musa Marafi, タフィーラ県 
14. Eng. Ismail Ali Alnasarat, マアン県。 
15. Eng. Louis Qaqish, PMU WAJ 
 

④ 無収水対策にかかる運営管理体制（案）

が準備される（目標：終了時までに完

成） 

2007 年 6 月に組織制度専門家によるプロジェクト開始時（2005
年 8 月）の状況について遡及的に調査し、プロジェクト開始時の

組織能力評価をマトリックスにして整理した。この結果を基に、

2008 年 2 月末までに運営管理体制案を提出する予定である。提言

に含まれる項目は、 1) WAJ/GWAs の無収水部/課の TOR、2) 
WAJ/GWAs の無収水部/課に必要とされる人材配置とその TOR 
（エンジニア、テクニシャン、作業員）、3) 検針員の役割・待遇

改善策、4) 無収水対策にかかる WAJ/GWAs の関連部署の連携強

化.策、の４つである。 

 
アウトプット 2「WAJ エンジニアおよびテクニシャンが無収水削減のための基本技術・概念を修得

する」の達成度は 4 段階レベルのうちの 2 番目に高い「高い（B）であった。基本技術を習得したエ

ンジニア、テクニシャンの数は計画値より多い 11 名と 27 名と計画値の 10 名、25 名を超えた（指標

①）。また、研修を受講したエンジニアの 90%が研修講師となり、目標値の 50%以上を大きく上回っ

た（指標③）。これら指標①と③については既に活動も完了し、指標も達成している。一方で、試験

要綱・試験内容も準備されているが、テクニシャンの最終理解度テストの実施が遅れている指標②に

ついては、関係者からの聞き取りではその達成の見込みが終了時までにはあるものの、終了時評価段

階での達成度は良い（B）と評価した。同時に、指標④ついては、2008 年 1-2 月に日本人組織専門家

が投入され、2 月末までには活動が終了する予定となっている。ただし、運営管理体制（案）が何を

意味し、どのように実施されていくのか、については、終了評価段階でも関係者間での合意が十分に

なされていないことが判明した。今般行なわれた数々の会議を通じてその運営管理体制（案）が包括

すべき項目を合意されたため、終了時までには達成する見込みはある。指標②と④については活動の

継続が必要であり、上記に述べた様な課題もあったため、アウトプット 2 の達成度を低める結果をも

たらした。 

3-2-3 アウトプット 3 の達成状況 
 

アウトプット 3： WAJ 上級職員およびエンジニアが無収水削減に係る内部研修実施能力を獲得する 
指標 実績 

① 基礎技術訓練を終えた少なくとも6名の

エンジニアが研修講師に認定される（目

標：終了時までに認定） 

JICA 専門家をアドバイザーとして、WAJ の研修･人材開発部長、

PMU の無収水部長、県支所局長が研修講師の選定を行った。プ

レゼンテーションと技術応答試問に合格して初めて研修講師と

して認定するという手続きを踏んでおり、最終選考が 2008 年 1
月 9 日に実施された。15 名の研修講師候補（2-3 にリスト）のう

ち、８名がプレゼンテーションを行い、7 名については技術応答

試問のみを行った。プレゼンテーションと技術応答試問の両方を

終了した 8 名のうち、6 名が講師に認定された。 

1. Eng. Said Aqel、バルカ県 
2. Eng. Mohammad Mansour、マダバ県、 
3. Eng. Issam Hamarsheh、ザルカ県 
4. Eng. Mohammad Al-Bustanji、カラク県 
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5. Eng. Mustafa Zananim、タフィーラ県 
6. Eng. Louis Qaqish、PMU WAJ 
 
合格者には、2008 年 1 月中に WAJ 総裁から正式な認定証が与え

られる。 

② 無収水削減にかかる基礎技術について

の資料を作成する。（目標：プロジェク

ト終了時までに完成） 

基礎技術移転のための教材は、2006 年 2 月の第一回研修までに、

計画通り 8 科目分が作成され、その後の OJT の際にも研修教材

として用いられてきた。これまでの研修実施を通じて、追加･補

完教材が必要であることが判明したため、機器及びソフトウエア

に関するアラビア語マニュアル 9 種類、21 種類の追加教材（う

ち、パワーポイントでは 12 種類、文書では 9 種類）が作成され

た。この追加教材のうち６種はアラビア語、2 種類は英語とアラ

ビア語の両方が、14 種類については英語で作成された。これま

でに作成された追加教材のうち、5 種については更新が必要と認

められるので、作業を進め、完成をさせる計画である。また、追

加教材として、教科書が 4 種、パワーポイントでは 2 種類の作成

が進められており、4 月以降のマルカ研修センターでの研修にも

用いられる予定である。アラビア語版の作成･改良については、

PMU のカウンターパートが中心となって行っている。 

③ マルカ訓練センターにおける無収水対

策訓練のカリキュラムが準備される（プ

ロジェクト終了までにカリキュラム完

成） 

すべての水道関係職員を対象とした水道関係職員として当然知

っておかなければならないレベルの無収水に関する初級コース、

専門性を要する中級コース、上級コースに分けたカリキュラムを

検討中で、既に原案が作成済みである。テクニシャンは初級、中

級の両方に参加、エンジニアは中級コース以上を参加、上級コー

スは IWA など国際レベルでの方法論などを学ぶコースとなる。

このカリキュラム案に合わせた教材開発も同時並行的に行われ

ている。WAJ の年間研修計画には盛り込み済みで、マルカ研修

センターにおける正式なカリキュラムとして導入される見込み

が確認された。マルカ訓練センターでの無収水対策訓練の実施を

含む研修･開発部の年間計画が2008年2月にも総裁に了承される

見込みである。現在既にドラフト案が作成されているカリキュラ

ムを関係者との討議を通じて完成させ、研修実施を行う。 

 
アウトプット 3「WAJ 上級職員およびエンジニアが無収水削減に係る内部研修実施能力を獲得す

る」の達成度を 4 段階レベルのうち最も高いレベルの大変よい（A）と評価した。 

当初はパイロット地区のある中南部６県から各一名のエンジニアを講師として認定することが期

待されていたが、マアン県のエンジニアについては、前任者の転職に伴う空席が続いているため、そ

れができない状況が生まれた。一方で、WAJ の無収水対策の窓口とも言うべき PMU の無収水部のエ

ンジニアが代わりに講師として育成・認定された意義は大きく、講師不在のマアン県や他の地域への

研修活動への展開が期待されている。計画値通り６名の研修講師が認定され、指標①については既に

活動も終了し、指標も達成している。 

本案件では、どのような技術項目についてどのような学習・指導教材を作成する（指標②）かにつ

いては細かな計画は作成しておらず、必要に応じて新規作成、アラビア語版作成、修正作業、と柔軟

に対応をする体制を取っている。基礎技術移転研修や OJT についての教材はすでに作成済みという

観点から考えると、この指標②の達成度は非常に高く（A）、ほぼ活動も終了している。 

指標③は、無収水にかかる研修の主流化を果たす上で欠かせないマルカ訓練センターでのカリキュ

ラム作りにかかることであった。初級、中級、上級の３つのレベルのカリキュラムについては、初版



 3-6

は作成済みで、今後、関係者との検討を進め、精緻化をする必要がある。WAJ の研修・開発部の研

修計画に既に盛り込まれ、2008 年度中にこれらカリキュラムを利用した研修が開始される目途が既

に立てられたことから、達成度は非常に高い（A）と判断された。 

3-2-4 アウトプット 4 の達成状況 
 

アウトプット 4： WAJ エンジニアおよびテクニシャンがパイロット区画での現場作業を通じて、無収水対

策の実務を習得する。 
指標 実績 

① 少なくともパイロット区画6区画におけ

る無収水率の単純平均が初回測定時よ

り半減される（目標：終了時までに認定） 

中･南部地域の 6 県において、各 1 ヶ所のパイロット区画を選定

し、①送配水系統検討、②現地再委託で WAJ の GIS フォーマッ

トを利用し、給水管・メータ位置を表した精緻な管路図作成、②

配水管理図（DMAs）作成、③WAJ が GTZ の支援を受けて進め

ている顧客情報データベースのフォーマットを基に整理・精緻

化、④水道メータ状況、料金請求実績の調査と分析、⑤漏水管理

ブロック設定検討･決定、⑥施設設計及び積算にかかる実技指導、

⑦漏水箇所の補修工事の現場指導、⑧漏水管理ブロックでの漏水

調査･分析、⑨無収水削減対策計画書作成支援、という一連の活

動を本プロジェクトで支援することが計画された。③について

は、マアン県、タフィーラ県には必要な GIS 機材が配備されて

いなかったため、供与し、GIS 研修も各県 4 名に対して別途行っ

た。結果、この 2 県においても他のパイロット県と同じように

GIS を利用した情報管理・計画立案ができるようになった。 

6 つのパイロット地域（ザルカ県 -Wadi Al-Hajar、マダバ県

-Faisalea、カラク県-Muhay&Hamdieh、マアン県-Odruh1、バルカ

県-Al-Salalim、タフィーラ県-Al-Mansurah）で、それぞれ地図の

作成、区画流量計の設置計画、施設設計などの事前準備が始めら

れた。同時に、ザルカ県では Hashimiah、マダバ県では Madaba 
Camp、カラク県では Smakeye & Hmoud、マアン県では Orduh 2、
の 4 ヶ所でもパイロット地域と同様な包括的無収水対策を実施

することが合意され、パイロット地域は 10 に増えた。これらの

10 パイロット地域のうち、マダバ県の Madaba Camp とマアン県

の Orduh 2 を除く 8 ヶ所についての無収水対策アクションプラン

が 2007 年 7 月までに策定され、順次実施に移された。バルカ県

とタフィーラ県では県支所が予算手当て･実施をするべき施設設

計･工事に遅れがあったが、概ね活動は計画通り進んでいる。終

了時評価中の 1 月 22 日現在、7 ヶ所で半減またはほぼ半減が達

成されている（表 4 参照）。既に目標は達成しており、プロジェ

クトの終了までに他の区画でも無収水率がかなりの減少をする

見込みは高い。 

② 各県においてパイロット区画以外の配

水管理区画（DMAs）が設定される（目

標：プロジェクト終了時までに設定） 

活動が開始された 10 ヶ所のパイロットプロジェクト区画に加

え、バルカ県において 2 ヶ所（Fuhais、Mahes）、ザルカ県では 1
ヶ所（Al Hussein）の配水管理区画が提案され、同様な包括的無

収水対策を実施することが合意された。既に、この 3 区画につい

ては、管路図面の作成、顧客情報整理、配水管理区画の設置や現

場での区画流量計の設置工事を進めている。更に、マアン県を除

く５県では、新たに１ヶ所ずつ（バルカ県については 2 ヶ所）の

全 6 地区において配水管理区画が選定され、無収水対策の実施計

画案を作成し、2008 年 1 月 9 日に研修講師候補となったエンジ

ニアが WAJ 本庁に対し説明を行なった。 
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表 4 無収水率削減（％） 

県支所名 パイロット地域名 
最初の

10 区画 

2007 年

7 月 

ｱｸｼｮﾝ 

ﾌﾟﾗﾝ 

ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ 目標値 直近実測値
半減目標達成 

状況 
特記事項 

Al-Salalim ● ● 44.8 22.4 20.0 目標達成  
Fuhais       

Balqa 
(3) 

Mahes       
県支所が自発的に選定。

給･配水管網と顧客デー

タベースの作成を支援

し、DMA 設定済み。 
Hashimiah ● ● 58 29 25.2 目標達成  

Wadi Al-Hajar ● ● 47 23 23.0 目標達成  
Zarqa 

(3) 
Al Hussein       本プロジェクトで給･配

水管網と顧客データベ

ースの作成を支援し、

DMA 設定済み。 
Faisalea ● ● 56.8 28 28.0 目標達成 区画の設定が遅れた Madaba 

(2) Madaba Camp ●  -  47.0  パレスチナからの難民

が集中する地域で、県支

所が自発的に選定。 
Smakeye & Hmoud ● ● 44 22 23.0 目標ほぼ達成  Karak 

(2) Muhay & Hamdieh ● ● 63 30 45.7  KfW の配水網整備プロ

ジェクトが開始される

ことで、地道な作業を行

うことへの熱意を失っ

ている。 
Tafilah 

(1) 
Mansurah ● ● 28.4 14.2 18 目標ほぼ達成  

Odruh 1 ● ● 55 27.5 17 目標達成 Ma’an 
(2) Odruh 2 ●      

中心的な役割を果たし

てきたエンジニアが離

職。現在も空席。テクニ

シャンが活動継続。 

注）７ヶ所において無収水率半減またはほぼ半減を達成している。（＞指標は６ヶ所） 

 

アウトプット 4 「WAJ エンジニアおよびテクニシャンがパイロット区画での現場作業を通じて、

無収水対策の実務を習得する」は、本プロジェクト全体の効果を上げるために重要視されたアウトプ

ットであり、また最も投入や活動が集中したところでもある。終了時評価時のアウトプット 4 の実績

を指標に基づき検証した結果、4 段階レベルのうち最も高いレベルの大変よい（A）と評価された。 

指標①については、一部の地域で予算措置や施設工事の遅延があったものの、既に 7 ヶ所で、無収

水率の半減が達成された。6 県においてパイロット区画以外の配水管理区図が設定される（指標②）

については、エンジニア不在のマアン県を除く 5 県で 9 ヵ所が設定された。県の広がりとしては指標

を満たすことはできなかったが、設定数としては、期待の 6 ヶ所を上回る 9 ヵ所であったことから、

達成度は大変高いと評価された。 

 

 



 3-8

3-2-5 アウトプット 5 の達成状況 
 

アウトプット 5： WAJ が、無収水対策に関する住民意識向上活動を強化する。 
指標 実績 

① 住民意識向上活動のための資料が準備

される 
2006 年 12 月に Madaba 県 Faisalea パイロット地域と Karak 県

Smakeyeh & Hmoud パイロット地域において盗水・節水に関する

住民意識のベースライン調査を行った。Faisalea パイロット地域

では 223 名、Smakeyeh & Hmoud パイロット地域では 180 名から

の質問票調査への回答を得た。その結果を基に盗水・節水対策の

パンフレットを 31,000 部作成し、公聴会や学校でのワークショ

ップ、メータ検査員を通じて中部・南部の県を中心に全国に配布

した。②全国作文コンテスト募集のためにポスターを 3,000 部準

備し、学校への配布をした。このポスターは単なる作文募集だけ

ではなく、無収水対策への理解を醸成することをも目的として、

盗水･漏水についてのメッセージ性を高めたことが特徴であっ

た。③本プロジェクトのホームページが作成され、パイロット地

域における無収水対策活動の進捗状況や無収水対策について、情

報公開が行なわれている。 

② WAJによる住民意識向上活動キャンペ

ーンがマスコミに取り上げられる 
これまでに 8 度新聞紙上に取り上げられた。（1）2007 年 2 月 18
日、Al-Dostor 新聞：マダバ県のパイロット地域における無収水

削減の住民意識向上活動、（2）2007 年 3 月 2 日、Al-Ghad 新聞：

3 月 1 日に開催された全国無収水対策ワークショップにおける水

灌漑省大臣のスピーチ「無収水対策はヨルダンの水対策の最重要

戦略である」、（3）2007 年 9 月 3 日、Petra 新聞：ヨルダンにおけ

る無収水率、（4）2007 年 10 月 27 日、Al-Rai 新聞：タフィーラ

における無収水能力向上プロジェクトの実施、（5）2007 年 10 月

28 日、Al-Rai 新聞：9 年生を対象とした無収水についての作文コ

ンテスト実施、（6）2007 年 11 月 27 日、Al-Dostor 新聞：Al-Etehad
学校において作文コンテストワークショップ実施、（7）2007 年

11 月 29 日、Al-Rai 新聞：Al-Etehad 学校において作文コンテスト

ワークショップ実施、（8）日付･新聞名不明：タフィーラ県にお

ける無収水率とその対策。 

③ 関連機関（学校、自治体、モスク等）と

の合意及び協力が文書化される 
6 県（マダバ、カラク、バルカ、ザルカ、タフィーラ、マアン）

において学生、教師を対象とした 14 の学校におけるワークショ

ップを開催し 472 名の参加を得た。更に 8 ヶ所のパイロット区画

において住民公聴会を実施、382 名の市民が参加した。いずれに

おいても、現地の状況をよく把握している Jordan Aqua 
Conservation Association（JACA）より 2 名のコンサルタントを契

約雇用し、専門家と C/P がその助言を得ながら、無収水削減につ

いての重要性の理解醸成とワークショップや公聴会への協力を

得られるよう県や町議会、教育省とその県支所、女性組合に働き

かけを行った。イスラム教徒の多い地域では宗教指導者イマム

を、キリスト教徒の人口比率の高い地域では牧師に、水の利用や

無収水についての説教をしてもらえるよう、協力体制を築いた。

これらの協力関係を築くために発出されたり、受信した文書は全

てプロジェクトで保管されていることが確認された。 

 
アウトプット 5 の活動は既に終了し、その達成度は、非常に高い（A）と評価された。このアウト

プットは当初より、専門家人月 0.5 ヶ月と投入も少なく、他のアウトプット 1－4 を側面的に支援す

る位置づけでしかなかった。しかし、水セクターにおける住民意識の向上を全国的に展開してきた現

地 NGO Jordan Aqua Conservation Association（JACA）からコンサルタントを契約雇用し、現地に受け
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入れられやすい啓蒙活動の方法を模索し、展開したことから、非常に大きな成果を上げることができ

ている。 

3-3 プロジェクト目標の達成状況 
本調査において、アウトプットの達成状況、外部条件の現状などを勘案し、プロジェクト目標の達

成見込みについて、次の通り確認し、その達成度は高い（A）と判断される。 

 
プロジェクト目標： WAJ の無収水対策能力が向上する 

指標 実績 
① 6県に配分されている無収水対策予算

が2008年以降実質ベースで増加する 
これまで、WAJ には各県に対し、無収水対策専用の予算配置はして

おらず、漏水補修工事とか管・メータの布設替えが主体であること

から、運営維持管理費での対応をしてきた。県支所での JD200（3
万 5 千円程度）以上の資機材の調達に関しては、WAJ 中央に要請し

総裁の決裁を必要とするといった非常に中央集権的な管理がなさ

れている。県支所の予算は WAJ 中央で決定され、配分されており、

これまで各県支所では、それぞれの状況に応じて年間計画を策定

し、予算案を総裁に提出することはしてこなかった。本案件の実施

を通じて、県支所は無収水対策の実行計画を作成することや、予算

の積算について学んだ。中心的な役割を果たしてきたエンジニアが

離職し、その後空席が続いているマアン県を除く 5 県において、新

しいパイロット地区での無収水対策予算案を策定しており、近いう

ちに総裁の決裁を得られる見込みが高い。この決裁が下りれば、

2009 年に無収水対策専用予算が初めて 5 県に配分されることにな

る見込みである。当初、10 ヶ所であったパイロット地区に対して

予算措置がされ、更に 3 ヶ所増えたパイロット地区に対しても予算

措置がなされてきたこと、更に 2009 年にはマアン県を除く 5 県に

おいて新たな 6 ヶ所のパイロット地区の無収水対策予算措置が計

画されていることから、無収水対策予算は増加の傾向にあることが

確認された。 

② WAJが無収水削減に関する評価指標

を確立する 
2005 年の本プロジェクトの開始頃に PMU の Performance Indicator 
Initiative によって IWA（International Water Association）のガイドラ

インに沿って事業運営指標選定がされた。そして、その後プロジェ

クト対象県でもあるバルカ県とタフィーラ県の 2 県において事業

運営指標の試験導入がなされた。無収水関連の指標は、単位配水管

延長当たりの無収水量（ m3/km/hr ）や見かけの損失水量

（m3/connection/day）の２つが含まれた。本プロジェクトでは、今

後無収水を管理する上で、ヨルダンにおける参考値となる値を出す

べく、パイロット区画で実測のデータの収集を行なっている。2008
年 1 月末までには、これまでの各パイロット区画の全ての暫定的な

数値が揃い、それらを比較検討した上で、これらの参考値を決定す

る計画となっている。終了時までに達成される見込みが大きいこと

が確認された。 

③ 専門家チームが組織能力を評価し、そ

の結果が2005年8月に比して向上する

ア）県支所では、課題分析をした上で、対処方針を考え、実行計画・

予算を作成するということができるようになった、イ）各県支所の

無収水部の役割が拡大し、必要な人材が配備された、ウ）無収水に

かかる基礎技術を体得したエンジニア・テクニシャンが育成され

た、エ）無収水対策にかかる訓練教材が作成され、講師の育成も行

なわれた結果、内部組織研修能力が向上した、等の成果があり、組

織能力の向上が認められた。 
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第4章 プロジェクトの実施プロセス・実施体制 

4-1 プロジェクトのモニタリング 
本プロジェクトは、開始当初より大きな目標を定めた上で、具体的な活動内容及び方法については

現地の状況に合わせて柔軟に対応し進めていくという方針が取られた。そのため、全ての活動は、現

状に照らし合わせて適宜調整を重ねながら、概ね計画どおりに実施された。 

開始当初、プロジェクトマネージメント上は、PDM が十分に共有されていなかったが、中間評価

により、プロジェクト目標が「対象 10 県の WAJ 職員の無収水対策に関する計画策定・実施能力が向

上する」という職員個々人の能力向上ではなく、「WAJ の無収水対策能力が向上する」と組織能力へ

と変更されることになった。この改訂された PDM の指標に基づいてモニタリングも行われてきてい

る。また、中間評価、終了時評価に関しては、ヨルダン側と日本側が合同で評価を実施した。 

プロジェクトの R/D においては、合同調整委員会（JCC：Joint Coordination Committee）の開催が

計画されており、終了時評価までに 3 度実施されている。 

4-2 コミュニケーション 
業務実施契約型案件でよく見られるシャトル型の専門家派遣形式が取り入れられた。シャトル型専

門家派遣では、それぞれの専門家が最大限の努力をしても、時間的制約があること、また専門家不在

時にはきめ細かな対応ができない場合がある。現地赴任期間以外はメールや電話でのやりとり、現地

に比較的長く派遣されるチーフアドバイザーと無収水Ｉ/住民意識向上専門家によるフォローアップ

で対処されている。赴任期間に制約がある中で、専門家と PMU の無収水部、県支所とのコミュニケ

ーションは非常に緊密である。 

4-3 プロジェクトの計画から生じたプロジェクトの実施上の課題 
本プロジェクトの実施プロセスは、プロジェクトの計画（PDM）に起因する条件により大きく影

響を受けた。これら事項を以下記載する。 

• キャパシティ・ディベロップメントの内容：キャパシティ・ディベロップメントは、開発課

題の対策として有効なアプローチであることは十分認知されているところであり、またキャパ

シティ・ディベロップメントに対してのニーズも、容易に特定できる。反面、キャパシティ・

ディベロップメントを有効に促すには、実際何のためのキャパシティ・ディベロップメントで

あり、プロジェクトの介入においてどのような変化を期待するか具体的戦略をもって臨まない

と、目に見える結果を得にくい。本プロジェクトにおいては、プロジェクト目標の「WAJの無

収水対策が向上する」の指標に無収水対策に係る組織能力の向上（専門家チームが行う組織能

力アセスメントによる）や、アウトプット2「WAJエンジニアおよびテクニシャンスタッフが

無収水対策に必要な基本技術・概念を修得する」の指標として無収水対策運営管理体制（案）

が策定される、等があった。何れもPDM 2策定時に新たに盛り込んだものであるが、解釈の統

一や具体的方策にまで踏み込んだ議論を早い段階で行っていれば更に円滑に結果を出すこと

が出来たと思料される。 

• 指標：PDMバージョン2で定められたキャパシティ・ディベロップメントの達成度合いを測定

し、プロジェクト効果をモニタリングするためのデータをより詳細に毎月収集することが望ま

しかった。 
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4-4 中間評価における提言の実施状況 
聞き取り調査の結果、中間評価調査で提示された提言の内、実施された事項、あるいは実施中の事

項は次の通りであることが確認された。 

• パイロットエリアへの必要機材の即時調達 
• 漏水対策予算の配分 
• 他ドナー案件との調整継続 

 
一方、中間評価調査で提示された提言の内、実施されていない事項は、WAJ の権限におけるイン

センティブ（例：夜間勤務手当て）の創設である。夜間作業の多い無収水対策活動を継続するために

も、夜間作業に対して超過勤務または特別夜間勤務手当てなどのインセンティブを設置する必要は

WAJ でも認識されているが、WAJ の予算削減、人件費削減という厳しい財政状況の中にあって、財

政的負荷の高いインセンティブの創設は容易ではない。
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第5章 評価結果 

5-1 妥当性 
妥当性とは、プロジェクト目標及び上位目標が終了時評価時点においても目標として意義を有する

か否かをみる評価項目である。プロジェクトの妥当性は本終了時評価時においても大変高い（A）と

いえる。 

5-1-1 ヨ国のニーズと開発政策との整合性 
本プロジェクトと、ヨ国ニーズと開発政策との整合性は非常に高い。ヨルダンの国土の約 80％は

砂漠または荒地であり、同国の国民一人あたりの年間水資源賦存量（水資源として理論上人間が最大

限利用可能な水の量）は 160 m3 以下（世界平均 7,700 m2、水貧困ライン 1000 m3）と極端に少ない。

この率が世界でも 2 番目に低い上、急速な人口増加により水不足は深刻化している。ヨ国では限りあ

る水資源の有効かつ公平な利用が常に最重要課題と位置づけられ、無収水の削減（現時点では 46%）

が緊急の課題とされている。 

ヨルダン国家政策（National Agenda 2006-2015）では、水は重要開発課題の一つとして位置づけら

れており、その中で、無収水率を現在の 46%から、2012 年までに 30%に、National Agenda のフェー

ズ 2 が終了する 2017 年までには 20%に削減することを目指すことが定められている。従って、本プ

ロジェクトはヨ国のニーズおよびヨ国政府の水セクター開発政策との整合性を確保していると結論

づけることができる。 

5-1-2 ターゲット・グループのニーズとの合致 
本プロジェクトのターゲット・グループは WAJ 職員であり、無収水対策の改善・普及を担う WAJ

エンジニア･テクニシャンの技能向上ニーズに合致していた。 

5-1-3 我が国の開発援助政策との整合性 
我が国の開発援助政策との整合性：JICA の対ヨルダン国支援の重点分野は、①自立的･持続的経済

成長のための基盤整備、②社会的格差是正、③地域間協力、の３つである。本プロジェクトの目的は、

①自立的･持続的経済成長のための基盤整備のうちの開発課題「限られた水資源の有効活用と環境管

理能力の向上」に合致しており、JICA の開発援助政策との整合性は高いと言える。 

5-2 有効性 
プロジェクト目標の達成によりターゲット・グループにどれだけの便益がもたらされたか、また、

その達成がアウトプットの結果として成し遂げられたものか否かを確認することがプロジェクトの

有効性をみることである。本プロジェクトの有効性は以下の理由から非常に高い（A）といえる。 

JICA の対ヨルダン国支援の重点分野は、①自立的･持続的経済成長のための基盤整備、②社会的格

差是正、③地域間協力、の３つである。本プロジェクトの目的は、①自立的･持続的経済成長のため

の基盤整備のうちの開発課題「限られた水資源の有効活用と環境管理能力の向上」に合致しており、

JICA の開発援助政策との整合性を確保している。 
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5-2-1 プロジェクト目標達成度 
プロジェクト目標達成度については、既に述べた（3-3 プロジェクト目標の達成状況参照）通り

であるが、終了時評価が行なわれた時点において、プロジェクト目標はほぼ達成されていると言える。 

5-2-2 プロジェクト目標に貢献したアウトプット 
プロジェクト目標達成のために設定された 5 つのアウトプットは全て、目標達成に貢献している。

また、これらのアウトプットのそれぞれが密接に連動して、プロジェクト目標達成に向けて相乗効果

を生み出したと言える。アウトプット 1 の研修計画・教材は、アウトプット 2「WAJ エンジニアおよ

びテクニシャンスタッフが無収水対策に必要な基本技術・概念を修得する」を実施するのには不可欠

であった。アウトプット 2 は、学んだばかりの技術・知識をパイロット区画での無収水対策を実施（ア

ウトプット 4）することで、研修参加者の修得レベルを更に向上させ、アウトプット 3 の組織内研修

実施能力の獲得に結びついた。また、啓蒙活動（アウトプット 5）があったからこそ、アウトプット

4 のパイロット地区での活動に住民の理解を得ることができ、効率的に効果を生み出せたと言える。

また、計画、実施、モニタリング、評価およびフィードバックの実践によって、アウトプット 1～5
のすべてのアウトプットは促進され、プロジェクト目標達成を後押ししたと考えられる。 

5-2-3 促進要因と阻害要因 
促進要因としては、以下の 2 点が挙げられる。第 1 が、5-2-2 において上述したアウトプット間の

連動が、相乗的な効果を生み出した。第 2 が研修と実地（研修を実践に移す機会）の連動であった。

具体的に実践に役立つという観点からの研修内容の適切さもさることながら、それに続く現場での実

務が実践の機会となっている。いわば、実地研修として、得た知識やスキルを活用し経験することで

より強固なものにする機会となっている。 

プロジェクト目標達成に対する大きな阻害要因は、特段認められなかった。 

5-3 効率性 
効率性とは、プロジェクト実施過程における生産性のことであり、投入が成果2にどれだけ効率的

に転換されたかを検討する。本調査にあたり、各アウトプットの達成度及びそれらに対する投入の手

段、方法、時間/期間、費用の適切度、また、その投入に対して現れ始めている成果を検討した結果、

プロジェクトの効率性は概ね高い（B）と判断される。詳細は以下に示すとおりである。 

アウトプット達成のために必要とされた投入の量・質・タイミングに関しては、パイロット地域で

の予算確保がなされ、ヨ国側の努力は認めるものの、かなりの遅延があり、無収水事業の開始に遅れ

が生じたことから、ヨ国側の投入に改善の余地があったと言える。カウンターパートの配置は予定さ

れた通りであり、また、配置されたカウンターパートの数は十分であった。ただし、プロジェクトの

途中で、マアン県において中心的役割を果たしてきた優秀なエンジニアが転職し、その後空席が続い

ている。パイロット地区のある 6 県のうち一番効率良く対策事業を展開してきただけに、求心力を失

ったマアン県での無収水対策はテクニシャンによって進められてはいるものの、停滞感は否めない状

態が続いている。 

                                                        
2 正確には、Output と Outcome を成果とするが、Outcome の発現には時間を要することから、現実には、アウトプッ

トを中心として見ることとなる。 
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日本側の投入については、研修分野への投入の量、タイミングについては概ね適切であった。ただ

し、専門家派遣のタイミングについては、課題があると指摘された。水不足の顕著な夏と比し、毎年

2 月から 5 月は水の量も安定し、無収水活動を展開するには適している。この時期が、日本側の年度

の契約切り替えの時期に当たるため、日本人専門家がその時期に不在となり、またそれに伴い現地業

務費の支払いもできなくなっている。この点は、改善の余地がある。 

5-4 インパクト 
インパクトとは、プロジェクトが実施されたことにより生じる直接的、間接的な正負の効果のこと

である。本調査では、計画時に意図された効果及び予想されなかった効果を検討した結果、いくつか

のプラスの効果が得られ、また発展しつつあることが確認され、プロジェクトの正のインパクトは以

下の通り、概ね高い（B）と言える。なお、負のインパクトについては、特段観察されなかった。 

 
上位目標 指標 

WAJ の無収水が減少する WAJ の無収水率が少なくとも毎年 2%減少する。 

 
WAJ が発表している 2005 年及び 2006 年の無収水率はそれぞれ、46.3%、44.6%。今後も無収水率

が改善されていく見込みは現時点では高いものの、2%の減少率の達成にはかなりの難しさが予想さ

れる。本プロジェクトの全国無収水率減少への貢献度を数値に表すことは難しいが、合同評価委員は、

パイロット地区での大幅な減少、アカバ、アンマンをのぞく全国 10 県における無収水対策人材の育

成を行なった本案件の直接、間接的なインパクトは大きいと確認した。 

想定されていなかったプラスのインパクトとしては、大きく下記の 5 つが挙げられた。 

1）エジプト（2007 年 6 月）やイエメン（2007 年 6 月）との技術交換や、イラク（2006 年 12
月、2008 年 1 月）、パレスチナ（2006 年 12 月、2008 年 1 月）からの第 3 国研修を積極的に

受け入れ、WAJ が、中東において無収水対策研修の中核を担うようになり、同時に本プロ

ジェクトで準備された研修教材のアラビア語版が広くアラブ語圏で用いられるようになっ

た。さらに、本プロジェクトで研修を受け、研修講師となった WAJ エンジニアが講師とし

ての研鑽を積む機会を得ただけではなく、各国における無収水の現状を把握し、その知識を

研修教材に盛り込むようにするなど、大きなインパクトがあった。 
2）本案件と他の水道セクター改善・開発努力との連携が促進されていることである。特に GTZ

の支援で WAJ が全国で導入を進めている GIS フォーマットで作成された管路図を用い、６

つの県支所では管路情報、給水（水圧、給水時間）情報、漏水情報、顧客情報、盗水情報な

どの整理、保管、参照、分析ができるようになった。本プロジェクトでは、特に顧客情報シ

ステムと GIS 精緻化、を行ったが、それがまた WAJ が他の援助機関からの支援を受けて進

めている水道システムの改善に用いられるなど、援助の相乗効果が確認された。 
3）県支所からのエンジニアが参加し、同じ問題意識を共有したことから、連帯感が生まれ、現

在でもお互いの県支所における進捗状況を伝え合ったり、技術的な質問をして教えを請うな

どの関係が生まれたことである。この結果、県支所間での競争意識が生まれ、パイロット地

域での活動を更に積極的に行なうエンジニアもでてきた。 
4）住民の意識向上については下記の 4 つの想定されていなかったプラスのインパクトが認め
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られた。 
（ア） 住民の意識調査を基に普及用パンフレットを作成したのは、水灌漑省・WAJ と

しては初めての経験であった。受け手が必要とし、理解し易い情報を提供する

手法として、今後も活用していきたいとする意欲が生まれた。 
（イ） 9 年生を対象とした無収水対策（特に漏水・盗水）についての意見を求める全国

作文コンテストを実施中である。文部省および学校の合意・協力の下、各県の

学校関係者と 9 回の趣旨説明等のワークショップを行った。作文募集のために

ポスターを 3,000 部準備し、配布をした。2007 年末に応募締め切りがあり、953
に上る作文が提出された。作文の評価は現在進められており、2008 年 1 月中に

結果は取りまとめられる予定である。これほどの数量の作品が提出されること

になるとは水資源省でも予想しておらず、節水、盗水を初め無収水について理

解が醸成されつつあるという認識から、本プロジェクトの意識向上活動で用い

られた無収水問題についてのメッセージを 2008 年中に見直しが行なわれる学校

カリキュラムに盛り込むよう、教育省カリキュラム開発局に働きかけ始めてい

る。 
（ウ） WAJ 本庁や県支所のエンジニアやテクニシャンが公聴会や学校でのワークショ

ップに携わる機会はなく、開催のために教育省や町議会などとの連携を築けた。 

5-5 自立発展性 
自立発展性とは、我が国の協力が終了した後も、プロジェクト実施による便益が持続されるかどう

かを、検討する評価項目である。具体的には、WAJ や地方県支局といったカウンターパート機関が

どの程度、プロジェクト実施時に受けている効果を終了後に維持できるかを問うものである。政策、

財政、組織及び技術的な観点から検討した。本プロジェクトの効果の自立発展性は、概ね高い（B）。 

5-5-1 政策面 
ヨ政府として、水資源の有効利用、無収水削減対策推進の方向性は変わらない。そのコミットメン

トレベルは高いことから、政策的支援が継続されることは間違いない。 

5-5-2 財政面 
WAJ の累積赤字は、2006 年度には約 7 億 7 千万 JD（760,899,885JD、日本円換算額 126,842 百万円）

に上っており、年率 15%、絶対額では 30-50 百万 JD の上昇を続けている。この累積赤字を減少させ

るためには、現在低く抑えられている水道料金を安全な水の供給に必要な費用を適正に補うレベルに

まで引き上げる必要があるが、政治判断が伴うことから、1998 年以降見直しはされてきていない。

結果、この累積赤字を減少させる術は今のところなく、WAJ による上下水道事業の運営にかかる開

発予算は、国外からの融資と技術支援に依存している状態が続いている。WAJ の通常予算は、2007
年度に 62.4 百万 JD、2008 年度予算請求では 72 百万 JD である。現在、予算の大幅削減が示唆されて

おり、今後の予算配分の見込みを現時点で検証することは困難である。しかし、無収水対策にかかる

水灌漑省大臣の問題意識は高く、WAJ のコミットメントも高いので、無収水専用予算の県支所への

資金配分も見込まれ、プロジェクトの効果を維持・拡大するための活動予算を確保できる可能性は高

いと想定される。 
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5-5-3 組織面 
WAJ の中に EC の支援を受けて設立された Programme Management Unit（PMU）があり、その役割

は援助機関が支援するプロジェクトの実施監理･調整を行う他に、公社化の進む水道事業の監督、の

2 つである。PMU の無収水部には、部長の下に、エンジニア１名、テクニシャン４名がいる。うち、

部長とエンジニアは、EC との契約職員であり、WAJ の常勤職員であるテクニシャンとは立場が異な

る。PMU に対する EC の支援は 2009 年末に終了する見込みで、その時期に閣議で、PMU を水道事

業の監督機関として独立させることを決める可能性もあると言われている。特に、2007 年 12 月に就

任した新総裁は、WAJ の組織改革を強力に推進すると表明しており、PMU がその影響を受ける可能

性は非常に高い。本プロジェクトでは、この PMU を WAJ における直接のカウンターパートとして、

事業計画立案･実施を行い、指導的立場にある部長とエンジニアは、本邦研修にも派遣し、研修講師

としての能力も向上する支援をしてきた。万が一にでも PMU 無収水部が、組織改革の中で大きくそ

の位置づけを変えたり、現在の給与水準から WAJ の公務員レベルに引き下げられた場合、部長とエ

ンジニアが両方とも離職する可能性も否定できず留意が必要である。一方、パイロット地域のある 6
つの県支所においては、支所長、エンジニア、テクニシャンのレベルで無収水対策にかかる計画立案、

実施にかかる能力が醸成されつつあり、依然として日本人専門家による技術指導や監督が必要ではあ

るものの、自力で活動を続けることは可能である。 

5-5-4 技術面 
初級･中級レベルでの無収水対策研修を作成されたマニュアル･教材を用い、育成された研修講師に

よって実施していくことは十分可能であるが、国際レベルでの上級コースの実施については、JICA
及びその他の外部人材に依存し、またそれぞれのコースの質の向上にも日本人専門家による技術支援

が必要と考えられる。無収水対策にかかる技術については、OJT を繰り返し、当初のパイロット区画

以外の場所でも無収水対策事業が展開され始めていることから、十分に活用されていく可能性が高い

と言える。 

一方、啓蒙活動については、県支所では啓蒙活動の重要性とその方法論について一定の理解は進ん

だものの、独自での啓蒙活動を展開するだけのノウハウはまだ十分には育っておらず、技術的観点か

らの自立発展性は脆弱といわざるを得ない。ただし、これまでにも水セクターの啓蒙活動を管轄して

きた水灌漑省と WAJ 本庁無収水部で啓蒙活動を継続的に実施していくことは可能である。 

5-6 結論 
本プロジェクトの妥当性は、ヨ国の開発計画、水セクターのニーズ、我が国開発援助方針と合致し

ており高い。プロジェクト目標の達成度は非常に高く、終了時評価時点ですでにほぼ達成しているこ

とから、有効性は非常に高いと言える。また、WAJ 及びその県支所 GWA において技術的、組織的に

無収水対策能力の向上をもたらしている。パイロット地区では無収水率の半減が 7 ヶ所で認められる

など、限られた水資源の有効利用に大きなインパクトを生じてさせている。 

以上のように、プロジェクト目標及びアウトプットの達成度は非常に高いと評価できるので、本プ

ロジェクトについては、計画通り 2008 年 8 月に終了することを提言する。 

しかし、幾つかの今後の技術的課題も残されている。ヨ国においては無収水率を可能な限り削減す

ることが給水事業経営の健全化、限られた水資源の有効利用等の観点から必要である。そのためには、

技術的に本プロジェクトの協力範囲ではなかった①漏水を増大させる原因となっている高水圧を解
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消するための配水システムの改善、②配管・給水装置工事技術の向上に今後、取り組むことが重要で

ある。また、財政、組織面での自立発展性に課題があることから、今後、WAJ が無収水対策の研修、

予算システム主流化を進める必要がある。 

5-7 提言 

5-7-1 プロジェクトに対する提言 
① 県レベルでの部署間コミュニケーション強化 

無収水対策は現場で作業をする部署だけでなく、GIS 部門、O&M 部門、顧客情報管理部門等の協

力が必要である。これら関係部署と無収水対策部署が各県内で情報を共有し、協力体制を構築する事

が必要である。 

② マアン県への担当エンジニア配置 
マアン県では担当エンジニアの転職後、後任者の配置が無く他県に比べ進捗の遅れが見られた。早

急に後任者を配置する事が求められる。 

5-7-2 プロジェクト終了後に対する提言 
① 適切な予算配置 
各県はパイロットエリアでの無収水対策が良好な結果を出しつつある事から、同様のエリアの設定

に着手している。これらの活動を成功に導くためにも、適切な額の無収水対策専用予算が各県に配分

されることが必要である。 

② 無収水対策に向けた更なる組織体制強化 
無収水対策は削減活動と同時に、無収水の復元との闘いでもある。3～5 年周期で同一地区での活

動を行わなくてはならない。しかし、活動が県全体に広がった場合を考慮すると、現在の県の組織体

制は機動的とは言えず、対応できないと思われる。パイロットエリアから得られたデータを基に費用

便益分析を行い、県全体の無収水対策計画を策定し、人員・機材・予算をこれに沿って配置していく

ことが必要である。 

③ 顧客メータの定期的な取替え 
2000m3 又は 5 年経過により顧客メータを取替えるようにすることでメータの精度を向上させ、誤

差を少なくすることが出来る。 

④ 水圧調整の推進 
更なる無収水削減のためには、水圧の適正化やゾーニング等のツールが不可欠である。今後、活動

の中に含めることが望ましい。 

⑤ テクニシャン・プランバーの認証制度設立 
テクニシャン以下の職員は学歴により昇進が限られているため士気が低い傾向にあり、技術的にも

バラつきがある。彼等の認証制度を設立し、確かな技術を身につけている者に対しては待遇に反映さ

せることで士気が向上し、活動の円滑化が見込める。 

⑥ 小区画 MNF の活用 
更なる無収水削減のため、小区画（300 戸未満）を設定しての MNF 測定を日常的に行う事が望ま

しい。
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ANNEX 1  List of Stakeholders Consulted by the Evaluation Mission 

(1) The Japanese side 
<Experts> 
1. Mr. Yoshiaki Yokota  Chief Advisor, JICA Project Management Office 
2. Mr. Hiroyasu Saito Organizational Structure, JICA Project Management 

Office 
3. Dr. Phatta Thapa Non-Revenue Water Reduction 1 & Public 

Awareness, JICA Project Management Office 
4. Mr. Tatsuya Okada Leakage Survey, JICA Project Management Office 
5. Mr. Seibun Minami Facility Design and Construction Supervision, JICA 

Project Management Office 
6. Mr. Junichi Watanabe Distribution Network Management, JICA Project 

Management Office 
7. Mr. Hisao Ushiki JICA Advisor to the Ministry of Water and Irrigation
8. Mr. Takeaki Sato Resident Representative, JICA Jordan Office 
9. Ms. Makiko Okumura Assistant Resident Representative, JICA Jordan 

Office 
 

(2) The Jordanian side 
<Counterparts at the Water Authority of Jordan> 
1. Eng. Munir Oweis Secretary General 
2.  Mr. Waleed Sukkar NRW Director, Programme Management Unit 
3. Eng. Basem Al Zawaideh Director, Training & Development Unit 
4. Eng. Louis M Qaqish  NRW Engineer, Programme Management Unit  
5. Mr. Naser Qawas Deputy Director of Finance, 
6. Mr. Nidal Saliba GIS Manager, Programme Management Unit  

7. Eng. Khalid Alobadiyn Director, Tafilah GWA 
8. Eng. Mustafa Al-Zananin Director, Operation and Management, Tafilah GWA
9. Eng. Luay Halaseh Director, Karak WAJ 
10. Eng. Nayef Dhmour NRW Director, Karak GWA 
11. Eng. Malek Alrawashdeh Assistant Secretary General for Southern Region 
12. Eng. Saeed Aqel Director of Non-Revenue Water, Balqa 
13. Dr. Imad Momani Director, Zarqa GWA 
14. Eng. Issam Hamarsheh NRW Engineer, Zarqa GWA 
15. Hussein Al Suralshi Deputy Director, Department of Finance 
16. Eng. Househ Ahmad Khalil Abdel 

Hamed 
Director, Barqa GWA 

17. Eng. Mohammad Hani Mohammad 
Mansour 

Director of NRW Dept, Madaba GWA 

18. Eng. Iyad Dahiyat Govenorate Support Director, PMU 
 



 

< Ministry of Water and Irrigation> 

1. Mr. Adnan Al Zoubi S.G Assistant-Information and Public Awareness 
Head 

 

<Other Government Agencies> 

1. Ms Maha, Al-Zoubi Head, Water and Agriculture Division, Ministry of 
Planning and International Cooperations 

2. Eng Amneh Al-Zoubi Member, Water and Agriculture Division, Ministry 
of Planning and International Cooperations 

3. Mr. Saif Bani Atta Asian Relationships Division, Ministry of Planning 
and International Cooperations 

 

<Other Organizations> 

1. Mr. Tony Gregg, P.E. Chief of Party, USAID- Funded IDARA Project 
Instituting Water Demand Management in Jordan 

2. Ms. Rania Abdel-Khaleq USAID Project Coordinator, Representative of 
Ministry of Water & Irrigation 

3. Mr. Ghazi Khalil Hammash Operations Director, MIYAHUNA 
4. Eng. Omar Hassouneh Leakage Control Manager, MIYAHUNA 
5. Mr. Dieter Rothenberger Program Manager, OMS-MG、GTZ 
6. Mr. Ahmad Rusan Director, Jordan Aqua Conservation Association 
7. Ms. Diana Adel Mustafa Permanent staff, Jordan Aqua Conservation 

Association 
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1

 添
付

資
料
3：

評
価
グ
リ
ッ
ド
 

実
績

（
P

e
rf

o
rm

a
n
c
e
)

調
査

小
項

目
調

査
の

視
点

/
調

査
事

項
必

要
な

デ
ー

タ
情

報
源

調
査

手
法

投
入

の
実

施
状

況

ヨ
ル

ダ
ン

側
投

入
（
C

P
配

置
、

施
設

機
材

、
予

算
配

置
、

運
営

費
等

）
は

計
画

通
り

実
行

さ
れ

た
か

？
投

入
実

績
投

入
実

績
表

、
専

門
家

自
己

評
価

表
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
調

査
・
聞

き
取

り

日
本

側
投

入
（
専

門
家

配
置

、
C

P
研

修
、

施
設

機
材

、
運

営
費

等
）
は

計
画

通
り

実
施

さ
れ

た
か

？
投

入
実

績
投

入
実

績
表

、
専

門
家

自
己

評
価

表
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・
聞

き
取

り

1
.1

 P
D

M
1
に

基
づ

い
て

策
定

さ
れ

た
P

O
1
（
目

標
：
終

了
）

年
間

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

、
業

務
報

告
書

、
事

業
進

捗
状

況
報

告
書

専
門

家
・
Ｃ

Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査
・
聞

き
取

り

1
.2

 教
材

を
含

む
初

期
段

階
の

た
め

の
訓

練
計

画
の

作
成

状
況

(目
標

：
2
0
0
7
年

9
月

ま
で

に
終

了
）

年
間

基
礎

訓
練

コ
ー

ス
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
、

業
務

報
告

書
、

事
業

進
捗

状
況

報
告

書
、

訓
練

コ
ー

ス
教

材 専
門

家
・
Ｃ

Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査
・
聞

き
取

り

2
.1

　
基

本
技

術
移

転
訓

練
に

3
回

以
上

参
加

し
、

無
収

水
対

策
の

基
本

技
術

を
習

得
し

た
エ

ン
ジ

ニ
ア

及
び

テ
ク

ニ
シ

ャ
ン

の
数

（
目

標
：
エ

ン
ジ

ニ
ア

1
0
名

以
上

、
テ

ク
ニ

シ
ャ

ン
2
5
名

以
上

）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

記
録

、
訓

練
コ

ー
ス

報
告

書
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・
聞

き
取

り

2
.2

　
研

修
受

講
者

の
う

ち
、

最
終

テ
ス

ト
で

7
0
%
以

上
得

点
し

た
W

A
J
職

員
の

割
合

（
目

標
：
9
割

以
上

）
業

務
報

告
書

、
事

業
進

捗
状

況
報

告
書

専
門

家
・
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・
聞

き
取

り

2
.3

.　
研

修
受

講
者

の
う

ち
研

修
講

師
候

補
と

な
っ

た
エ

ン
ジ

ニ
ア

の
割

合
（
目

標
：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

5
割

以
上

）
業

務
報

告
書

、
事

業
進

捗
状

況
報

告
書

専
門

家
・
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
聞

き
取

り

2
.4

　
無

収
水

対
策

運
営

管
理

体
制

（
案

)の
策

定
状

況
（
目

標
：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

策
定

終
了

）
業

務
報

告
書

、
事

業
進

捗
状

況
報

告
書

専
門

家
・
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
聞

き
取

り
調

査

3
.1

　
基

礎
技

術
訓

練
を

終
え

た
エ

ン
ジ

ニ
ア

の
う

ち
研

修
講

師
に

認
定

さ
れ

た
数

（
目

標
：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

6
名

以
上

）
業

務
報

告
書

、
事

業
進

捗
状

況
報

告
書

、
専

門
家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

聞
き

取
り

3
.2

　
基

礎
技

術
訓

練
の

教
材

作
成

状
況

（
目

標
：
作

成
終

了
）

業
務

報
告

書
、

事
業

進
捗

状
況

報
告

書
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
聞

き
取

り

3
.3

　
マ

ル
カ

訓
練

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

無
収

水
対

策
訓

練
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

作
成

状
況

（
目

標
：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

作
成

終
了

）
業

務
報

告
書

、
事

業
進

捗
状

況
報

告
書

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
、

マ
ル

カ
訓

練
セ

ン
タ

ー
活

動
報

告
書

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

聞
き

取
り

4
.1

パ
イ

ロ
ッ

ト
区

画
に

お
け

る
無

収
水

率
の

単
純

平
均

が
初

回
測

定
時

と
比

較
し

た
数

値
（
目

標
：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

少
な

く
と

も
６

つ
の

パ
イ

ロ
ッ

ト
区

画
で

半
減

）

業
務

報
告

書
、

事
業

進
捗

状
況

報
告

書
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
聞

き
取

り

4
.2

　
パ

イ
ロ

ッ
ト

区
画

以
外

の
配

水
管

理
区

面
（
D

M
A

)の
設

定
状

況
（
目

標
：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

設
定

さ
れ

る
）

業
務

報
告

書
、

事
業

進
捗

状
況

報
告

書
、

各
県

の
年

次
報

告
書

、
専

門
家

・
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
聞

き
取

り

5
.１

　
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
材

料
の

作
成

状
況

（
目

標
：
終

了
）

業
務

報
告

書
、

事
業

進
捗

状
況

報
告

書
、

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

材
料

専
門

家
・
Ｃ

Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

聞
き

取
り

5
.2

　
W

A
J
に

よ
る

住
民

意
識

向
上

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

が
マ

ス
コ

ミ
に

取
り

上
げ

ら
れ

た
状

況
・
内

容
･
記

事
業

務
報

告
書

、
事

業
進

捗
状

況
報

告
書

、
マ

ス
コ

ミ
発

表
専

門
家

・
Ｃ

Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

聞
き

取
り

調
査

5
.3

　
関

連
機

関
（
学

校
、

自
治

体
、

モ
ス

ク
等

）
と

合
意

･
協

力
に

つ
い

て
の

文
書

化
状

況
（
目

標
：
文

書
化

さ
れ

、
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
が

こ
れ

ら
関

連
機

関
の

協
力

を
得

て
実

施
さ

れ
た

）

業
務

報
告

書
、

事
業

進
捗

状
況

報
告

書
、

合
意

書
専

門
家

・
Ｃ

Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

聞
き

取
り

調
査

無
収

水
対

策
専

用
の

予
算

の
各

県
へ

の
配

分
状

況
と

将
来

予
測

（
目

標
：
2
0
0
8
年

の
無

収
水

対
策

予
算

配
分

が
6
県

に
お

い
て

増
加

す
る

）
業

務
報

告
書

、
事

業
進

捗
状

況
報

告
書

、
各

県
の

予
算

書
、

専
門

家
・
C

P
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

、
聞

き
取

り

W
A

J
に

よ
る

無
無

収
水

削
減

に
関

す
る

評
価

指
標

の
作

成
状

況
（
目

標
：

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
ま

で
に

確
立

）
W

A
J
の

年
次

報
告

書
業

務
報

告
書

、
事

業
進

捗
状

況
報

告
書

、
専

門
家

・
C

P
資

料
レ

ビ
ュ

ー
聞

き
取

り
調

査

無
収

水
対

策
に

か
か

る
W

A
J
の

組
織

能
力

（
目

標
：
2
0
0
8
年

2
月

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

際
に

2
0
0
5
年

8
月

に
比

し
て

向
上

が
見

ら
れ

る
こ

と
 ）

業
務

報
告

書
、

事
業

進
捗

状
況

報
告

書
、

斉
藤

専
門

家
に

よ
る

組
織

能
力

ア
セ

ス
メ

ン
ト

報
告

書
専

門
家

・
C

P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査
、

聞
き

取
り

上
位

目
標

達
成

の
見

込
み

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
5
年

以
内

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
も

た
ら

し
た

ア
ウ

ト
カ

ム
を

用
い

て
「
W

A
J
の

無
収

水
が

減
少

す
る

」
見

込
み

が
あ

る
か

？

全
国

無
収

水
率

の
目

標
値

到
達

度
（
2
0
0
5
年

実
績

4
6
.3

%
、

2
0
0
6
年

実
績

4
4
.6

%
？

目
標

値
：
少

な
く
と

も
毎

年
2
%
減

少
）

W
A

J
の

年
次

報
告

書
、

援
助

機
関

の
水

セ
ク

タ
ー

報
告

書
専

門
家

・
C

P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査
・
聞

き
取

り

投
入

の
実

施
状

況

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

１
：

「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

体
制

が
整

う
」
は

達
成

さ
れ

た
か

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

の
見

込
み

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
ま

で
に

、
「
W

A
J
の

無
収

水
対

策
能

力
が

向
上

す
る

」
見

込
み

が
あ

る
か

？

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

5
：

「
W

A
J
が

、
無

収
水

対
策

に
関

す
る

住
民

意
識

向
上

活
動

を
強

化
す

る
」

は
達

成
さ

れ
た

か
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
状

況

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

4
：

「
W

A
J
エ

ン
ジ

ニ
ア

及
び

テ
ク

ニ
シ

ャ
ン

が
パ

イ
ロ

ッ
ト

区
画

で
の

現
場

作
業

を
通

じ
て

、
無

収
水

対
策

の
実

務
を

習
得

す
る

」
は

達
成

さ
れ

た
か

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

2
 ：

「
W

A
J
エ

ン
ジ

ニ
ア

お
よ

び
テ

ク
ニ

シ
ャ

ン
が

無
収

水
削

減
の

た
め

の
基

本
技

術
・
概

念
を

修
得

す
る

」
は

達
成

さ
れ

た
か

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

3
 ：

「
W

A
J
上

級
職

員
お

よ
び

エ
ン

ジ
ニ

ア
が

無
収

水
削

減
に

係
る

内
部

研
修

実
施

能
力

を
獲

得
す

る
。

」
は

達
成

さ
れ

た
か

。
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調
査

小
項

目
調

査
の

視
点

/調
査

事
項

必
要

な
デ

ー
タ

情
報

源
調

査
手

法

活
動

実
施

状
況

活
動

は
計

画
通

り
実

施
さ

れ
た

か
？

活
動

の
実

施
状

況
業

務
報

告
書

、
イ

ン
セ

プ
シ

ョ
ン

レ
ポ

ー
ト

、
事

業
進

捗
状

況
報

告
書

専
門

家
・C

P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

　 質
問

票
調

査
、

聞
き

取
り

技
術

移
転

技
術

移
転

の
方

法
に

問
題

は
な

か
っ

た
か

？
技

術
移

転
内

容
、

技
術

移
転

期
間

、
C

/P
の

名
前

、
C

/P
の

数
業

務
報

告
書

、
事

業
進

捗
状

況
報

告
書

投
入

実
績

表
専

門
家

・C
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

　 質
問

票
調

査
、

聞
き

取
り

活
動

の
変

更
、

軌
道

修
正

お
よ

び
人

員
の

選
定

等
に

か
か

る
決

定
は

ど
の

よ
う

な
プ

ロ
セ

ス
で

な
さ

れ
た

か
？

意
思

決
定

の
プ

ロ
セ

ス
、

そ
れ

に
起

因
す

る
問

題
点

業
務

報
告

書
、

イ
ン

セ
プ

シ
ョ

ン
レ

ポ
ー

ト
、

事
業

進
捗

状
況

報
告

書
ヨ

ル
ダ

ン
事

務
所

、
専

門
家

・C
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

　 質
問

票
調

査
、

聞
き

取
り

活
動

計
画

の
修

正
は

い
つ

、
ど

の
よ

う
に

行
わ

れ
た

か
？

意
思

決
定

の
プ

ロ
セ

ス
、

そ
れ

に
起

因
す

る
問

題
点

業
務

報
告

書
、

イ
ン

セ
プ

シ
ョ

ン
レ

ポ
ー

ト
、

事
業

進
捗

状
況

報
告

書
ヨ

ル
ダ

ン
事

務
所

、
専

門
家

・C
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

　 質
問

票
調

査
、

聞
き

取
り

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
ど

の
よ

う
に

行
わ

れ
た

か
？

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
結

果
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
に

反
映

さ
れ

た
か

？
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

体
制

、
そ

の
結

果
の

利
用

状
況

専
門

家
活

動
報

告
書

、
プ

ロ
グ

レ
ス

レ
ポ

ー
ト

専
門

家
・Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・聞
き

取
り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

内
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
問

題
（連

絡
の

頻
度

、
内

容
、

方
法

等
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

頻
度

、
方

法
、

計
画

変
更

時
の

対
応

状
況

、
共

同
で

取
り

組
む

課
題

の
解

決
方

法
語

学
、

習
慣

等
に

関
す

る
問

題
は

な
い

か
？

そ
の

対
策

は
採

っ
て

い
る

か
？

専
門

家
・C

P
質

問
票

調
査

、
聞

き
取

り

受
益

者
（行

政
機

関
、

N
G

O
、

学
校

、
モ

ス
ク

、
住

民
等

）と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

ど
う

で
あ

る
か

？
活

動
へ

の
参

加
状

況
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

頻
度

、
方

法
、

内
容

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

専
門

家
Ｊ

ＩＣ
Ａ

ヨ
ル

ダ
ン

事
務

所
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
本

部
質

問
票

調
査

、
聞

き
取

り

J
IC

A
本

部
・ヨ

ル
ダ

ン
事

務
所

、
お

よ
び

日
本

の
関

係
機

関
の

サ
ポ

ー
ト

体
制

:　
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
サ

ポ
ー

ト
は

十
分

だ
っ

た
か

？
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（連
絡

の
頻

度
、

内
容

、
方

法
等

）は
効

果
的

に
行

わ
れ

た
か

？

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

頻
度

、
方

法
、

計
画

変
更

時
の

対
応

状
況

、
協

力
内

容
、

共
同

作
業

時
間

、
頻

度
、

共
同

で
取

り
組

む
課

題
の

解
決

方
法

専
門

家
・C

P
、

J
IC

A
本

部
・ヨ

ル
ダ

ン
事

務
所

、
日

本
の

関
係

機
関

質
問

票
調

査
、

聞
き

取
り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
ヨ

ル
ダ

ン
側

関
係

機
関

（水
灌

漑
省

、
W

A
J
、

県
支

所
等

）
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
効

果
的

に
行

わ
れ

た
か

？
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
頻

度
、

方
法

、
計

画
変

更
時

の
対

応
状

況
、

共
同

で
取

り
組

む
課

題
の

解
決

方
法

、
信

頼
関

係
の

確
立

、
協

力
内

容
専

門
家

・C
P

、
ヨ

ル
ダ

ン
の

関
係

機
関

質
問

票
調

査
、

聞
き

取
り

C
P

Ｃ
Ｐ

の
配

置
は

適
切

だ
っ

た
か

？
配

置
さ

れ
た

C
P

の
人

数
・専

門
分

野
・レ

ベ
ル

・ポ
ジ

シ
ョ

ン
な

ど
投

入
実

績
表

専
門

家
・C

P
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

、
聞

き
取

り

ヨ
ル

ダ
ン

側
責

任
者

（プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

/W
A

J
責

任
者

、
関

係
機

関
の

責
任

者
）の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
へ

の
参

加
の

度
合

い
は

適
切

か
？

ヨ
ル

ダ
ン

側
責

任
者

の
意

識
と

参
加

度
合

い
専

門
家

活
動

報
告

書
、

プ
ロ

グ
レ

ス
レ

ポ
ー

ト
専

門
家

・C
P

、
ヨ

ル
ダ

ン
側

関
係

機
関

職
員

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査
、

聞
き

取
り

ヨ
ル

ダ
ン

側
か

ら
必

要
な

予
算

・人
員

・機
材

等
が

手
当

て
さ

れ
て

い
る

か
？

ヨ
ル

ダ
ン

側
の

予
算

・人
員

配
置

状
況

専
門

家
活

動
報

告
書

、
プ

ロ
グ

レ
ス

レ
ポ

ー
ト

専
門

家
・C

P
、

ヨ
ル

ダ
ン

側
関

係
機

関
職

員
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

、
聞

き
取

り
C

P
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

参
加

度
は

高
い

か
？

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

頻
度

、
方

法
、

計
画

変
更

時
の

対
応

状
況

、
共

同
で

取
り

組
む

課
題

の
解

決
方

法
、

信
頼

関
係

の
確

立
、

C
P

の
主

体
性

・
参

加
意

識

専
門

家
活

動
報

告
書

、
プ

ロ
グ

レ
ス

レ
ポ

ー
ト

専
門

家
・C

P
、

ヨ
ル

ダ
ン

側
関

係
機

関
職

員
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

、
聞

き
取

り

業
務

実
施

型
に

よ
る

案
件

実
施

に
何

か
課

題
は

あ
っ

た
か

？
実

施
方

法
、

計
画

変
更

時
の

対
応

状
況

、
共

同
で

取
り

組
む

課
題

の
解

決
方

法
、

信
頼

関
係

の
確

立
専

門
家

活
動

報
告

書
、

プ
ロ

グ
レ

ス
レ

ポ
ー

ト
専

門
家

・C
P

、
ヨ

ル
ダ

ン
側

関
係

機
関

職
員

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査
、

聞
き

取
り

そ
の

他
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
過

程
で

生
じ

た
問

題
や

、
効

果
発

現
に

影
響

を
与

え
た

問
題

は
あ

る
か

？
　

そ
の

原
因

は
何

か
？

こ
れ

ま
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
過

程
で

提
示

さ
れ

た
問

題
点

と
原

因
、

お
よ

び
そ

の
対

処
の

状
況

専
門

家
活

動
報

告
書

、
プ

ロ
グ

レ
ス

レ
ポ

ー
ト

専
門

家
・C

P
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

、
聞

き
取

り

そ
の

他

実
施

プ
ロ

セ
ス

（I
M

P
L
E
M

E
N

T
A

T
IO

N
 P

R
O

C
E
S

S
）

意
思

決
定

プ
ロ

セ
ス

関
係

者
と

の
関

わ
り

方
（コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

）

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ

 



 

3

調
査

小
項

目
調

査
の

視
点

/調
査

事
項

必
要

な
デ

ー
タ

情
報

源
調

査
手

法

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

・上
位

目
標

は
ヨ

ル
ダ

ン
国

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

て
い

た
か

？
ヨ

ル
ダ

ン
国

の
水

道
セ

ク
タ

ー
の

課
題

国
家

ア
ジ

ェ
ン

ダ
（2

00
6年

ー
20

15
年

）、
国

家
水

資
源

長
期

計
画

（N
at

io
na

l W
at

er
M

as
te

r 
P

la
n 

20
04

)、
W

A
J
年

次
報

告
書

、
水

道
セ

ク
タ

ー
を

支
援

す
る

他
援

助
機

関
の

年
次

報
告

書
な

ど

資
料

レ
ビ

ュ
ー

　 質
問

票
調

査
・聞

き
取

り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

て
い

た
か

？
本

件
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

で
あ

る
無

収
水

削
減

に
関

る
W

A
J
行

政
官

・
職

員
の

抱
え

る
問

題
関

連
調

査
報

告
書

ヨ
ル

ダ
ン

事
務

所
、

専
門

家
・Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・聞
き

取
り

ヨ
ル

ダ
ン

国
の

開
発

政
策

と
の

整
合

性
は

あ
る

か
？

ヨ
ル

ダ
ン

国
の

国
家

開
発

政
策

、
水

道
セ

ク
タ

ー
関

連
政

策
関

連
調

査
報

告
書

、
ヨ

ル
ダ

ン
国

政
策

文
書

資
料

レ
ビ

ュ
ー

日
本

の
援

助
政

策
・Ｊ

ＩＣ
Ａ

国
別

事
業

実
施

計
画

と
の

整
合

性
は

あ
る

か
？

国
別

援
助

計
画

、
J
IC

A
国

別
事

業
実

施
計

画
、

援
助

重
点

分
野

関
連

調
査

報
告

書
、

外
務

省
・J

IC
A

資
料

資
料

レ
ビ

ュ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
ヨ

ル
ダ

ン
国

の
水

道
セ

ク
タ

ー
の

開
発

課
題

に
対

す
る

効
果

を
挙

げ
る

戦
略

と
し

て
適

切
か

？
（ア

プ
ロ

ー
チ

、
対

象
地

域
の

選
定

、
他

ド
ナ

ー
と

の
援

助
協

調
に

よ
る

相
乗

効
果

　
等

）

現
地

既
存

・日
本

の
ノ

ウ
ハ

ウ
の

活
用

状
況

、
現

地
の

状
況

に
適

し
た

協
力

形
態

、
協

力
方

法
の

選
択

が
で

き
て

い
る

か
関

連
調

査
報

告
書

（特
に

実
施

協
議

調
査

団
報

告
書

）
専

門
家

・C
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査
・聞

き
取

り

日
本

の
技

術
の

比
較

優
位

性
は

あ
っ

た
か

？
（日

本
の

ノ
ウ

ハ
ウ

・経
験

を
活

か
せ

た
協

力
内

容
だ

っ
た

か
？

）
水

道
セ

ク
タ

ー
の

ニ
ー

ズ
と

日
本

の
無

収
水

対
策

、
漏

水
対

策
の

実
績

専
門

家
・C

P
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・聞
き

取
り

C
P

機
関

・タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
対

象
地

域
の

選
定

は
対

象
、

規
模

な
ど

に
お

い
て

適
切

だ
っ

た
か

？
C

P
機

関
な

ら
び

に
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
域

の
選

定
プ

ロ
セ

ス
関

連
調

査
報

告
書

専
門

家
ほ

か
関

係
者

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査
・聞

き
取

り

そ
の

他
20

05
年

の
実

施
協

議
以

降
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
取

り
巻

く
環

境
（政

治
、

経
済

、
社

会
）の

変
化

は
あ

っ
た

か
？

政
策

、
経

済
、

社
会

な
ど

の
変

化
を

示
す

情
報

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

報
告

書
専

門
家

・C
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査
・聞

き
取

り

調
査

小
項

目
調

査
の

視
点

/調
査

事
項

必
要

な
デ

ー
タ

情
報

源
調

査
手

法

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
予

測
投

入
・成

果
の

実
績

、
活

動
の

状
況

に
照

ら
し

合
わ

せ
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

達
成

さ
れ

る
見

込
み

が
あ

る
か

？
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

度
合

い
専

門
家

活
動

報
告

書
、

プ
ロ

グ
レ

ス
レ

ポ
ー

ト
専

門
家

・C
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査
・聞

き
取

り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
設

定
さ

れ
て

い
る

5つ
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

が
達

成
さ

れ
る

こ
と

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

に
必

要
か

つ
十

分
な

も
の

で
あ

っ
た

か
？

他
に

必
要

な
活

動
が

あ
っ

た
か

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

と
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

関
連

専
門

家
活

動
報

告
書

、
プ

ロ
グ

レ
ス

レ
ポ

ー
ト

専
門

家
・Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・聞
き

取
り

5つ
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

充
分

で
あ

る
か

？
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
と

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
関

連
専

門
家

活
動

報
告

書
、

プ
ロ

グ
レ

ス
レ

ポ
ー

ト
専

門
家

・Ｃ
Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査
・聞

き
取

り

他
ド

ナ
ー

及
び

政
府

機
関

の
影

響
は

あ
っ

た
か

影
響

が
あ

っ
た

場
合

の
事

例
専

門
家

活
動

報
告

書
、

プ
ロ

グ
レ

ス
レ

ポ
ー

ト
専

門
家

・Ｃ
Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査
・聞

き
取

り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
に

特
に

貢
献

し
て

い
る

要
因

は
あ

っ
た

か
？

貢
献

要
因

の
事

例
専

門
家

活
動

報
告

書
、

プ
ロ

グ
レ

ス
レ

ポ
ー

ト
専

門
家

・Ｃ
Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査
・聞

き
取

り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
を

阻
害

し
て

い
る

要
因

は
あ

っ
た

か
？

阻
害

要
因

の
事

例
専

門
家

活
動

報
告

書
、

プ
ロ

グ
レ

ス
レ

ポ
ー

ト
専

門
家

・Ｃ
Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査
・聞

き
取

り

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

か
ら

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

は
現

時
点

に
お

い
て

も
正

し
い

か
？

外
部

条
件

が
満

た
さ

れ
る

可
能

性
は

高
い

か
？

外
部

条
件

変
更

の
影

響
専

門
家

活
動

報
告

書
、

プ
ロ

グ
レ

ス
レ

ポ
ー

ト
専

門
家

・Ｃ
Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

　 聞
き

取
り

必
要

性

1.
妥

当
性

　
（R

E
L
E
V

A
N

C
E
）
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
は

妥
当

で
あ

っ
た

か
？

2.
有

効
性

　
（E

F
F
E
C

T
IV

E
N

E
S

S
）　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

よ
り

、
期

待
さ

れ
る

効
果

が
発

現
し

た
か

？

因
果

関
係

優
先

度

手
段

と
し

て
の

適
切

性

評
価

5項
目
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調
査

小
項

目
調

査
の

視
点

/調
査

事
項

必
要

な
デ

ー
タ

情
報

源
調

査
手

法

ヨ
ル

ダ
ン

側
及

び
日

本
側

の
投

入
（予

算
･人

員
・機

材
・C

P
研

修
等

）は
適

切
だ

っ
た

か
？

投
入

実
績

専
門

家
活

動
報

告
書

、
プ

ロ
グ

レ
ス

レ
ポ

ー
ト

専
門

家
・Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・聞
き

取
り

施
設

、
機

材
は

有
効

に
活

用
さ

れ
た

か
。

機
材

の
活

用
状

況
（実

験
の

実
施

状
況

等
）

専
門

家
活

動
報

告
書

、
プ

ロ
グ

レ
ス

レ
ポ

ー
ト

専
門

家
・Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・聞
き

取
り

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
度

は
適

切
か

？
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

達
成

状
況

専
門

家
・Ｃ

Ｐ
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

聞
き

取
り

協
議

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

達
成

を
阻

害
し

て
い

る
要

因
は

あ
る

か
？

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
状

況
専

門
家

・Ｃ
Ｐ

、
Ｊ

ＩＣ
Ａ

事
務

所
聞

き
取

り
協

議

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

を
産

出
す

る
た

め
に

十
分

な
活

動
で

あ
っ

た
か

？
活

動
実

績
、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
状

況
専

門
家

・Ｃ
Ｐ

、
Ｊ

ＩＣ
Ａ

事
務

所
質

問
票

、
聞

き
取

り
協

議

活
動

か
ら

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

は
現

時
点

に
お

い
て

も
正

し
い

か
？

　
外

部
条

件
に

よ
る

影
響

は
な

い
か

？
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

達
成

状
況

、
活

動
実

績
、

投
入

実
績

専
門

家
・Ｃ

Ｐ
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

聞
き

取
り

協
議

活
動

は
タ

イ
ミ

ン
グ

よ
く
実

施
さ

れ
た

か
？

活
動

実
績

専
門

家
活

動
報

告
書

、
プ

ロ
グ

レ
ス

レ
ポ

ー
ト

専
門

家
・Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・聞
き

取
り

投
入

の
タ

イ
ミ

ン
グ

の
問

題
（例

：機
材

の
調

達
の

遅
れ

）に
ど

の
よ

う
に

対
応

し
て

い
る

か
？

問
題

発
生

時
の

対
応

、
解

決
策

専
門

家
活

動
報

告
書

、
プ

ロ
グ

レ
ス

レ
ポ

ー
ト

専
門

家
・Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・聞
き

取
り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
運

営
管

理
体

制
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
推

進
に

効
果

的
か

つ
効

率
的

で
あ

っ
た

か
？

会
議

実
施

状
況

専
門

家
活

動
報

告
書

、
プ

ロ
グ

レ
ス

レ
ポ

ー
ト

専
門

家
・Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
聞

き
取

り

当
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

経
験

は
中

近
東

諸
国

に
お

け
る

類
似

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
生

か
さ

れ
て

い
る

か
？

中
近

東
に

お
け

る
他

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

事
例

、
第

3国
研

修
報

告
書

近
隣

中
近

東
諸

国
に

お
け

る
水

セ
ク

タ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
J
IC

A
本

部

資
料

レ
ビ

ュ
ー

聞
き

取
り

他
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
教

訓
は

生
か

さ
れ

て
い

る
か

？
他

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

事
例

の
提

言
な

ど
を

見
る

他
の

関
連

調
査

報
告

書
、

事
前

調
査

報
告

書
、

専
門

家
、

J
IC

A
本

部
資

料
レ

ビ
ュ

ー
聞

き
取

り

調
査

小
項

目
調

査
の

視
点

/調
査

事
項

必
要

な
デ

ー
タ

情
報

源
調

査
手

法

投
入

・成
果

の
実

績
、

活
動

の
状

況
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
状

況
に

照
ら

し
合

わ
せ

て
、

上
位

目
標

（「
W

A
J
の

無
収

水
が

減
少

す
る

」）
は

、
発

現
が

見
込

ま
れ

る
か

？
（事

後
評

価
時

点
で

の
検

証
が

可
能

か
？

）

実
績

、
外

部
条

件
の

影
響

確
認

、
貢

献
・阻

害
要

因
の

事
例

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

質
問

票
調

査
・聞

き
取

り

上
位

目
標

の
達

成
を

阻
害

す
る

要
因

は
あ

る
か

？
実

績
、

外
部

条
件

の
影

響
確

認
、

貢
献

・阻
害

要
因

の
事

例
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
質

問
票

調
査

・聞
き

取
り

因
果

関
係

上
位

目
標

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

乖
離

し
て

い
な

い
か

？
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

ロ
ジ

ッ
ク

、
外

部
条

件
の

影
響

、
貢

献
・阻

害
要

因
の

確
認

P
D

M
、

専
門

家
活

動
報

告
書

、
プ

ロ
グ

レ
ス

レ
ポ

ー
ト

資
料

レ
ビ

ュ
ー

政
策

レ
ベ

ル
（制

度
、

法
律

、
基

準
等

）の
整

備
へ

の
影

響
該

当
す

る
事

例
の

確
認

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

、
Ｊ

ＩＣ
Ａ

事
務

所
質

問
票

、
聞

き
取

り
協

議

経
済

面
へ

の
影

響
該

当
す

る
事

例
の

確
認

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

、
Ｊ

ＩＣ
Ａ

事
務

所
質

問
票

、
聞

き
取

り
協

議

近
隣

中
近

東
諸

国
の

水
資

源
管

理
に

か
か

る
人

材
育

成
へ

の
影

響
該

当
す

る
事

例
の

確
認

専
門

家
活

動
報

告
書

、
プ

ロ
グ

レ
ス

レ
ポ

ー
ト

専
門

家
・Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・聞
き

取
り

社
会

経
済

状
況

へ
の

波
及

効
果

成
果

（ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

）の
達

成
度

上
位

目
標

の
達

成
見

込
み

タ
イ

ミ
ン

グ

投
入

の
適

切
さ

4.
イ

ン
パ

ク
ト

　
（
IM

P
A

C
T
）　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
よ

り
上

位
目

標
の

達
成

が
見

込
ま

れ
る

か
？

そ
の

他

因
果

関
係

3.
効

率
性

（
E
F
F
IC

IE
N

C
Y
）
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
効

率
的

に
実

施
さ

れ
た

か
？
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ジ

ェ
ン

ダ
ー

・人
権

、
貧

富
（社

会
的

弱
者

層
）な

ど
社

会
・文

化
的

側
面

へ
の

影
響

該
当

す
る

事
例

の
確

認
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

質
問

票
、

聞
き

取
り

協
議

環
境

保
護

へ
の

影
響

該
当

す
る

事
例

の
確

認
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

質
問

票
、

聞
き

取
り

協
議

水
道

セ
ク

タ
ー

分
野

の
技

術
面

で
の

変
革

（革
新

）へ
の

影
響

該
当

す
る

事
例

の
確

認
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

質
問

票
、

聞
き

取
り

協
議

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

よ
る

マ
イ

ナ
ス

の
影

響
は

あ
る

か
？

そ
れ

を
軽

減
す

る
対

策
は

と
ら

れ
て

い
る

か
？

該
当

す
る

事
例

の
確

認
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

質
問

票
、

聞
き

取
り

協
議

調
査

小
項

目
調

査
の

視
点

/調
査

事
項

必
要

な
デ

ー
タ

情
報

源
調

査
手

法

水
道

セ
ク

タ
ー

（特
に

無
収

水
対

策
）に

お
け

る
「ヨ

」政
府

の
政

策
支

援
は

協
力

終
了

後
も

継
続

す
る

か
？

ヨ
ル

ダ
ン

政
府

の
政

策
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

質
問

票
、

聞
き

取
り

協
議

無
収

水
対

策
の

関
連

規
制

、
法

制
度

は
整

備
さ

れ
て

い
る

か
？

整
備

さ
れ

る
予

定
か

？
上

水
道

分
野

の
関

連
法

案
、

規
制

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

、
Ｊ

ＩＣ
Ａ

事
務

所
聞

き
取

り
協

議

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

が
ヨ

ル
ダ

ン
全

土
に

普
及

す
る

取
り

組
み

が
確

保
さ

れ
て

い
る

か
？

ヨ
政

府
の

方
針

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

今
後

の
方

針
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

水
灌

漑
省

聞
き

取
り

協
議

協
力

終
了

後
も

効
果

を
あ

げ
て

い
く
た

め
の

訓
練

活
動

を
実

施
す

る
に

足
る

W
A

J
の

組
織

能
力

は
十

分
か

？
（予

算
、

人
材

配
置

、
意

思
決

定
プ

ロ
セ

ス
等

）

W
A

J
の

今
後

の
方

針
（水

道
セ

ク
タ

ー
に

お
け

る
役

割
・位

置
づ

け
、

予
算

な
ど

）
水

灌
漑

省
関

連
職

員
、

他
援

助
機

関
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

質
問

票
、

聞
き

取
り

協
力

終
了

後
も

効
果

を
あ

げ
て

い
く
た

め
の

無
収

水
対

策
に

か
か

る
住

民
意

識
向

上
活

動
を

実
施

す
る

に
足

る
W

A
J
の

組
織

能
力

は
十

分
か

？
（予

算
、

人
材

配
置

、
意

思
決

定
プ

ロ
セ

ス
等

）

W
A

J
の

今
後

の
方

針
（水

道
セ

ク
タ

ー
に

お
け

る
役

割
・位

置
づ

け
、

予
算

な
ど

）
W

A
J
・G

W
A

関
連

職
員

他
援

助
機

関
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

質
問

票
、

聞
き

取
り

パ
イ

ロ
ッ

ト
県

に
お

い
て

県
支

所
職

員
、

W
A

J
は

そ
れ

ぞ
れ

現
在

の
活

動
を

発
展

さ
せ

て
い

く
組

織
力

は
あ

る
か

。

W
A

J
の

今
後

の
方

針
（水

セ
ク

タ
ー

に
お

け
る

役
割

・位
置

づ
け

、
予

算
な

ど
）、

県
レ

ベ
ル

で
の

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
W

A
J
・G

W
A

関
連

職
員

、
県

局
長

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

、
Ｊ

ＩＣ
Ａ

事
務

所
聞

き
取

り
協

議

W
A

J
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

す
る

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
は

十
分

に
確

保
さ

れ
て

い
る

か
？

W
A

J
の

今
後

の
方

針
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
，

Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

聞
き

取
り

協
議

現
在

必
要

な
経

常
経

費
を

含
む

予
算

が
確

保
さ

れ
て

い
る

か
。

W
A

J
予

算
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

水
灌

漑
省

、
W

A
J

聞
き

取
り

、
質

問
票

協
議

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
よ

り
将

来
の

無
収

水
対

策
予

算
が

増
え

る
可

能
性

は
ど

の
程

度
あ

る
か

。
予

算
確

保
の

た
め

の
対

策
は

充
分

か
。

水
灌

漑
省

、
W

A
J
の

方
針

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

、
Ｊ

ＩＣ
Ａ

事
務

所
水

灌
漑

省
、

W
A

J
質

問
票

、
聞

き
取

り
、

協
議

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
活

用
さ

れ
る

技
術

移
転

の
手

法
は

受
け

入
れ

ら
れ

つ
つ

あ
る

か
（技

術
レ

ベ
ル

の
適

切
性

、
社

会
的

・慣
習

的
適

切
性

）
Ｃ

Ｐ
の

能
力

、
技

術
力

こ
れ

ま
で

の
活

動
状

況
水

灌
漑

省
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

質
問

票
、

聞
き

取
り

協
議

移
転

し
た

技
術

の
定

着
と

普
及

の
仕

組
み

は
あ

る
か

。
Ｃ

Ｐ
の

能
力

、
技

術
力

こ
れ

ま
で

の
活

動
状

況
、

W
A

J
の

方
針

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

、
Ｊ

ＩＣ
Ａ

事
務

所
水

灌
漑

省
、

W
A

J
質

問
票

、
聞

き
取

り
協

議

資
機

材
の

維
持

管
理

は
適

切
に

お
こ

な
わ

れ
て

い
る

か
？

（Ｃ
Ｐ

が
単

独
で

で
き

る
よ

う
に

な
る

か
？

）
Ｃ

Ｐ
の

能
力

、
技

術
力

こ
れ

ま
で

の
活

動
状

況
、

機
材

整
備

状
況

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

、
Ｊ

ＩＣ
Ａ

事
務

所
質

問
票

、
聞

き
取

り
協

議

社
会

的
弱

者
層

（貧
困

、
女

性
等

）へ
の

配
慮

不
足

に
よ

り
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

よ
る

効
果

を
妨

げ
る

可
能

性
は

な
い

か
？

阻
害

要
因

の
事

例
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

質
問

票
、

聞
き

取
り

協
議

環
境

へ
の

配
慮

不
足

に
よ

り
持

続
的

効
果

を
妨

げ
る

可
能

性
は

な
い

か
？

阻
害

要
因

の
事

例
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

質
問

票
、

聞
き

取
り

協
議

そ
の

他
自

立
発

展
性

を
阻

害
す

る
そ

の
他

の
要

因
は

あ
る

か
？

阻
害

要
因

の
事

例
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

質
問

票
、

聞
き

取
り

協
議

社
会

経
済

状
況

へ
の

波
及

効
果

技
術

面

組
織

・財
政

面

5.
自

立
発

展
性

（S
U

S
T
A

IN
A

B
IL

IT
Y
）　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

果
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
継

続
・発

展
し

て
い

く
か

？

社
会

・文
化

・環
境

面

政
策

・制
度

面





 

1

添
付

資
料
4：

評
価
グ
リ
ッ
ド
（
実
績
評
価
）
 

評
価

項
目

調
査

結
果

大
項

目
小

項
目

20
07

年
2月

に
P
D

M
2
が

策
定

さ
れ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

指
標

は
①

6
県

に
配

分
さ

れ
て

い
る

無
収

水
対

策
予

算
が

20
0
8年

以
降

実
質

ベ
ー

ス
で

増
加

す
る

、
②

W
A

Jが
無

収
水

削
減

に
関

す
る

評
価

指
標

を
確

立
す

る
、

③
専

門
家

チ
ー

ム
が

組
織

能
力

を
評

価
し

、
そ

の
結

果
が

20
05

年
8
月

に
比

し
て

向
上

す
る

、
と

改
め

ら
れ

た
。

①
「6

県
に

配
分

さ
れ

て
い

る
無

収
水

対
策

予
算

が
20

08
年

以
降

実
質

ベ
ー

ス
で

増
加

す
る

」
に

つ
い

て
は

、
中

心
的

な
役

割
を

果
た

し
て

き
た

エ
ン

ジ
ニ

ア
が

離
職

し
、

そ
の

後
空

席
が

続
い

て
い

る
マ

ア
ン

県
を

除
く

5県
に

お
い

て
、

新
た

に
無

収
水

対
策

に
関

す
る

予
算

を
含

む
実

行
計

画
を

策
定

中
で

、
近

い
う

ち
に

総
裁

の
決

裁
を

得
ら

れ
る

見
込

み
が

高
い

。
こ

れ
ま

で
、

W
A

Jに
は

各
県

に
対

し
、

無
収

水
対

策
専

用
の

予
算

配
置

は
し

て
お

ら
ず

、
漏

水
補

修
工

事
と

か
管

・
メ

ー
タ

ー
の

布
設

替
え

が
主

体
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
運

営
維

持
管

理
費

で
の

対
応

を
し

て
き

た
。

県
支

所
で

の
JD

2
00

（
3万

5
千

円
程

度
）以

上
の

資
機

材
の

調
達

に
関

し
て

は
、

W
A

J中
央

に
要

請
し

総
裁

の
決

裁
を

必
要

と
す

る
、

非
常

に
中

央
集

権
的

な
管

理
が

な
さ

れ
て

い
る

。
県

支
所

の
予

算
は

W
A

J中
央

で
決

定
さ

れ
、

配
分

さ
れ

て
お

り
、

こ
れ

ま
で

各
県

支
所

で
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

状
況

に
応

じ
て

年
間

計
画

を
策

定
し

、
予

算
案

を
総

裁
に

提
出

す
る

こ
と

は
し

て
こ

な
か

っ
た

。
本

案
件

の
実

施
を

通
じ

て
、

無
収

水
対

策
の

実
行

計
画

を
作

成
す

る
こ

と
や

、
予

算
の

積
算

に
つ

い
て

学
ん

だ
。

こ
の

5県
か

ら
提

出
さ

れ
た

新
し

い
パ

イ
ロ

ッ
ト
地

区
で

の
無

収
水

対
策

予
算

案
が

総
裁

か
ら

承
認

を
受

け
ら

れ
れ

ば
、

2
00

9年
に

無
収

水
対

策
専

用
予

算
が

初
め

て
5県

に
配

分
さ

れ
る

こ
と

に
な

る
見

込
み

で
あ

る
。

当
初

、
10

ヶ
所

で
あ

っ
た

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

加
え

、
予

算
措

置
が

さ
れ

、
更

に
パ

イ
ロ

ッ
ト
地

区
が

３
ヶ

所
増

え
た

。
20

09
年

に
は

マ
ア

ン
県

を
除

く
５

県
に

お
い

て
新

た
な

６
ヶ

所
の

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
の

無
収

水
対

策
予

算
措

置
が

計
画

さ
れ

て
お

り
、

無
収

水
対

策
予

算
は

増
加

の
傾

向
に

あ
る

。

A

②
の

評
価

指
標

に
つ

い
て

は
、

20
05

年
の

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

開
始

頃
に

P
M

U
の

P
er

fo
rm

an
ce

 I
nd

ic
at

or
 I
ni

ti
at

iv
eに

よ
っ

て
IW

A
（
In

te
rn

at
io

na
l

W
at

er
 A

ss
oc

ia
ti
o
n 

）の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

沿
っ

て
事

業
運

営
指

標
選

定
が

さ
れ

た
。

そ
し

て
、

そ
の

後
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
対

象
県

で
も

あ
る

バ
ル

カ
県

と
タ

フ
ィ

ー
ラ

県
の

２
県

に
お

い
て

事
業

運
営

指
標

の
試

験
導

入
が

な
さ

れ
た

。
無

収
水

関
連

の
指

標
は

、
単

位
配

水
管

延
長

当
た

り
の

無
収

水
量

(m
3
/
km

/
hr

)や
見

か
け

の
損

失
水

量
（
m

3
/
co

n
ne

ct
io

n
/d

ay
)の

２
つ

が
含

ま
れ

た
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

今
後

無
収

水
を

管
理

す
る

上
で

、
ヨ

ル
ダ

ン
に

お
け

る
参

考
値

と
な

る
値

を
出

す
べ

く
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
区

画
で

実
測

の
デ

ー
タ

の
収

集
を

行
な

っ
て

い
る

。
2
00

8年
1
月

末
ま

で
に

は
、

こ
れ

ま
で

の
各

パ
イ

ロ
ッ

ト
区

画
の

全
て

の
暫

定
的

な
数

値
が

揃
い

、
そ

れ
ら

を
比

較
検

討
し

た
上

で
、

こ
れ

ら
の

参
考

値
を

決
定

す
る

計
画

と
な

っ
て

い
る

。
終

了
時

ま
で

に
達

成
さ

れ
る

見
込

み
が

大
き

い
。

A

①
県

支
所

で
は

、
課

題
分

析
を

し
た

上
で

、
対

処
方

針
を

考
え

、
実

行
計

画
・
予

算
を

作
成

す
る

と
い

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
、

②
各

県
支

所
の

無
収

水
部

の
役

割
が

拡
大

し
、

必
要

な
人

材
が

配
備

さ
れ

た
、

③
無

収
水

に
か

か
る

基
礎

技
術

を
体

得
し

た
エ

ン
ジ

ニ
ア

・テ
ク

ニ
シ

ャ
ン

が
育

成
さ

れ
た

、
④

無
収

水
対

策
に

か
か

る
訓

練
教

材
が

作
成

さ
れ

、
講

師
の

育
成

も
行

な
わ

れ
た

結
果

、
内

部
組

織
研

修
能

力
が

向
上

し
た

、
等

の
成

果
が

あ
り

、
組

織
能

力
の

向
上

が
認

め
ら

れ
た

。

A

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

達
成

を
阻

害
す

る
要

因
は

あ
る

か
。

特
に

な
し

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
１

「P
D

M
1
に

基
づ

い
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
全

体
の

活
動

計
画

（
P
O

1）
が

策
定

さ
れ

る
」
は

計
画

ど
お

り
産

出
さ

れ
て

い
る

か
。

指
標

①
「P

D
M

1
に

基
づ

い
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
全

体
の

活
動

計
画

（
P
O

1
）が

策
定

さ
れ

る
」
：P

D
M

1
と

P
O

1が
策

定
さ

れ
、

20
06

年
7月

1
7
日

に
JC

C
に

お
い

て
合

意
さ

れ
た

。
20

0
7年

1
月

の
中

間
評

価
調

査
の

際
に

、
P
D

M
２

が
策

定
さ

れ
、

2
00

7年
2
月

13
日

の
JC

C
に

お
い

て
合

意
さ

れ
た

。
指

標
②

「教
材

を
含

む
初

期
段

階
の

た
め

の
訓

練
計

画
が

作
成

さ
れ

る
」：

無
収

水
対

策
概

論
、

給
水

管
理

、
漏

水
調

査
、

送
配

水
管

理
、

施
設

設
計

、
見

か
け

損
失

水
量

削
減

及
び

住
民

啓
発

（
盗

水
、

節
水

対
策

）
、

G
IS

（
顧

客
情

報
管

理
、

管
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

管
理

等
）
に

関
す

る
基

礎
研

修
計

画
及

び
教

材
8種

類
が

作
成

さ
れ

た
。

A

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
2
｢W

A
Jエ

ン
ジ

ニ
ア

お
よ

び
テ

ク
ニ

シ
ャ

ン
が

無
収

水
削

減
の

た
め

の
基

本
技

術
・概

念
を

修
得

す
る

」
は

計
画

ど
お

り
産

出
さ

れ
て

い
る

か
。

指
標

2-
1：

 「
エ

ン
ジ

ニ
ア

1
0名

以
上

、
テ

ク
ニ

シ
ャ

ン
2
5名

以
上

が
3
回

以
上

研
修

に
参

加
し

、
無

収
水

削
減

に
か

か
る

基
本

技
術

を
習

得
す

る
」

の
達

成
状

況
：
基

礎
技

術
移

転
訓

練
は

、
一

回
の

研
修

に
つ

き
エ

ン
ジ

ニ
ア

が
10

名
以

上
、

テ
ク

ニ
シ

ャ
ン

が
25

名
以

上
が

参
加

、
3
度

に
渡

っ
て

実
施

さ
れ

る
こ

と
が

計
画

さ
れ

た
。

(1
)2

0
06

年
2月

：
14

 エ
ン

ジ
ニ

ア
、

 4
0
 テ

ク
ニ

シ
ャ

ン
が

参
加

、
(2

)2
0
06

年
6月

－
8月

：
13

 エ
ン

ジ
ニ

ア
、

2
7 

テ
ク

ニ
シ

ャ
ン

が
参

加
（
夏

の
水

量
不

足
か

ら
、

O
&
M

対
応

に
職

員
が

多
忙

と
な

り
、

訓
練

に
参

加
で

き
に

く
い

状
況

が
生

ま
れ

た
）
、

(3
)2

00
6年

1
2月

－
2
0
07

年
2月

：
11

エ
ン

ジ
ニ

ア
、

 5
0
 テ

ク
ニ

シ
ャ

ン
が

参
加

し
た

。
第

一
回

の
研

修
に

は
、

北
部

州
か

ら
の

参
加

者
（
5名

の
エ

ン
ジ

ア
と

1
6名

の
テ

ク
ニ

シ
ャ

ン
）を

含
ん

だ
が

、
O

JT
中

心
の

第
2、

第
3
回

の
研

修
で

は
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
実

施
対

象
県

の
6
県

か
ら

の
参

加
者

で
あ

っ
た

。
3
回

以
上

研
修

に
参

加
し

た
の

は
エ

ン
ジ

ニ
ア

が
11

名
、

テ
ク

ニ
シ

ャ
ン

が
27

名
、

と
計

画
値

を
そ

れ
ぞ

れ
若

干
上

回
っ

た
。

基
礎

技
術

訓
練

に
参

加
し

た
延

べ
人

数
と

し
て

は
、

エ
ン

ジ
ニ

ア
が

38
名

、
テ

ク
ニ

シ
ャ

ン
は

1
17

名
で

あ
り

、
研

修
計

画
通

り
全

て
の

基
礎

技
術

訓
練

が
終

了
し

た
。

A

4
段

階
評

価
評

価
設

問

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

「
W

A
J

の
無

収
水

対
策

能
力

が
向

上
す

る
」の

達
成

予
測

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

達
成

度
合

い
は

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

産
出

の
度

合
い

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

績

 



 

2

指
標

2-
2「

研
修

に
参

加
し

た
テ

ク
ニ

シ
ャ

ン
の

9
割

以
上

が
テ

ス
ト
で

70
%以

上
得

点
す

る
」：

区
間

流
量

管
理

の
手

法
、

水
収

支
の

算
定

方
法

、
流

量
･

水
圧

の
測

定
技

術
、

夜
間

最
小

流
量

の
測

定
技

術
、

地
下

漏
水

技
術

な
ど

無
収

水
対

策
の

基
礎

技
術

移
転

が
行

わ
れ

、
エ

ン
ジ

ニ
ア

、
テ

ク
ニ

シ
ャ

ン
が

習
得

し
た

。
こ

れ
ま

で
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

基
礎

技
術

移
転

訓
練

お
よ

び
O

JT
訓

練
に

参
加

し
た

テ
ク

ニ
シ

ャ
ン

を
対

象
と

し
た

筆
記

と
実

技
に

よ
る

試
験

を
20

08
年

2月
に

実
施

す
る

予
定

で
あ

る
。

試
験

内
容

に
つ

い
て

は
第

一
稿

は
既

に
作

成
さ

れ
て

い
る

。
個

々
人

ま
た

は
グ

ル
ー

プ
で

の
実

技
試

験
の

方
法

を
検

討
中

で
あ

る
。

試
験

で
7
0%

以
上

の
得

点
を

し
た

テ
ク

ニ
シ

ャ
ン

に
は

W
A

Jの
正

式
な

認
定

証
を

与
え

、
そ

の
認

定
証

は
W

A
J内

で
の

テ
ク

ニ
シ

ャ
ン

の
等

級
の

昇
給

に
関

連
す

る
も

の
で

あ
る

よ
う

に
す

る
方

向
で

、
研

修
部

と
の

協
議

を
進

め
て

い
る

。

B

指
標

2-
3「

研
修

を
受

講
し

た
エ

ン
ジ

ニ
ア

の
5割

以
上

が
研

修
講

師
候

補
と

な
る

。
」
の

状
況

：
基

礎
技

術
移

転
訓

練
に

3度
研

修
に

参
加

し
た

11
名

の
う

ち
、

マ
ア

ン
県

の
離

職
し

た
エ

ン
ジ

ニ
ア

を
除

く
1
0名

が
研

修
講

師
候

補
と

な
っ

た
。

加
え

て
、

本
邦

研
修

に
参

加
し

、
無

収
水

対
策

に
つ

い
て

の
技

能
を

持
っ

て
い

る
と

判
断

さ
れ

た
4
名

、
こ

れ
ま

で
の

活
動

の
成

果
を

評
価

さ
れ

、
マ

ダ
バ

県
の

女
性

エ
ン

ジ
ア

が
1名

、
計

15
名

の
エ

ン
ジ

ニ
ア

が
研

修
講

師
候

補
に

選
定

さ
れ

た
。

研
修

講
師

候
補

の
選

定
基

準
は

、
無

収
水

に
か

か
る

知
識

･技
能

レ
ベ

ル
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

能
力

、
指

導
力

で
あ

っ
た

。
1
. 
E
ng

. 
S
ai

d
 A

q
el

, 
B

al
q
a 

G
ov

er
n
or

at
e,

 2
. 

E
n
g.

 Y
o
us

ef
 K

is
sw

an
i,
 B

al
qa

 G
o
ve

rn
or

at
e、

3.
 E

ng
. 

G
ha

zi
 A

d
w
an

, 
B

al
qa

G
o
ve

rn
o
ra

te
、

4
. 

E
ng

. 
S
am

ee
r 

K
h
oa

ri
, 

B
al

q
a 

G
ov

er
no

ra
te

、
5
. 
E
n
g.

 M
o
h
am

m
ad

 M
an

so
ur

, 
M

ad
ab

a 
G

ov
er

n
or

at
e,

 6
. 

E
n
g.

R
am

ia
Sh

ak
ha

tr
eh

, 
M

ad
ab

a 
G

o
ve

rn
o
ra

te
、

7
. 

E
ng

. 
Is

sa
m

 H
am

ar
sh

eh
, 

Z
ar

q
a 

G
ov

er
no

ra
te

, 
8.

 E
n
g.

 Y
ah

ya
 M

ar
za

u
k 

A
l-

K
ha

w
al

d
eh

, 
Z
ar

q
a

G
o
ve

rn
o
ra

te
、

9
. 

E
ng

. 
A

m
ja

d
 A

l-
S
ha

re
, 

Z
ar

qa
 G

o
ve

rn
o
ra

te
, 

1
0.

 E
n
g.

 N
ay

ef
 D

hm
ou

r,
 K

ar
ak

 G
o
ve

rn
or

at
e、

11
. 
E
n
g.

 M
oh

am
m

ad
 A

l-
B

u
st

an
ji,

 K
ar

ak
 G

o
ve

rn
or

at
e,

 1
2.

 E
n
g.

 M
u
st

af
a 

Z
an

an
im

, 
T

af
ila

h 
G

o
ve

rn
or

at
e、

13
. 
E
n
g.

 M
us

a 
M

ar
af

i,
 T

af
ila

h 
G

o
ve

rn
o
ra

te
, 

1
4.

E
ng

. 
Is

m
ai

l 
A

li 
A

ln
as

ar
at

, 
M

a’
an

 G
o
ve

rn
o
ra

te
、

1
5.

 E
n
g.

 L
ou

is
 Q

aq
is

h,
 P

M
U

 W
A

J

A

指
標

2-
4：

無
収

水
対

策
に

か
か

る
運

営
管

理
体

制
(案

)が
準

備
さ

れ
る

(目
標

：
終

了
時

ま
で

に
完

成
）
：2

00
7年

6
月

に
組

織
制

度
専

門
家

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

（
20

05
年

8月
）
の

状
況

に
つ

い
て

遡
及

的
に

調
査

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
開

始
時

の
組

織
能

力
評

価
を

マ
ト
リ

ッ
ク

ス
に

し
て

整
理

し
た

。
こ

の
結

果
を

基
に

、
2
00

8年
2
月

末
ま

で
に

運
営

管
理

体
制

案
を

提
出

す
る

予
定

で
あ

る
。

提
言

に
含

ま
れ

る
項

目
は

、
  

1
) 

 W
A

J/
G

W
A

sの
無

収
水

部
/課

の
T

O
R
、

2
) 

W
A

J/
G

W
A

sの
無

収
水

部
/
課

に
必

要
と

さ
れ

る
人

材
配

置
と

そ
の

T
O

R
 (

 エ
ン

ジ
ニ

ア
、

テ
ク

ニ
シ

ャ
ン

、
作

業
員

）
、

3
)検

針
員

の
役

割
・待

遇
改

善
策

、
4
) 

無
収

水
対

策
に

か
か

る
W

A
J/

G
W

A
sの

関
連

部
署

の
連

携
強

化
.策

、
の

４
つ

で
あ

る
。

B

指
標

3-
1：

基
礎

技
術

訓
練

を
終

え
た

少
な

く
と

も
6名

の
エ

ン
ジ

ニ
ア

が
研

修
講

師
に

認
定

さ
れ

る
（
目

標
：終

了
時

ま
で

に
認

定
）
：J

IC
A

専
門

家
を

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

と
し

て
、

W
A

J 
の

研
修

･人
材

開
発

部
長

、
P
M

U
の

無
収

水
部

長
、

県
支

所
局

長
が

研
修

講
師

の
選

定
を

行
っ

た
。

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

と
技

術
応

答
試

問
に

合
格

し
て

初
め

て
研

修
講

師
と

し
て

認
定

す
る

と
い

う
手

続
き

を
踏

ん
で

お
り

、
最

終
選

考
が

20
08

年
1
月

9日
に

実
施

さ
れ

た
。

1
5

名
の

研
修

講
師

候
補

(2
-３

に
リ
ス

ト
）
の

う
ち

、
８

名
が

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

を
行

い
、

7名
に

つ
い

て
は

技
術

応
答

試
問

の
み

を
行

っ
た

。
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

と
技

術
応

答
試

問
の

両
方

を
終

了
し

た
8名

の
う

ち
、

6
名

が
講

師
に

認
定

さ
れ

た
。

1
. 
E

ng
. 

Sa
id

 A
qe

l,
 B

al
qa

 G
o
ve

rn
or

at
e,

 2
. 

E
ng

.
M

oh
am

m
ad

 M
an

so
ur

, 
M

ad
ab

a 
G

ov
er

n
or

at
e、

3.
 E

n
g.

 I
ss

am
 H

am
ar

sh
eh

, 
Z
ar

q
a 

G
ov

er
n
or

at
e、

4.
 E

n
g.

 M
oh

am
m

ad
 A

l-
B

u
st

an
ji,

K
ar

ak
 G

o
ve

rn
o
ra

te
、

5
. 

E
ng

. 
M

us
ta

fa
 Z

an
an

im
, 

T
af

ila
h 

G
ov

er
no

ra
te

、
6
. 
E

ng
. 

L
o
ui

s 
Q

aq
is

h
, 

P
M

U
 W

A
J。

合
格

者
に

は
、

20
08

年
1月

中
に

W
A

J総
裁

か
ら

正
式

な
認

定
証

が
与

え
ら

れ
る

。

A

指
標

3-
2：

無
収

水
削

減
に

か
か

る
基

礎
技

術
に

つ
い

て
の

資
料

を
作

成
す

る
。

（
目

標
：終

了
）
：基

礎
技

術
移

転
の

た
め

の
教

材
は

、
20

06
年

2月
の

第
一

回
研

修
ま

で
に

、
計

画
通

り
8
科

目
分

が
作

成
さ

れ
、

そ
の

後
の

O
JT

の
際

に
も

研
修

教
材

と
し

て
用

い
ら

れ
て

き
た

。
こ

れ
ま

で
の

研
修

実
施

を
通

じ
て

、
追

加
･補

完
教

材
が

必
要

で
あ

る
こ

と
が

判
明

し
た

た
め

、
機

器
及

び
ソ

フ
ト
ウ

エ
ア

に
関

す
る

ア
ラ

ビ
ア

語
マ

ニ
ュ

ア
ル

9
種

類
、

2
1種

類
の

追
加

教
材

（う
ち

、
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト
で

は
12

種
類

、
文

書
で

は
9
種

類
）が

作
成

さ
れ

た
。

こ
の

追
加

教
材

の
う

ち
６

種
は

ア
ラ

ビ
ア

語
、

2
種

類
は

英
語

と
ア

ラ
ビ

ア
語

の
両

方
が

、
1
4種

類
に

つ
い

て
は

英
語

で
作

成
さ

れ
た

。
こ

れ
ま

で
に

作
成

さ
れ

た
追

加
教

材
の

う
ち

、
5種

に
つ

い
て

は
更

新
が

必
要

と
認

め
ら

れ
る

の
で

、
作

業
を

進
め

、
完

成
を

さ
せ

る
計

画
で

あ
る

。
ま

た
、

追
加

教
材

と
し

て
、

教
科

書
が

4
種

、
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト
で

は
2種

類
の

作
成

が
進

め
ら

れ
て

お
り

、
4月

以
降

の
マ

ル
カ

研
修

セ
ン

タ
ー

で
の

研
修

に
も

用
い

ら
れ

る
予

定
で

あ
る

。
ア

ラ
ビ

ア
語

版
の

作
成

･改
良

に
つ

い
て

は
、

P
M

U
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
が

中
心

と
な

っ
て

行
っ

て
い

る
。

A

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

産
出

の
度

合
い

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
3
｢W

A
J上

級
職

員
お

よ
び

エ
ン

ジ
ニ

ア
が

無
収

水
削

減
に

係
る

内
部

研
修

実
施

能
力

を
獲

得
す

る
。

」は
計

画
ど

お
り

産
出

さ
れ

て
い

る
か

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
2
｢W

A
Jエ

ン
ジ

ニ
ア

お
よ

び
テ

ク
ニ

シ
ャ

ン
が

無
収

水
削

減
の

た
め

の
基

本
技

術
・
概

念
を

修
得

す
る

」は
計

画
ど

お
り

産
出

さ
れ

て
い

る
か

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

績

 



 

3

指
標

3-
3:

マ
ル

カ
訓

練
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
無

収
水

対
策

訓
練

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
が

準
備

さ
れ

る
（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

完
成

）：
す

べ
て

の
水

道
関

係
職

員
を

対
象

と
し

た
水

道
関

係
職

員
と

し
て

当
然

知
っ

て
お

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
レ

ベ
ル

の
無

収
水

に
関

す
る

初
級

コ
ー

ス
、

専
門

性
を

要
す

る
中

級
コ

ー
ス

、
上

級
コ

ー
ス

に
分

け
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
検

討
中

で
、

既
に

原
案

が
作

成
済

み
で

あ
る

。
テ

ク
ニ

シ
ャ

ン
は

初
級

、
中

級
の

両
方

に
参

加
、

エ
ン

ジ
ニ

ア
は

中
級

コ
ー

ス
以

上
を

参
加

、
上

級
コ

ー
ス

は
ＩＷ

Ａ
な

ど
国

際
レ

ベ
ル

で
の

方
法

論
な

ど
を

学
ぶ

コ
ー

ス
と

な
る

。
こ

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
案

に
合

わ
せ

た
教

材
開

発
も

同
時

並
行

的
に

行
わ

れ
て

い
る

。
W

A
Jの

年
間

研
修

計
画

に
は

盛
り

込
み

済
み

で
、

マ
ル

カ
研

修
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
正

式
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

と
し

て
導

入
さ

れ
る

見
込

み
が

確
認

さ
れ

た
。

マ
ル

カ
訓

練
セ

ン
タ

ー
で

の
無

収
水

対
策

訓
練

の
実

施
を

含
む

研
修

･開
発

部
の

年
間

計
画

が
2
00

8年
2
月

に
も

総
裁

に
了

承
さ

れ
る

見
込

み
で

あ
る

。
現

在
既

に
ド

ラ
フ

ト
案

が
作

成
さ

れ
て

い
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
関

係
者

と
の

討
議

を
通

じ
て

完
成

さ
せ

、
研

修
実

施
を

行
う

。

A

そ
の

他
指

標
に

表
れ

な
い

成
果

は
以

下
の

通
り

：　
イ

ラ
ク

（
20

06
年

１
２

月
、

20
07

年
２

月
及

び
年

20
07

年
12

月
）、

パ
レ

ス
チ

ナ
(2

00
6
年

１
２

月
及

び
20

08
年

1月
）
、

エ
ジ

プ
ト
（
20

07
年

６
月

）な
ど

無
収

水
対

策
に

か
か

る
第

三
国

研
修

を
実

施
、

①
中

近
東

諸
国

に
お

け
る

無
収

水
対

策
に

か
か

る
研

修
事

業
の

中
核

を
担

う
と

い
う

認
識

が
高

ま
っ

た
、

②
中

近
東

諸
国

で
利

用
で

き
る

ア
ラ

ビ
ア

語
教

材
が

準
備

さ
れ

、
そ

の
精

緻
化

が
図

ら
れ

た
、

③
W

A
J職

員
の

研
修

講
師

と
し

て
の

実
績

を
上

げ
ら

れ
た

、
と

い
う

成
果

が
あ

っ
た

。

指
標

4-
1「

少
な

く
と

も
パ

イ
ロ

ッ
ト
区

画
6区

画
に

お
け

る
無

収
水

率
の

単
純

平
均

が
初

回
測

定
時

よ
り

半
減

さ
れ

る
」：

中
･南

部
地

域
の

6
県

に
お

い
て

、
各

1ヶ
所

の
パ

イ
ロ

ッ
ト
区

画
を

選
定

し
、

①
送

配
水

系
統

検
討

、
②

現
地

再
委

託
で

W
A

Jの
G

IS
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
を

利
用

し
、

給
水

管
・メ

ー
タ

ー
位

置
を

表
し

た
精

緻
な

と
管

路
図

作
成

、
②

配
水

管
理

図
(D

M
A

s)
作

成
、

③
W

A
Jが

G
T

Z
の

支
援

を
受

け
て

進
め

て
い

る
顧

客
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト
を

基
に

整
理

・
精

緻
化

、
④

水
道

メ
ー

タ
ー

状
況

、
料

金
請

求
実

績
の

調
査

と
分

析
、

⑤
漏

水
管

理
ブ

ロ
ッ

ク
設

定
検

討
･決

定
、

⑥
施

設
設

計
及

び
積

算
に

か
か

る
実

技
指

導
、

⑦
漏

水
箇

所
の

補
修

工
事

の
現

場
指

導
、

⑧
漏

水
管

理
ブ

ロ
ッ

ク
で

の
漏

水
調

査
･分

析
、

⑨
無

収
水

削
減

対
策

計
画

書
作

成
支

援
、

と
い

う
一

連
の

活
動

を
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

支
援

す
る

こ
と

が
計

画
さ

れ
た

。
6つ

の
パ

イ
ロ

ッ
ト
地

域
（
ザ

ル
カ

県
-W

ad
i 
A

l-
H

aj
ar

、
マ

ダ
バ

県
-F

ai
sa

le
a、

カ
ラ

ク
県

-
M

uh
ay

&
H

am
di

eh
、

マ
ア

ン
県

-
O

dr
uh

1、
バ

ル
カ

県
-A

l-
S
al

al
im

、
タ

フ
ィ

ー
ラ

県
-
A

l-
M

an
su

ra
h
）で

、
そ

れ
ぞ

れ
地

図
の

作
成

、
区

画
流

量
計

の
設

置
計

画
、

施
設

設
計

な
ど

の
事

前
準

備
が

始
め

ら
れ

た
。

同
時

に
、

ザ
ル

カ
県

で
は

H
as

hi
m

ia
h
、

マ
ダ

バ
県

で
は

M
ad

ab
a 

C
am

p、
カ

ラ
ク

県
で

は
S
m

ak
ey

e 
&
 H

m
o
ud

、
マ

ア
ン

県
で

は
O

rd
u
h２

、
の

4ヶ
所

で
も

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

域
と

同
様

な
包

括
的

無
収

水
対

策
を

実
施

す
る

こ
と

が
合

意
さ

れ
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

域
は

10
に

増
え

た
。

こ
れ

ら
の

10
パ

イ
ロ

ッ
ト
地

域
の

う
ち

、
マ

ダ
バ

県
の

M
ad

ab
a 

C
am

pと
マ

ア
ン

県
の

O
rd

uh
２

を
除

く
８

ヶ
所

に
つ

い
て

の
無

収
水

対
策

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

が
2
00

7年
7
月

ま
で

に
策

定
さ

れ
、

順
次

実
施

に
移

さ
れ

た
。

バ
ル

カ
県

と
タ

フ
ィ

ー
ラ

県
で

は
県

支
所

が
予

算
手

当
て

･実
施

を
す

る
べ

き
施

設
設

計
･工

事
に

遅
れ

が
あ

っ
た

が
、

概
ね

活
動

は
計

画
通

り
進

ん
で

い
る

。
終

了
時

評
価

中
の

1
月

2
2日

現
在

、
７

ヶ
所

で
半

減
ま

た
は

ほ
ぼ

半
減

が
達

成
さ

れ
て

い
る

。
マ

ア
ン

県
の

O
d
ru

h 
1（

55
% 

か
ら

1
7%

に
減

少
）、

ザ
ル

カ
県

の
H

as
hi

m
ia

h
(5

8
%
か

ら
2
5%

に
減

少
)、

W
ad

i 
A

l-
H

aj
ar

 i
n 

Z
ar

qa
 (
4
7%

か
ら

23
%に

減
少

)、
バ

ル
カ

県
の

A
l-

Sa
la

lim
(4

5
%か

ら
20

%
に

減
少

)、
カ

ラ
ク

県
の

S
m

ak
ey

e 
&
 H

m
o
ud

(4
4%

か
ら

2
3
%に

減
少

)、
マ

ダ
バ

県
の

F
ai

sa
le

a 
(5

7
% 

か
ら

2
8%

に
減

少
)、

タ
フ

ィ
ー

ラ
県

A
l-

M
an

su
ra

h 
(2

8%
か

ら
1
8
%に

減
少

)。
既

に
目

標
は

達
成

し
て

お
り

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

終
了

ま
で

に
他

の
区

画
で

も
無

収
水

率
が

か
な

り
の

減
少

を
す

る
見

込
み

は
高

い
。

A

指
標

4-
2「

各
県

に
お

い
て

パ
イ

ロ
ッ

ト
区

画
以

外
の

配
水

管
理

区
画

（D
M

A
s）

が
設

定
さ

れ
る

」
：活

動
が

開
始

さ
れ

た
1
0ヶ

所
の

パ
イ

ロ
ッ

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
区

画
に

加
え

、
バ

ル
カ

県
に

お
い

て
2ヶ

所
（F

uh
ai

s、
M

ah
es

)、
ザ

ル
カ

県
で

は
１

ヶ
所

（
A

l 
H

us
se

in
)の

配
水

管
理

区
画

が
提

案
さ

れ
、

同
様

な
包

括
的

無
収

水
対

策
を

実
施

す
る

こ
と

が
合

意
さ

れ
た

。
既

に
、

こ
の

3区
画

に
つ

い
て

は
、

管
路

図
面

の
作

成
、

顧
客

情
報

整
理

、
配

水
管

理
区

画
の

設
置

や
現

場
で

の
区

画
流

量
計

の
設

置
工

事
を

進
め

て
い

る
。

更
に

、
マ

ア
ン

県
を

除
く

５
県

で
は

、
新

た
に

１
ヶ

所
所

ず
つ

(バ
ル

カ
県

に
つ

い
て

は
2ヶ

所
）
の

全
6
地

区
に

お
い

て
配

水
管

理
区

画
が

選
定

さ
れ

、
無

収
水

対
策

の
実

施
計

画
案

を
作

成
し

、
2
00

8年
1月

9
日

に
研

修
講

師
候

補
と

な
っ

た
エ

ン
ジ

ニ
ア

が
W

A
J本

庁
に

対
し

説
明

を
行

な
っ

た
。

A

そ
の

他
指

標
に

表
れ

な
い

成
果

は
以

下
の

通
り

：　
①

配
水

管
図

、
漏

水
情

報
、

顧
客

情
報

な
ど

を
G

IS
を

活
用

し
て

管
理

す
る

訓
練

が
実

施
さ

れ
、

マ
ア

ン
県

、
タ

フ
ィ

ー
ラ

県
に

は
必

要
な

G
IS

機
材

が
配

備
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
た

め
、

供
与

し
、

G
IS

研
修

も
別

途
行

っ
た

、
②

G
T

Z
の

支
援

で
W

A
Jが

全
国

で
導

入
を

進
め

て
い

る
G

IS
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
で

作
成

さ
れ

た
管

路
図

を
用

い
、

県
支

所
で

は
管

路
情

報
、

給
水

（
水

圧
、

給
水

時
間

）
情

報
、

漏
水

情
報

、
顧

客
情

報
、

盗
水

情
報

な
ど

の
整

理
、

保
管

、
参

照
、

分
析

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

、
③

県
支

所
か

ら
の

エ
ン

ジ
ニ

ア
が

参
加

し
、

同
じ

問
題

意
識

を
共

有
し

た
こ

と
か

ら
、

連
帯

感
が

生
ま

れ
、

現
在

で
も

お
互

い
の

県
支

所
に

お
け

る
進

捗
状

況
を

伝
え

合
っ

た
り

、
技

術
的

な
質

問
を

し
て

教
え

を
請

う
な

ど
の

関
係

が
生

ま
れ

て
き

た
。

こ
の

結
果

、
県

支
所

間
で

の
競

争
意

識
が

生
ま

れ
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

域
で

の
活

動
を

更
に

積
極

的
に

行
な

う
エ

ン
ジ

ニ
ア

も
で

て
き

た
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
4
｢W

A
Jエ

ン
ジ

ニ
ア

お
よ

び
テ

ク
ニ

シ
ャ

ン
が

パ
イ

ロ
ッ

ト
区

画
で

の
現

場
作

業
を

通
じ

て
、

無
収

水
対

策
の

実
務

を
習

得
す

る
。

」
は

計
画

ど
お

り
産

出
さ

れ
て

い
る

か
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

産
出

の
度

合
い

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
3
｢W

A
J上

級
職

員
お

よ
び

エ
ン

ジ
ニ

ア
が

無
収

水
削

減
に

係
る

内
部

研
修

実
施

能
力

を
獲

得
す

る
。

」
は

計
画

ど
お

り
産

出
さ

れ
て

い
る

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

績

 



 

4

指
標

5-
1「

住
民

意
識

向
上

活
動

の
た

め
の

資
料

が
準

備
さ

れ
る

」：
①

20
06

年
12

月
に

M
ad

ab
a県

F
ai

sa
le

aパ
イ

ロ
ッ

ト
地

域
と

K
ar

ak
県

Sm
ak

ey
eh

 &
H

m
o
ud

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

域
に

お
い

て
盗

水
・
節

水
に

関
す

る
住

民
意

識
の

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

調
査

を
行

っ
た

。
F
ai

sa
le

aパ
イ

ロ
ッ

ト
地

域
で

は
2
23

名
、

Sm
ak

ey
eh

 &
 H

m
o
ud

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

域
で

は
1
80

名
か

ら
の

質
問

票
調

査
へ

の
回

答
を

得
た

。
そ

の
結

果
を

基
に

盗
水

・
節

水
対

策
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
を

31
,0

00
部

作
成

し
、

公
聴

会
や

学
校

で
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

メ
ー

タ
ー

検
査

員
を

通
じ

て
中

部
・
南

部
の

県
を

中
心

に
全

国
に

配
布

し
た

。
②

全
国

作
文

コ
ン

テ
ス

ト
募

集
の

た
め

に
ポ

ス
タ

ー
を

3
,0

00
部

準
備

し
、

学
校

へ
の

配
布

を
し

た
。

こ
の

ポ
ス

タ
ー

は
単

な
る

作
文

募
集

だ
け

で
は

な
く

、
無

収
水

対
策

へ
の

理
解

を
醸

成
す

る
こ

と
を

も
目

的
と

し
て

、
盗

水
･漏

水
に

つ
い

て
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
性

を
高

め
た

こ
と

が
特

徴
で

あ
っ

た
。

③
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

が
作

成
さ

れ
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

域
に

お
け

る
無

収
水

対
策

活
動

の
進

捗
状

況
や

無
収

水
対

策
に

つ
い

て
、

情
報

公
開

が
行

な
わ

れ
て

い
る

。

A

指
標

5-
2「

W
A

Jに
よ

る
住

民
意

識
向

上
活

動
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
が

マ
ス

コ
ミ

に
取

り
上

げ
ら

れ
る

」：
こ

れ
ま

で
に

8
度

新
聞

紙
上

に
取

り
上

げ
ら

れ
た

。
(1

)2
00

7年
2
月

18
日

、
A

l-
D

o
st

o
r新

聞
：
マ

ダ
バ

県
の

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

域
に

お
け

る
無

収
水

削
減

の
住

民
意

識
向

上
活

動
、

(2
)2

0
0
7
年

3月
2
日

、
A

l-
G

ha
d新

聞
：
3月

1
日

に
開

催
さ

れ
た

全
国

無
収

水
対

策
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
お

け
る

水
灌

漑
省

大
臣

の
ス

ピ
ー

チ
「
無

収
水

対
策

は
ヨ

ル
ダ

ン
の

水
対

策
の

最
重

要
戦

略
で

あ
る

」、
(3

)2
00

7年
9
月

3
日

、
P
et

ra
新

聞
：
ヨ

ル
ダ

ン
に

お
け

る
無

収
水

率
、

(4
)2

00
7年

1
0月

2
7日

、
A

l-
R

ai
新

聞
：タ

フ
ィ

ー
ラ

に
お

け
る

無
収

水
能

力
向

上
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

、
(5

)2
00

7年
1
0月

2
8日

、
A

l-
R

ai
新

聞
：9

年
生

を
対

象
と

し
た

無
収

水
に

つ
い

て
の

作
文

コ
ン

テ
ス

ト
実

施
、

(6
)2

0
07

年
1
1月

2
7日

、
A

l-
D

os
to

r新
聞

：A
l-

E
te

h
ad

学
校

に
お

い
て

作
文

コ
ン

テ
ス

ト
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

実
施

、
（7

）2
00

7年
1
1月

29
日

、
A

l-
R

ai
新

聞
：
A

l-
E
te

h
ad

学
校

に
お

い
て

作
文

コ
ン

テ
ス

ト
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

実
施

、
(8

)日
付

･新
聞

名
不

明
：
タ

フ
ィ

ー
ラ

県
に

お
け

る
無

収
水

率
と

そ
の

対
策

。

A

指
標

5-
3「

関
連

機
関

（学
校

、
自

治
体

、
モ

ス
ク

等
）
と

の
合

意
及

び
協

力
が

文
書

化
さ

れ
る

」
：6

県
（マ

ダ
バ

、
カ

ラ
ク

、
バ

ル
カ

、
ザ

ル
カ

、
タ

フ
ィ

ー
ラ

、
マ

ア
ン

）に
お

い
て

学
生

、
教

師
を

対
象

と
し

た
14

の
学

校
に

お
け

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
開

催
し

47
2名

の
参

加
を

得
た

。
更

に
8ヶ

所
の

パ
イ

ロ
ッ

ト
区

画
に

お
い

て
住

民
公

聴
会

を
実

施
、

38
2
名

の
市

民
が

参
加

し
た

。
い

ず
れ

に
お

い
て

も
、

現
地

の
状

況
を

よ
く

把
握

し
て

い
る

Jo
rd

an
 A

q
ua

C
o
ns

er
va

ti
on

 A
ss

oc
ia

ti
o
n 

(J
A

C
A

)よ
り

2
名

の
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト
を

契
約

雇
用

し
、

専
門

家
と

C
/
P
が

そ
の

助
言

を
得

な
が

ら
、

無
収

水
削

減
に

つ
い

て
の

重
要

性
の

理
解

醸
成

と
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

や
公

聴
会

へ
の

協
力

を
得

ら
れ

る
よ

う
県

や
町

議
会

、
教

育
省

と
そ

の
県

支
所

、
女

性
組

合
に

働
き

か
け

を
行

っ
た

。
イ

ス
ラ

ム
教

徒
の

多
い

地
域

で
は

宗
教

指
導

者
イ

マ
ム

を
、

キ
リ
ス

ト
教

徒
の

人
口

比
率

の
高

い
地

域
で

は
牧

師
に

、
水

の
利

用
や

無
収

水
に

つ
い

て
の

説
教

を
し

て
も

ら
え

る
よ

う
、

協
力

体
制

を
築

い
た

。
こ

れ
ら

の
協

力
関

係
を

築
く

た
め

に
発

出
さ

れ
た

り
、

受
信

し
た

文
書

は
全

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

保
管

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

A

そ
の

他
指

標
に

表
れ

な
い

成
果

は
以

下
の

通
り

：　
①

住
民

の
意

識
調

査
を

基
に

こ
う

し
た

普
及

用
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

し
た

の
は

、
水

灌
漑

省
・
W

A
J

と
し

て
は

初
め

て
の

経
験

で
あ

っ
た

。
受

け
手

が
必

要
と

し
、

理
解

し
易

い
情

報
を

提
供

す
る

手
法

と
し

て
、

今
後

も
活

用
し

て
い

き
た

い
と

す
る

意
欲

が
生

ま
れ

た
。

②
節

水
、

盗
水

に
つ

い
て

認
識

が
生

ま
れ

た
：9

年
生

を
対

象
と

し
た

無
収

水
対

策
（特

に
漏

水
・
盗

水
）に

つ
い

て
の

意
見

を
求

め
る

全
国

作
文

コ
ン

テ
ス

ト
を

実
施

中
で

あ
る

。
文

部
省

お
よ

び
学

校
の

合
意

・協
力

の
下

、
各

県
の

学
校

関
係

者
と

9回
の

趣
旨

説
明

等
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

行
っ

た
。

作
文

募
集

の
た

め
に

ポ
ス

タ
ー

を
3
,0

00
部

準
備

し
、

配
布

を
し

た
。

２
０

０
７

年
末

に
応

募
締

め
切

り
が

あ
り

、
95

3に
上

る
作

文
が

提
出

さ
れ

た
。

作
文

の
評

価
は

現
在

進
め

ら
れ

て
お

り
、

20
08

年
1月

中
に

結
果

は
取

り
ま

と
め

ら
れ

る
予

定
で

あ
る

。
こ

れ
ま

で
水

灌
漑

省
で

は
、

絵
の

コ
ン

テ
ス

ト
を

「水
の

日
」
に

か
か

る
活

動
の

一
環

と
し

て
行

っ
て

き
た

が
、

こ
れ

ま
で

5
00

以
上

の
作

品
が

集
ま

っ
た

こ
と

は
な

く
、

提
出

作
品

の
数

と
し

て
は

最
多

で
あ

っ
た

。
こ

れ
は

、
こ

れ
ま

で
に

無
収

水
に

つ
い

て
、

ま
た

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

つ
い

て
新

聞
や

ラ
ジ

オ
で

取
り

上
げ

ら
れ

て
き

た
こ

と
、

ま
た

早
い

段
階

か
ら

教
育

省
に

働
き

か
け

、
全

面
的

な
協

力
を

得
た

こ
と

で
校

長
や

教
師

も
協

力
的

で
あ

っ
た

こ
と

が
理

由
で

あ
っ

た
。

③
W

A
J本

庁
や

県
支

所
の

エ
ン

ジ
ニ

ア
や

テ
ク

ニ
シ

ャ
ン

が
公

聴
会

や
学

校
で

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
携

わ
る

機
会

は
な

く
、

開
催

の
た

め
に

教
育

省
や

町
議

会
な

ど
と

の
連

携
を

築
け

た
。

④
学

校
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

見
直

し
が

2
00

8年
中

に
行

な
わ

れ
る

予
定

で
あ

る
た

め
、

水
灌

漑
省

で
は

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

意
識

向
上

活
動

で
用

い
ら

れ
た

無
収

水
問

題
に

つ
い

て
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

盛
り

込
む

よ
う
、

教
育

省
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
開

発
局

に
働

き
か

け
て

い
る

。

活
動

の
実

績
活

動
の

進
捗

状
況

は
。

概
ね

計
画

通
り

で
あ

っ
た

。
パ

イ
ロ

ッ
ト
地

域
の

整
備

準
備

が
遅

れ
た

の
は

、
W

A
Jに

お
け

る
予

算
執

行
体

制
に

拠
る

と
こ

ろ
が

大
き

い
。

無
収

水
対

策
は

、
漏

水
補

修
工

事
や

管
・
メ

ー
タ

ー
の

布
設

替
え

等
が

主
体

と
な

る
が

、
資

機
材

が
中

央
で

の
一

括
購

入
の

上
支

所
に

支
給

す
る

と
い

う
形

が
取

ら
れ

て
お

り
、

時
間

が
掛

か
っ

た
。

ま
た

、
調

査
時

で
の

車
両

の
手

配
が

出
来

づ
ら

い
こ

と
、

給
水

時
間

が
限

ら
れ

て
い

る
こ

と
、

夜
勤

手
当

が
出

な
い

こ
と

、
等

が
活

動
に

支
障

を
来

し
た

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

産
出

の
度

合
い

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
5
「W

A
Jが

、
無

収
水

対
策

に
関

す
る

住
民

意
識

向
上

活
動

を
強

化
す

る
」
は

計
画

通
り

産
出

さ
れ

て
い

る
か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

績

 



 

5

ヨ
ル

ダ
ン

側

＊
C

/
P
：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
の

際
に

配
置

さ
れ

た
C

/P
の

数
は

2
0名

。
う

ち
1
名

が
辞

任
、

3名
が

異
動

と
な

り
、

C
/
P
の

交
代

が
あ

っ
た

。
離

職
で

1
名

減
少

し
、

現
在

の
C

/
P
数

は
19

名
。

投
入

実
績

表
に

は
記

載
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
が

、
P
M

U
の

無
収

水
部

に
所

属
す

る
4名

の
テ

ク
ニ

シ
ャ

ン
が

県
レ

ベ
ル

で
の

Ｏ
ＪＴ

実
施

に
際

し
、

日
本

人
専

門
家

の
片

腕
と

も
な

っ
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

＊
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

必
要

な
経

費
と

し
て

、
マ

ル
カ

研
修

セ
ン

タ
ー

の
漏

水
調

査
用

フ
ィ

ー
ル

ド
工

事
費

や
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
区

画
整

備
費

を
負

担
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
項

目
の

総
額

は
、

2
00

5年
度

に
は

、
10

,5
92

JD
(日

本
円

換
算

額
は

1
,7

66
千

円
；1

ＪＤ
＝

1
66

.7
円

）、
2
00

6 
年

度
11

3,
82

8J
D

(日
本

円
換

算
額

は
1
8,

97
5千

円
）
、

20
07

年
度

は
3
5,

81
3J

D
(日

本
円

換
算

額
は

5,
97

0千
円

）
、

の
総

計
16

0,
22

3(
日

本
円

換
算

額
は

2
6,

7
10

千
円

）で
あ

る
。

20
06

年
の

経
費

の
7
1%

に
当

た
る

8
1,

26
2Ｊ

Ｄ
（日

本
円

換
算

額
は

13
,5

46
千

円
）は

、
E
U

の
資

金
を

利
用

し
た

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

域
へ

の
漏

水
調

査
用

車
両

と
そ

の
機

材
購

入
に

用
い

ら
れ

た
。

＊
日

本
人

専
門

家
と

ロ
ー

カ
ル

ス
タ

ッ
フ

は
水

灌
漑

省
内

に
あ

る
十

分
な

広
さ

の
執

務
室

が
2部

屋
確

保
さ

れ
て

い
る

。

日
本

側

＊
専

門
家

派
遣

:業
務

実
施

型
専

門
家

（
専

門
分

野
：チ

ー
フ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

、
見

か
け

上
の

損
失

水
量

対
策

/
住

民
啓

蒙
、

無
収

水
対

策
１

/見
か

け
上

の
損

失
水

量
対

策
/住

民
啓

蒙
、

無
収

水
対

策
I、

漏
水

調
査

、
施

設
設

計
・施

工
管

理
、

配
水

管
理

、
無

収
水

対
策

2、
組

織
･制

度
、

業
務

調
整

）
は

延
べ

1
0人

（
実

数
は

8
名

で
、

2名
の

専
門

家
が

２
つ

の
異

な
る

専
門

分
野

を
担

当
し

た
）お

り
、

20
08

年
12

月
31

日
現

在
で

の
実

績
は

74
.1

9
ヶ

月
で

あ
る

。

＊
本

邦
研

修
員

受
入

:2
4人

（
う

ち
20

名
が

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
研

修
、

4
名

が
集

団
研

修
に

参
加

）

＊
超

音
波

･機
械

式
流

量
計

、
漏

水
探

知
機

、
G

P
S
な

ど
パ

イ
ロ

ッ
ト
地

域
で

の
無

収
水

対
策

に
必

要
な

機
材

を
柱

と
し

た
供

与
機

材
の

合
計

39
,1

41
千

円
。

携
行

機
材

は
1
5,

19
7千

円
で

、
主

な
項

目
は

、
オ

フ
ィ

ス
機

材
（
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

、
プ

リ
ン

タ
ー

、
P
C

周
辺

機
器

等
）や

研
修

用
資

機
材

（
G

IS
ソ

フ
ト
ウ

エ
ア

、
デ

ー
タ

ロ
ガ

ー
、

機
械

式
流

量
計

）
。

＊
現

地
コ

ス
ト
負

担
：合

計
3
5,

88
7千

円

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
実

施
状

況
は

。

＊
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
P
D

M
２

/
P
O

１
に

沿
っ

て
行

わ
れ

た
。

活
動

の
進

捗
等

は
、

非
常

に
き

め
細

か
い

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

が
行

わ
れ

て
お

り
、

そ
の

報
告

は
C

/
P
と

の
会

合
の

議
事

録
な

ど
に

取
り

纏
め

ら
れ

て
い

る
。

＊
JI

C
A

側
本

部
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

と
し

て
は

20
0７

年
１

月
に

中
間

評
価

調
査

団
が

派
遣

さ
れ

、
情

報
収

集
を

行
い

進
捗

の
確

認
、

P
D

M
2を

策
定

し
た

。
＊

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

R
/
D

で
は

合
同

調
整

委
員

会
の

開
催

に
関

し
て

合
意

さ
れ

た
、

こ
れ

ま
で

に
3
回

開
催

さ
れ

た
。

問
題

発
現

時
に

と
ら

れ
た

対
策

は
。

問
題

解
決

の
仕

組
み

と
そ

の
有

効
性

：活
動

の
進

捗
で

問
題

が
発

生
し

た
と

き
は

、
ま

ず
P
M

U
の

無
収

水
部

長
が

日
本

人
専

門
家

と
問

題
と

そ
の

解
決

手
段

を
相

談
し

、
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
て

対
策

が
と

ら
れ

て
い

る
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

関
係

者
と

の
関

り
方

は
適

切
で

あ
っ

た
か

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

業
務

実
施

契
約

型
案

件
で

見
ら

れ
る

シ
ャ

ト
ル

型
の

専
門

家
派

遣
形

式
で

あ
る

た
め

、
そ

れ
ぞ

れ
の

専
門

家
が

最
大

限
の

努
力

を
し

て
も

、
時

間
的

制
約

や
不

在
時

に
は

き
め

細
か

な
対

応
が

で
き

な
い

状
況

も
あ

る
。

現
地

に
比

較
的

長
く

派
遣

さ
れ

る
チ

ー
フ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

と
無

収
水

対
策

Ｉ/
住

民
啓

蒙
に

よ
る

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
で

対
処

さ
れ

て
い

る
。

赴
任

期
間

に
制

約
が

あ
る

中
で

、
専

門
家

と
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
と

の
関

係
性

は
良

好
で

あ
り

、
そ

の
理

由
と

し
て

は
、

専
門

家
が

そ
れ

ぞ
れ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

の
緊

密
化

に
務

め
、

問
題

解
決

を
促

し
た

り
し

な
が

ら
業

務
を

推
進

し
て

き
た

た
め

だ
と

思
わ

れ
る

。

技
術

移
転

の
方

法
技

術
移

転
の

方
法

に
問

題
は

な
か

っ
た

か
日

々
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
活

動
及

び
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
研

修
に

て
技

術
移

転
が

着
実

に
行

わ
れ

た
。

ア
ラ

ビ
ア

語
で

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

･教
材

作
成

が
進

捗
し

て
い

る
が

、
O

JT
の

時
点

で
ア

ラ
ビ

ア
語

版
の

完
成

が
で

き
て

い
る

必
要

が
あ

っ
た

。

県
支

所
で

は
こ

れ
ま

で
理

解
の

進
ん

で
い

な
か

っ
た

無
収

水
対

策
を

自
分

た
ち

の
課

題
と

し
て

取
り

組
め

る
よ

う
に

な
っ

た
。

カ
ラ

ク
県

に
つ

い
て

は
、

新
た

な
D

M
A

を
自

発
的

に
2
ヶ

所
行

な
い

、
こ

れ
ま

で
の

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

域
で

の
O

JT
で

培
っ

た
技

能
を

用
い

て
、

無
収

水
対

策
案

を
作

成
、

実
施

を
開

始
し

て
い

る
。

P
M

U
で

は
、

無
収

水
部

が
、

本
案

件
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

計
画

･実
施

に
か

か
る

決
定

を
日

本
側

と
常

時
行

な
う

と
共

に
、

Ｅ
Ｕ

か
ら

の
漏

水
探

査
車

を
本

案
件

の
パ

イ
ロ

ッ
ト
県

に
優

先
的

に
配

備
し

す
る

な
ど

の
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

を
採

る
、

な
ど

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
の

度
合

い
は

非
常

に
高

い
。

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
の

関
わ

り
方

・
度

合
い

の
変

化
：
本

邦
研

修
や

全
国

無
収

水
対

策
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
に

参
加

後
に

、
パ

イ
ロ

ッ
ト
地

域
で

の
活

動
に

積
極

的
に

な
っ

た
C

/
P
が

数
人

い
た

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制

4段
階

評
価

レ
ベ

ル
：
A

：非
常

に
良

い
（高

い
）、

B
：
ほ

ぼ
達

成
/良

い
、

C
:一

部
実

績
が

認
め

ら
れ

る
も

、
課

題
が

残
る

、
D

: 
悪

い
（低

い
）

投
入

の
実

績
投

入
の

実
績

は
。

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
の

参
加

度
合

い

相
手

国
実

施
機

関
の

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
は

醸
成

さ
れ

て
い

る
か

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
プ

ロ
セ

ス

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

績

 





 

1

添
付

資
料
5：

評
価
グ
リ
ッ
ド
（
5
項
目
評
価
）
 

 
評

価
項

目
調

査
結

果

大
項

目
小

項
目

ヨ
国

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

て
い

る
か

。

ヨ
ル

ダ
ン

の
国

土
の

約
８

０
％

は
砂

漠
ま

た
は

荒
地

で
あ

り
、

同
国

の
国

民
一

人
あ

た
り

の
年

間
水

資
源

賦
存

量
（水

資
源

と
し

て
理

論
上

人
間

が
最

大
限

利
用

可
能

な
水

の

量
）は

1
60

ｍ
３
以

下
（世

界
平

均
７

,７
０

０
㎡

、
水

貧
困

ラ
イ

ン
1
00

0ｍ
3
）と

極
端

に
少

な
い

。
こ

の
率

が
世

界
で

も
2番

目
に

低
い

上
、

急
速

な
人

口
増

加
に

よ
り

水
不

足
は

深
刻

化
し

て
い

る
。

ヨ
国

で
は

限
り

あ
る

水
資

源
の

有
効

か
つ

公
平

な
利

用
が

常
に

最
重

要
課

題
と

位
置

づ
け

、
現

在
46

%
と

高
い

無
収

水
の

削
減

を
緊

急
の

課
題

と
し

て
い

る
。

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

か
。

本
件

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト
グ

ル
ー

プ
」は

W
A

J職
員

で
あ

り
、

無
収

水
対

策
の

改
善

・普
及

を
担

う
W

A
Jエ

ン
ジ

ニ
ア

･テ
ク

ニ
シ

ャ
ン

の
技

能
向

上
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

て
い

た
。

ヨ
国

の
開

発
政

策
と

の
整

合
性

は
あ

る
か

。
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
と

、
ヨ

国
開

発
政

策
と

の
整

合
性

は
非

常
に

高
い

。
ヨ

ル
ダ

ン
国

家
政

策
（
N

at
io

n
al

 A
ge

nd
a 

20
0
6-

2
01

5）
中

で
は

、
水

は
重

要
開

発
課

題
の

一
つ

と
し

て
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

。
そ

の
中

で
、

無
収

水
率

を
現

在
の

46
%か

ら
、

2
01

2
年

ま
で

に
3
0%

に
、

20
17

年
ま

で
に

は
2
0%

に
削

減
す

る
こ

と
を

目
指

す
こ

と
が

定
め

ら
れ

て
い

る
。

日
本

の
開

発
援

助
政

策
と

の
整

合
性

は
あ

る
か

。

JI
C

A
の

ヨ
ル

ダ
ン

国
別

事
業

実
施

計
画

の
中

で
、

重
点

分
野

は
、

①
自

立
的

･持
続

的
経

済
成

長
の

た
め

の
基

盤
整

備
、

②
社

会
的

格
差

是
正

、
③

地
域

間
協

力
、

の
３

つ
で

あ
っ

た
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

目
的

は
、

①
自

立
的

･持
続

的
経

済
成

長
の

た
め

の
基

盤
整

備
の

う
ち

の
開

発
課

題
「限

ら
れ

た
水

資
源

の
有

効
活

用
と

環
境

管
理

能
力

の
向

上
」

に
合

致
し

て
お

り
、

JI
C

A
の

開
発

援
助

政
策

と
の

整
合

性
は

高
い

と
言

え
る

。

課
題

に
対

し
て

の
計

画
（プ

ロ
目

・
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
）の

実
施

根
拠

は
適

切
で

あ
っ

た
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
ＪＩ

Ｃ
Ａ

が
技

術
協

力
機

関
と

し
て

人
づ

く
り

を
実

践
す

る
こ

と
で

、
ヨ

国
の

水
セ

ク
タ

ー
で

特
に

必
要

と
さ

れ
て

い
る

水
資

源
の

有
効

活
用

に
か

か
る

人
材

育
成

へ
の

需
要

に
答

え
る

も
の

で
あ

り
、

妥
当

性
は

高
か

っ
た

。

手
段

と
し

て
の

適
切

性

日
本

の
技

術
の

比
較

優
位

性
は

あ
っ

た
か

？
（
日

本
の

ノ
ウ

ハ
ウ

・
経

験
を

活
か

せ
た

協
力

内
容

だ
っ

た
か

？
）

日
本

の
技

能
レ

ベ
ル

は
非

常
に

高
く

、
1
99

9
年

以
降

、
専

門
家

派
遣

（不
明

水
対

策
・漏

水
対

策
技

術
普

及
の

長
期

専
門

家
3
名

）
、

無
償

資
金

協
力

（ヨ
ル

ダ
ン

渓
谷

北
・中

部
上

水
道

施
設

改
善

、
ザ

ル
カ

地
区

上
水

道
施

設
改

善
計

画
）な

ど
無

収
水

対
策

支
援

を
ヨ

国
に

対
し

継
続

実
施

し
て

き
て

お
り

、
高

い
評

価
を

得
て

い
る

。
A

外
部

条
件

の
変

化
の

有
無

：
特

に
な

し

そ
の

他
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

周
辺

環
境

の
変

化
と

そ
の

影
響

：
20

0
7年

７
月

に
発

生
し

た
北

部
県

の
水

質
事

故
の

引
責

問
題

に
よ

り
、

本
案

件
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
デ

ィ
レ

ク
タ

ー
で

あ
る

W
A

J総
裁

や
水

灌
漑

省
大

臣
が

辞
任

し
、

総
裁

の
ポ

ス
ト
が

１
２

月
ま

で
空

席
状

態
が

続
い

た
。

直
接

的
な

影
響

は
今

の
と

こ
ろ

認
め

ら
れ

て
い

な
い

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
予

測
達

成
見

込
み

は
あ

る
か

。

①
6県

に
配

分
さ

れ
て

い
る

無
収

水
対

策
予

算
が

20
08

年
以

降
実

質
ベ

ー
ス

で
増

加
す

る
、

②
W

A
Jが

無
収

水
削

減
に

関
す

る
評

価
指

標
を

確
立

す
る

、
③

専
門

家
チ

ー
ム

が
組

織
能

力
を

評
価

し
、

そ
の

結
果

が
20

0
5年

8月
に

比
し

て
向

上
す

る
、

が
指

標
で

あ
る

。
③

に
つ

い
て

は
既

に
達

成
、

②
に

つ
い

て
は

終
了

時
ま

で
に

達
成

す
る

見
込

み
が

高
い

。
①

に
つ

い
て

は
、

W
A

Jの
予

算
減

少
が

見
込

ま
れ

る
中

で
ど

の
程

度
の

措
置

が
取

ら
れ

る
か

想
定

す
る

の
は

難
し

い
が

、
水

灌
漑

省
大

臣
や

W
A

J総
裁

が
無

収
水

対
策

の
推

進
に

積
極

的
で

あ
り

、
か

つ
こ

れ
ま

で
の

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

域
へ

の
予

算
措

置
も

実
際

に
さ

れ
て

き
た

こ
と

か
ら

、
達

成
の

見
込

み
は

あ
る

。

A

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
達

成
の

た
め

に
十

分
で

あ
っ

た
か

。
必

要
か

つ
十

分
な

も
の

で
あ

っ
た

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
か

ら
プ

ロ
目

標
に

至
る

ま
で

の
外

部
条

件
は

現
在

に
お

い
て

も
正

し
い

か
・
ま

た
そ

の
影

響
は

あ
っ

た
か

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
を

達
成

す
る

ま
で

の
外

部
条

件
の

影
響

は
特

に
な

し
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
の

産
出

度
合

い
は

適
切

か
。

全
て

の
「成

果
」
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
ま

で
に

達
成

さ
れ

る
見

込
み

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
に

特
に

貢
献

し
て

い
る

要
因

は
あ

っ
た

か
。

①
W

A
Jの

職
能

集
団

で
あ

る
P
M

U
が

強
力

な
指

導
力

を
発

揮
し

て
い

る
こ

と
、

②
専

門
家

と
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

間
に

強
い

信
頼

関
係

が
醸

成
さ

れ
て

い
る

こ
と

、
③

日
本

の
漏

水
技

術
へ

の
信

頼
感

、
④

こ
れ

ま
で

不
備

で
あ

っ
た

県
支

所
で

の
漏

水
探

査
機

材
整

備
が

果
た

さ
れ

た
こ

と
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
の

産
出

を
阻

害
し

た
要

因
は

あ
る

か
。

マ
ア

ン
県

に
お

い
て

は
指

導
的

な
役

割
を

果
た

し
た

エ
ン

ジ
ニ

ア
が

離
職

し
、

そ
の

後
任

が
終

了
時

評
価

時
点

で
も

着
任

し
て

い
な

か
っ

た
。

エ
ン

ジ
ニ

ア
不

在
で

テ
ク

ニ
シ

ャ
ン

が
中

心
と

な
っ

て
パ

イ
ロ

ッ
ト
地

域
で

の
活

動
を

行
な

っ
て

い
る

も
の

の
、

求
心

力
を

失
い

、
停

滞
し

て
い

る
。

評
価

設
問

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
・
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

選
択

・タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

選
定

は
妥

当
で

あ
っ

た
か

。

4
段

階
評

価

A

総
合

評
価

A A

妥
当

性

手
段

と
し

て
の

適
切

性

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
実

施
す

る
必

要
性

優
先

度

大
き

な
政

策
・周

辺
環

境
の

変
化

は
あ

っ
た

か
。

そ
の

他

因
果

関
係

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
産

出

A A

有
効

性

AA

 
 



 

2

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
を

産
出

す
る

た
め

に
充

分
な

活
動

で
あ

っ
た

か
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
を

産
出

す
る

た
め

に
十

分
な

活
動

が
計

画
・
実

施
さ

れ
、

活
動

・投
入

量
は

十
分

で
あ

っ
た

。
現

時
点

で
の

達
成

度
は

高
い

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
を

産
出

す
る

た
め

に
充

分
な

投
入

で
あ

っ
た

か
。

投
入

量
は

十
分

で
あ

っ
た

。

活
動

か
ら

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
に

い
た

る
ま

で
の

外
部

条
件

の
影

響
は

あ
っ

た
か

。
特

に
な

し

専
門

家
派

遣
（
人

数
、

タ
イ

ミ
ン

グ
、

分
野

）
：概

ね
適

切
で

あ
っ

た
。

夏
季

よ
り

は
水

の
量

が
安

定
し

、
無

収
水

対
策

の
実

施
が

行
い

や
す

い
2-

6
月

は
、

年
度

の
契

約
の

切
り

替
え

な
ど

で
専

門
家

派
遣

が
難

し
い

と
、

タ
イ

ミ
ン

グ
に

つ
い

て
懸

念
が

表
明

さ
れ

た
。

供
与

機
材

（種
類

、
機

種
、

数
、

タ
イ

ミ
ン

グ
）：

概
ね

適
切

で
あ

っ
た

。

研
修

員
受

入
（
タ

イ
ミ
ン

グ
、

人
数

、
研

修
内

容
）：

概
ね

適
切

で
あ

っ
た

。
こ

れ
ま

で
本

邦
研

修
は

、
W

A
Jの

上
級

職
員

と
エ

ン
ジ

ニ
ア

に
限

ら
れ

て
き

た
が

、
日

々
現

場
で

無
収

水
対

策
を

実
施

す
る

テ
ク

ニ
シ

ャ
ン

に
も

機
会

を
与

え
る

必
要

性
も

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
運

営
費

（量
、

タ
イ

ミ
ン

グ
）：

年
度

ご
と

の
業

務
実

施
契

約
で

あ
る

た
め

、
年

度
契

約
が

締
結

さ
れ

る
ま

で
、

専
門

家
不

在
と

な
り

、
同

時
に

実
施

中
の

事
業

や
ロ

ー
カ

ル
ス

タ
ッ

フ
へ

の
支

払
い

が
で

き
な

く
な

る
た

め
、

タ
イ

ミ
ン

グ
に

つ
い

て
は

改
善

の
余

地
が

あ
る

と
言

え
る

。

活
用

さ
れ

な
か

っ
た

投
入

の
有

無
：特

に
な

し

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
の

配
置

（
人

数
、

タ
イ

ミ
ン

グ
、

分
野

）：
適

切
。

ロ
ー

カ
ル

コ
ス

ト
負

担
（量

、
タ

イ
ミ
ン

グ
）：

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
で

の
活

動
を

開
始

す
る

に
際

し
、

県
支

所
の

予
算

手
当

て
が

遅
れ

、
施

設
設

計
･工

事
が

遅
れ

た
。

提
供

さ
れ

た
施

設
設

備
の

適
正

度
（規

模
、

タ
イ

ミ
ン

グ
、

質
）
：水

灌
漑

省
内

に
日

本
人

専
門

家
用

の
オ

フ
ィ

ス
・作

業
ス

ペ
ー

ス
が

確
保

さ
れ

、
適

正
で

あ
っ

た
。

上
位

目
標

の
達

成
は

見
込

め
る

か
。

指
標

：
W

A
Jが

発
表

し
て

い
る

20
0
5年

及
び

20
06

年
の

無
収

水
率

は
そ

れ
ぞ

れ
、

46
.3

%、
44

.6
%。

今
後

も
無

収
水

率
が

改
善

さ
れ

て
い

く
見

込
み

は
現

時
点

で
あ

る
も

の
の

、
2%

の
減

少
率

は
達

成
は

難
し

い
。

上
位

目
標

の
達

成
を

阻
害

す
る

要
因

は
あ

る
か

。
現

時
点

で
は

特
に

阻
害

要
因

と
な

り
得

る
社

会
経

済
的

要
因

、
社

会
文

化
的

要
因

は
想

定
で

き
な

い
。

水
道

事
業

は
、

ド
ナ

ー
か

ら
の

支
援

に
大

き
く

依
存

し
て

い
る

。
E
U

、
G

T
Z
/K

F
W

、
U

SA
ID

な
ど

も
支

援
を

実
施

し
て

お
り

、
今

後
と

も
そ

の
支

援
を

継
続

す
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
る

。
ヨ

国
政

府
が

水
供

給
事

業
を

継
続

す
る

こ
と

は
確

実
な

が
ら

、
今

後
ド

ナ
ー

か
ら

の
支

援
も

現
実

的
に

考
慮

し
、

適
切

な
予

算
が

ヨ
国

で
確

保
さ

れ
る

か
否

か
は

終
了

時
評

価
時

点
で

は
不

明
で

あ
る

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
が

上
位

目
標

に
い

た
る

ま
で

の
そ

の
他

外
部

条
件

の
有

無
と

そ
の

影
響

：特
に

な
し

。

想
定

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

プ
ラ

ス
の

影
響

は
あ

る
か

。

G
T

Z
は

顧
客

管
理

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

や
料

金
請

求
ソ

フ
ト
の

改
善

や
G

IS
利

用
に

よ
る

顧
客

お
よ

び
施

設
管

理
方

法
の

改
善

を
実

施
し

て
き

た
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

G
T

Z
が

導
入

し
た

G
IS

を
利

用
し

た
顧

客
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

加
え

、
パ

イ
ロ

ッ
ト
地

域
で

の
詳

細
な

デ
ー

タ
を

重
層

的
に

盛
り

込
み

、
ま

た
G

T
Z
が

支
援

し
て

い
な

い
管

路
情

報
と

給
水

管
・メ

ー
タ

ー
を

含
む

管
網

図
を

作
成

し
、

精
緻

化
を

図
っ

た
。

カ
ラ

ク
県

で
は

、
G

T
Z
→

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
→

K
F
W

の
配

水
管

網
布

設
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

と
い

う
形

で
、

成
果

の
共

有
化

が
図

れ
た

。

現
時

点
で

は
マ

イ
ナ

ス
の

イ
ン

パ
ク

ト
は

確
認

さ
れ

て
い

な
い

。

政
策

、
法

律
･制

度
･基

準
等

の
整

備
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
・
人

権
・貧

富
な

ど
社

会
・文

化
的

側
面

、
技

術
面

で
の

変
革

、
対

象
社

会
・プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係
者

・受
益

者
な

ど
へ

の
経

済
的

影
響

な
ど

：
特

に
な

し

B

上
位

目
標

達
成

の
見

込
み

因
果

関
係

B

イ
ン

パ
ク

ト

効
率

性

想
定

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

マ
イ

ナ
ス

の
影

響
は

あ
る

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
か

ら
上

位
目

標
に

い
た

る
ま

で
の

外
部

条
件

の
影

響
は

想
定

さ
れ

る
か

。

因
果

関
係

活
動

を
実

施
す

る
た

め
に

過
不

足
な

く
量

・質
の

投
入

が
タ

イ
ミ
ン

グ
よ

く
実

施
さ

れ
た

か
。

タ
イ

ミ
ン

グ
・

質
・量

B B AA

 



 

3

政
策

・
制

度
面

無
収

水
対

策
に

関
す

る
ヨ

政
府

の
政

策
支

援
は

協
力

終
了

後
も

継
続

す
る

か
？

ヨ
政

府
と

し
て

、
水

資
源

の
有

効
利

用
、

無
収

水
削

減
対

策
推

進
の

方
向

性
は

変
わ

ら
な

い
。

そ
の

コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト
レ

ベ
ル

は
高

い
こ

と
か

ら
、

政
策

的
支

援
が

継
続

さ
れ

る
こ

と
は

間
違

い
な

い
。

A

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
（
技

術
、

教
材

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
市

民
対

象
の

意
識

向
上

活
動

）
が

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
継

続
し

て
活

用
さ

れ
る

よ
う

な
仕

組
み

は
で

き
て

い
る

か
？

無
収

水
対

策
の

技
術

に
つ

い
て

は
あ

る
程

度
修

得
が

な
さ

れ
、

教
材

や
マ

ニ
ュ

ア
ル

も
マ

ル
カ

研
修

セ
ン

タ
ー

を
軸

と
す

る
無

収
水

対
策

研
修

コ
ー

ス
が

開
始

さ
れ

れ
ば

、
広

く
利

用
さ

れ
る

可
能

性
が

高
い

。
市

民
の

啓
発

活
動

に
つ

い
て

は
、

W
A

Jに
は

担
当

部
署

が
な

く
、

啓
発

活
動

を
続

け
る

に
は

、
水

灌
漑

省
か

ら
の

予
算

配
分

や
技

術
支

援
が

な
け

れ
ば

継
続

す
る

こ
と

は
難

し
い

。
B

W
A

Jは
現

在
の

無
収

水
対

策
に

か
か

る
訓

練
活

動
を

発
展

さ
せ

て
い

く
組

織
力

は
あ

る
か

。

W
A

Jの
訓

練
･開

発
部

に
は

、
部

長
の

他
に

は
事

務
職

員
し

か
い

な
い

た
め

、
研

修
ニ

ー
ズ

調
査

を
実

施
し

、
そ

の
上

で
必

要
と

さ
れ

る
訓

練
･研

修
活

動
の

計
画

を
策

定
し

、
か

つ
効

果
的

な
研

修
を

実
施

し
て

い
く

だ
け

の
体

制
は

整
っ

て
い

な
い

。
マ

ル
カ

研
修

セ
ン

タ
ー

で
の

研
修

計
画

策
定

･実
施

に
つ

い
て

も
、

P
M

U
無

収
水

部
ま

た
は

援
助

機
関

の
支

援
が

な
け

れ
ば

非
常

に
難

し
く

、
現

段
階

で
は

組
織

力
は

な
い

と
言

わ
ざ

る
を

得
な

い
。

B

W
A

Jの
中

に
E
C

の
支

援
を

受
け

て
設

立
さ

れ
た

P
ro

gr
am

m
e 

M
an

ag
em

en
t 

U
n
it
 (
P
M

U
) 
が

あ
り

、
そ

の
役

割
は

援
助

機
関

が
支

援
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

監
理

･調
整

を
行

う
他

に
、

公
社

化
の

進
む

水
道

事
業

の
監

督
、

の
２

つ
で

あ
る

。
P
M

U
の

無
収

水
部

に
は

、
部

長
の

下
に

、
エ

ン
ジ

ニ
ア

１
名

、
テ

ク
ニ

シ
ャ

ン
の

４
名

が
い

る
。

う
ち

、
部

長
と

エ
ン

ジ
ニ

ア
に

つ
い

て
は

、
E
C

と
の

契
約

職
員

で
あ

り
、

W
A

Jの
常

勤
職

員
で

あ
る

テ
ク

ニ
シ

ャ
ン

と
は

立
場

が
異

な
る

。
P
M

U
に

対
す

る
E
C

の
支

援
は

２
０

０
９

年
末

に
終

了
す

る
見

込
み

で
、

そ
の

時
期

に
閣

議
で

、
P
M

U
を

水
道

事
業

の
監

督
機

関
と

し
て

独
立

さ
せ

る
こ

と
を

決
め

る
可

能
性

も
あ

る
と

言
わ

れ
て

い
る

。
特

に
、

20
0
7年

1
2月

に
就

任
し

た
新

総
裁

は
、

W
A

Jの
組

織
改

革
を

強
力

に
推

進
す

る
と

表
明

し
て

お
り

、
P
M

U
が

そ
の

影
響

を
受

け
る

可
能

性
は

非
常

に
高

い
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

こ
の

P
M

U
を

W
A

Jに
お

け
る

直
接

の
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
と

し
て

、
事

業
計

画
立

案
･実

施
を

行
い

、
指

導
的

立
場

に
あ

る
部

長
と

エ
ン

ジ
ニ

ア
は

、
本

邦
研

修
に

も
派

遣
し

、
研

修
講

師
と

し
て

の
能

力
も

向
上

す
る

支
援

を
し

て
き

た
。

万
が

一
に

で
も

P
M

U
無

収
水

部
が

、
組

織
改

革
の

中
で

変
容

し
た

り
、

部
長

と
エ

ン
ジ

ニ
ア

が
両

方
と

も
離

職
し

た
場

合
、

W
A

J本
庁

が
無

収
水

対
策

を
継

続
し

て
い

く
こ

と
に

は
か

な
り

の
難

し
さ

が
伴

う
と

予
想

さ
れ

る
。

一
方

、
パ

イ
ロ

ッ
ト
地

域
の

あ
る

６
つ

の
県

支
所

に
お

い
て

は
、

支
所

長
、

エ
ン

ジ
ニ

ア
、

テ
ク

ニ
シ

ャ
ン

の
レ

ベ
ル

で
無

収
水

対
策

に
か

か
る

計
画

立
案

、
実

施
に

か
か

る
能

力
が

醸
成

さ
れ

つ
つ

あ
り

、
依

然
と

し
て

日
本

人
専

門
家

に
よ

る
技

術
指

導
や

監
督

が
必

要
で

は
あ

る
も

の
の

、
自

力
で

活
動

を
続

け
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。

ザ
ル

カ
、

バ
ル

カ
県

の
エ

ン
ジ

ニ
ア

･テ
ク

ニ
シ

ャ
ン

に
つ

い
て

は
す

で
に

十
分

な
技

術
力

が
あ

り
、

ほ
ぼ

自
分

達
だ

け
で

無
収

水
対

策
を

実
施

で
き

て
い

る
。

し
か

し
、

そ
の

他
の

県
で

は
、

技
術

支
援

が
ま

だ
必

要
と

さ
れ

て
い

る
。

。

予
算

の
確

保
は

行
わ

れ
て

い
る

か
。

水
セ

ク
タ

ー
予

算
が

増
え

る
可

能
性

は
ど

の
程

度
あ

る
か

。

W
A

Jの
累

積
赤

字
は

、
20

0
6年

度
に

は
約

7億
7千

万
JD

（7
60

,8
9
9,

88
5
JD

、
日

本
円

換
算

額
12

6
,8

42
百

万
円

）に
上

っ
て

お
り

、
年

率
15

%、
絶

対
額

で
は

30
-
50

百
万

JD
の

上
昇

を
続

け
て

い
る

。
こ

の
累

積
赤

字
を

減
少

さ
せ

る
た

め
に

は
、

現
在

低
く

抑
え

ら
れ

て
い

る
水

道
料

金
を

安
全

な
水

の
供

給
に

必
要

な
費

用
を

適
正

に
補

う
レ

ベ
ル

に
ま

で
値

上
げ

を
す

る
必

要
が

あ
り

、
政

治
判

断
が

伴
う

こ
と

か
ら

、
19

98
年

以
降

見
直

し
は

さ
れ

て
き

て
い

な
い

。
結

果
、

こ
の

累
積

赤
字

を
減

少
さ

せ
る

術
は

今
の

と
こ

ろ
な

く
、

W
A

Jに
よ

る
上

下
水

道
事

業
の

運
営

に
か

か
る

開
発

予
算

は
、

国
外

か
ら

の
融

資
と

技
術

支
援

に
依

存
し

て
い

る
状

態
が

続
い

て
い

る
。

W
A

Jの
通

常
予

算
は

、
20

07
年

度
に

62
.4

百
万

JD
、

20
08

年
度

予
算

請
求

で
は

72
百

万
JD

で
あ

る
。

結
果

、
今

後
の

予
算

配
分

の
見

込
み

を
現

時
点

で
検

証
す

る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
。

し
か

し
、

無
収

水
対

策
に

か
か

る
水

灌
漑

省
大

臣
の

問
題

意
識

は
高

く
、

W
A

Jの
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト
も

高
い

の
で

、
無

収
水

専
用

予
算

の
県

支
所

へ
の

資
金

配
分

も
見

込
ま

れ
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

効
果

を
維

持
・
拡

大
す

る
た

め
の

活
動

予
算

を
確

保
で

き
る

可
能

性
は

高
い

と
想

定
さ

れ
る

。

B

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
が

開
発

し
た

技
術

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
は

、
実

地
で

活
用

さ
れ

て
い

る
か

？
あ

る
い

は
そ

の
見

込
み

が
あ

る
か

？

初
級

･中
級

レ
ベ

ル
で

の
無

収
水

対
策

研
修

を
作

成
さ

れ
た

マ
ニ

ュ
ア

ル
･教

材
を

用
い

、
育

成
さ

れ
た

研
修

講
師

に
よ

っ
て

実
施

し
て

い
く

こ
と

は
十

分
可

能
で

あ
る

が
、

国
際

レ
ベ

ル
で

の
上

級
コ

ー
ス

の
実

施
に

つ
い

て
は

、
JI

C
A

及
び

そ
の

他
の

外
部

人
材

に
依

存
し

、
ま

た
そ

れ
ぞ

れ
の

コ
ー

ス
の

質
の

向
上

に
も

日
本

人
専

門
家

に
よ

る
技

術
支

援
が

必
要

と
考

え
ら

れ
る

。
無

収
水

対
策

に
か

か
る

技
術

に
つ

い
て

は
、

O
JT

を
繰

り
返

し
、

当
初

の
パ

イ
ロ

ッ
ト
区

画
以

外
の

場
所

で
も

展
開

さ
れ

始
め

て
い

る
こ

と
か

ら
、

十
分

に
活

用
さ

れ
て

い
く

可
能

性
が

高
い

と
言

え
る

。

A

資
機

材
の

維
持

管
理

を
W

A
J

が
独

自
に

行
え

る
か

。
供

与
さ

れ
た

機
材

を
維

持
管

理
し

、
適

正
に

使
用

し
て

お
り

、
継

続
的

に
行

え
る

見
込

み
が

高
い

。
B

無
収

水
に

つ
い

て
、

W
A

Jや
県

支
所

が
啓

蒙
活

動
の

独
自

で
継

続
的

に
行

な
え

る
か

？

①
市

民
と

の
直

接
対

話
の

機
会

を
求

め
る

こ
と

の
重

要
性

、
②

啓
蒙

活
動

を
す

る
際

に
作

成
す

る
配

布
資

料
の

作
成

に
市

民
の

問
題

意
識

を
確

認
し

て
か

ら
、

必
要

な
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
選

択
す

る
方

法
、

③
関

係
諸

機
関

と
の

連
携

を
築

く
た

め
の

手
法

、
を

習
得

し
た

た
め

、
水

灌
漑

省
と

W
A

J本
庁

P
M

U
で

は
、

啓
蒙

活
動

を
継

続
的

に
実

施
し

て
い

く
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

県
支

所
で

も
啓

蒙
活

動
の

重
要

性
と

そ
の

方
法

論
に

つ
い

て
一

定
の

理
解

は
進

ん
だ

も
の

の
、

独
自

で
の

啓
蒙

活
動

を
展

開
す

る
だ

け
の

ノ
ウ

ハ
ウ

は
ま

だ
十

分
に

は
育

っ
て

い
な

い
。

B

社
会

・
文

化
・

環
境

面

社
会

的
弱

者
、

環
境

へ
の

配
慮

不
足

に
よ

り
持

続
的

効
果

を
妨

げ
る

可
能

性
は

。
特

に
な

し

そ
の

他
自

立
発

展
性

を
阻

害
す

る
そ

の
他

の
理

由
は

。
給

与
が

安
い

こ
と

、
国

内
･湾

岸
諸

国
に

お
け

る
民

間
セ

ク
タ

ー
で

エ
ン

ジ
ア

･テ
ク

ニ
シ

ャ
ン

の
需

要
が

高
い

こ
と

か
ら

、
離

職
率

が
高

く
な

っ
て

き
て

い
る

。

組
織

・
財

政
面

W
A

J職
員

の
技

術
・
能

力
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
自

力
で

活
動

を
継

続
で

き
る

水
準

に
向

上
し

た
か

？

Ｂ

B

技
術

面

自
立

発
展

性
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